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本報告 書は、 日本 自転車振興会 か ら競輪収益の一部で ある機械工業 振興資金の

補 助を受けて作成 した ものである。
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デ ー タベ ース は、 わ が 国 の 情 報化 の 進 展上、 重要 な役 割 を果 たす もの と期 待 され て い る。

今後 、 デ ー タベ ー ス の普 及 に よ り、 わが 国 に お いて 健全 な高 度 情 報 化社 会 の 形 成 が期 待 さ れ

る。 さ らに 海 外 に 対 して提 供 可 能 な デ ー タベ ース の 整備 は 、 国 際 的 な情 報 化 へ の貢 献 お よび

自由 な情 報 流通 の確 保 の観 点 か らも必要 で あ る。 しか しなが ら、 現 在 わが 国 で流通 して い る

デー タベ ース の 中 で わが 国 独 自の ものは1/4に す ぎな い のが 現 状 であ り、 わ が 国 デ ー タベ

ース サ ー ビス ひ い て は バ ラ ンス あ る情 報 産業 の 健全 な発 展 を図 るた め には 、 わ が 国独 自の デ

ー タベ ー スの 構 築 お よび デ ー タベ ー ス関 連技 術 の研 究 開発 を強 力 に促進 し、 デ ー タベ ー ス の

拡 充 を図 る必 要 が あ る。

この ような要 請 に 応 え るた め 、㈲ デ ー タベ ース振 興 セ ン ター では 日本 自転 車 振興 会 か ら機

械 工 業 振興 資金 の 交 付 を受 け て 、 デー タベ ー スの構 築 お よび 技 術 開 発 につ いて 民 間企 業 、 団

体 等 に 対 して 委 託事 業 を実 施 して い る。 委 託事 業 の 内 容は 、 社 会 的 、経 済 的 、 国 際 的 に 重要

で、 また地 域 お よび産 業 の 発 展 の促 進 に寄.与す る と考 え られ て い る デ ー タベ ー スの構 築 とデ

ー タベ ース作 成 の 効率 化 、 流 通 の 促進 、 利 用 の 円滑 化 ・容 易化 な どに関係 した ソ フ トウ ェ ア

技 術 ・ハ ー ドウ ェア技 術 で あ る。

本 事 業 の推 進 に当 って 、 当財 団 に学 識 経 験者 の 方 々で構 成 さ れ る デ ー タベ ー ス構 築 ・技 術

開発 促進 委員 会(委 員 長 東 京 工 科大 学 教授 西 野 博二氏)を 設 置 して い る。

この 「異 種 デ ー タか ら構 成 され る デー タベ ー スの 総合 的 処理 技 術 に関 す る調 査 研 究 」は 平

成 元 年 度 の デ ー タベ ース の 構 築 促 進 お よび 技術 開発 促 進事 業 と して、 当財 団が リソー ス シ ェ

ア リン グ㈱ に対 して 委 託 実 施 した 課 題 の一 つ で あ る。 この 成果 が、 デ ー タベ ー ス に興 味 を お

持 ちの 方 々や諸 分 野 の 皆 様 方 の お役 に立 てば 幸 い で あ る。

な お、平 成 元 年 度 デ ー タベ ー スの 構 築促 進 お よび 技 術 開 発 促 進 事業 で実 施 した課 題 は次 表

の とお・りで ある。

F

平成2年3月

財 団 法人 デ ー タベ ース 振興 セ ン ター
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平成元年度デー タベース構築 ・技術開発促進委託課題

分 野 課 題 名

1気 候 情 報 デ ー タベ ー ス の構 築

2電 磁波環境障害 に関す るデー タベ ースの構築

3災 害情 報 シ ソー ラス の 構 築

4意 味 情 報 を 中核 と した 医療 評価 デ ー タベ ー ス と コ ミ ュニ ケ ー シ

社 会 ヨン シス テ ムの構 築

5ハ ン デ ィ キ ャ ッ プパ ー ソ ン の 情 報 ニ ー ズ に 即 した ラ イ フ サ ポ ー

トデ ー タベ ー ス の 構 築

6博 物 館情 報 デ ー タベ ー ス シス テ ムの構 築

7中 央省庁 での電子計算機利用 に関す る報告書のデー タベ ース化

8沖 縄地域におけ る文化情報デー タベースの構築

9九 州地域の人材情 報デー タベース構築 に関する調査研究

地 域 活 性 化
10高 岡市 商 圏 デ ー タベ ー スの 構築

中小 企業 振 興
11地 域 の 物 産 ・人 材 ・文 化 情 報 の デー タベ ース 構 築 と新 しい地 域

間交流推進に関す る調査 研究

地 図 12マ ル チ メデ ィア型 地 図 デ ー タベ ー ス構 築 の た め の 調査 研究

エネルギー ・資 源 13燃 焼技術 と燃焼装置設計 のデータベース作成

14技 術 支 援 シス テ ムに お け る産 業機 械 部 品 デ ー タベ ー スの構 築

部 品 ・ 材 料 15マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の デ ー タ

ベ ー ス構 築

16イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築

標 準 化
17CD-ROMマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの 調 査

海 外 18デ ー タベ ー ス構 築 のた めの ター ミノ ロ ジーの 調査 研 究

19異 種 デ ー タか ら構 成 さ れ るデ ー タベ ー スの 総 合 的 処理 技 術 に 関

技 術 す る調査 研究

20バ イ ナ リモ デル に基づ く先端 的文 書 検 索 シス テ ムの 開 発
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1 調 査 研 究 の 概 要.

1.調 査 研 究 の 目 的

デ ータベース処 理に係 るソフ.トウェア諸技術は、オンライ ン環境 でのデ ータ量 の増大化

とデ ータ処 理の高速化 とい う要求 に応え るべ く、ハー ドウエ アと しての演 算装置や記憶装

置の進歩 と相 まって、大 きな発展 を遂げている。.同時に、官公庁 や民 間企業 におけるデー

タベ ースの利用分野 も大いに拡大 し、デ ータベごスの利 用方式 に係 る要求 も 「メ÷カーか

ら提供 されたデータベ ース操 作手順 をそのまま利用す る」 とい うシ ステ ム指向型か ら 「業

務 に適 した手順 でデータベースを操作 する」 とい う業務指 向型に移行 してい る。 、

この ような状況 に対処 するため には、データベース処理技術 も、単極 データに対 して定

型的 な処理 を行 う従来 の処理方式(同 様の処理 を大量に繰 り返す とい うコンピュータが本

来得意 とす る処理方式)だ けでは な く、種 々の業務 で発生 す る多種 多様 な表現形式 を持つ

デー タを複数の分散 したデータベ ースに格納 し、随時発 生す る業務 目的 に応 じた臨機応変

な総合的 データ処理 に対応 してい くことが必要になる。この ような異種 データか ら構成さ

れる分散 データベースに対 して、データ間の関係 を も考慮 した総合 的かつ複合 的なデータ

処理 を実現す るためには、これ までに開発 されてきたデータベ ース処理技術 のほかに、

① 多種 多様 なデータをデ ータベ ースに蓄積 し検 索する技術

② データベ ースの 中の多様 なデータを総合 的に利用 す る技術

等の技 術 開発が重要 な課題 となっている。

この ような状況 に鑑み 、本調査研究 は、データベースの利用 形態 と処理技術 に関す る現

状 と要望を調査 し、業務指向型 の複 合的 データベース処理 に係 る技術 開発 を行 うこ・とを目

的 とす ると同時 に、今後ますます普及 してい くことが予想 され る上 記の ようなデ ータベー

スの高度利用 に対 して大局的かつ技術 的 な指針 を示す ことを目指 してい る。

2.実 施 内 容 お よ び 成 果

上記 目的 に沿 った 「異種 デ ー タか ら構 成 され る デ ータ ベ ース」 を有 効 か つ高 度 に利 用 す

る た め の シ ス テ ム体 系 モ デル 、 さ らに は その モデル に基 づ い た ソフ トウエ ア ・パ ッケー ジ

と して の 複合 的 デ ータ ベ ー ス ・シ ス テ ムは 、時 間的空 間 的 な処 理 能 力 あ るい は デ ー タの表

現 能 力 とい う よ うな面 か ら、最 終 的 に は 、大 型 汎用 コ ン ピ ュ ータ の上 で稼 動 す る こ とを想

定 して い るが 、当面 の 目標 と して は 、パ ソ コ ン上で 、CD-ROMを 含 め た よ うな多 様 な
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,

入 出力 媒体 を総 合 的 に制 御 す る ような シ ス テ ム構 成 を想 定 して い る。 そ の シス テ ム ・イ メ

ー ジ と しては 、 次 の よ うな機 能 と特 徴 とを持 つ こ とを期 待 してい る。

(1)各 種統 計 デ ー タ、 技術 文 献 デ ー タ 、社 内通 知 デ ー タ 、会 議 ス ケ ジ ュール等 の よ うな 多

様 な業 務 で 発生 す る異 な る種 類の デ ー タ を、統 一 的 な分 散 デ ー タベ ー スに格 納 し利 用 す

る こ とが で きる 。

② 単 種 デ ー タに 対 す る定 型 的 業 務 処 理 だ け で な く、随 時 発生 す る業務 目的 に応 じた 臨機

応 変 な非定 型 デ ー タ処 理 に 対応 す る こ とが で きる 。

(3)種 々のデ ー タ を、 数値 情 報、文 字 情報 、文 章 情 報 、 図表 情 報 、文書 情 報 、画 像 情 報 、

イメ ー ジ情 報 、 音声 情 報 、 な どの デー タ の性 質 に応 じた種 々の 表現 形 式 を用 い て 記 述 し、

デ ー タベ ー ス に記 録 し、 利用 す る こ とが で き る。

(4)デ ー タベ ー ス 中 に格 納 さ れ てい るデ ータか ら、個 々の デ ー タの 内容 に 基 づい て所 定 の

情 報 を検 索(内 容検 索)し た り、 ア クセ ス ・パ ス と して の 利 用 者 ビ ューに基 づ いて 所定

の 情報 を検 索(構 造検 索)し た りす る こ とが で き る。

㈲ リレー シ ョ ン型 デ ー タ ベ ース 、演 繹 デ ー タベ ー ス、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 型 デ ー タベ ー ス、

マ ルチ メ デ ィア ・デ ータ ベ ース、 な ど新 しい デー タベ ー ス処 理 技術 とそ の機 能 を採 用 す

る。

(6)異 種 デ ー タ を操作 す る た めの 複合 的 デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ムを 、ひ とつ の デ ー タベ ー

ス ・モ デル と して 参照 す る こ とに よ って、 デ ー タベ ー ス高度 利 用体 系の 導 入 に あた っ て

の 指針 を得 る こ とが で きる 。

これ らの 機 能 を実 現 す るた め に は 、現 行 の デ ー タベ ー ス処 理 技術 を越え た い くつ か の

技 術 的問題 を 解決 して い くこ とが 必 要 とな ろ う。 この た め に 、本 調 査研 究 は 、昨 年度 を

初 年度 と して 、3段 階か らな る3年 間 の期 間 を想 定 して い る 。第2年 度 に あた る今 年度

は 、昨年 度 の 複合 的 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ムの 有 す べ き機 能 の検 討 を踏 まえ て 、本 シ ス

テ ムの全 体像 とパ ソ コ ン(CD-ROM)上 で の 構築 に 係 る問 題点 とに つい て調 査 研究

を行 った 。

具 体 的に は 、 今年 度 、 「異 種 デ ー タか ら構 成 され るデ ータ ベ ースの総 合 的 処理 技術 」

に 関 して調 査 研究 を行 った項 目は次 の とお りで あ る。

(1)複 合 的 デ ー タ ベ ース ・シ ステ ム の構 成

異種 デ ータ か ら構 成 され るデ ー タベ ー スの総 合 的 処理 技 術 体系 と して の複 合 的 デ ータ
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ベ ース ・シ ステ ムに お い ては 、 「多種 多様 なデ ー タ をデ ータ ベ ース に蓄 積 す る技 術 」 及

び 「デ ー タベ ース 中 の 多様 なデ ー タ を総 合 的 に利 用 す る 技術 」 等 が 、重 要 な技術 要 素 と

な る こ とは言 うま で もないが 、 これ らの技 術 を実 現 してい くた め に は 、 リレー シ ョン型

デ ー タ ベ ー ス ・モ デル をは じめ と して、 意 味 デ ータ ベ ー ス 、 オ ブ ジ ェク ト指 向型 デ ー タ

ベ ー ス、 あ る い はマ ル チ メデ ィア ・デ ー タベ ー ス等 の新 た な デー タベ ー ス処理 技 術 を採

用 してい く必 要 が あ ろ う。 そ こ で 、 これ らの 新 しい デ ー タ ベ ー ス処 理 技術 の 調 査 を行い、

複合 的 デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ムの構 成 要 素 と して の 位置 づ け につ い て 検 討 を行い 、 本 シ

ス テムの 全 体像 の 明確 化 を図 った 。

この調 査 検 討 の成 果 と して 、次 の事項 が 明 らか にな った 。

① デ ー タ入 力 、 デ ー タ検 索 、デ ー タ 出力 とい う よ うな、本 シ ス テ ムにお け る各種 機能

モ ジ ュール ご との マ ンマ シ ン ・イ ンタ ー フ ェイ スの有 す べ き機 能

②AI技 術 とデ ー タ ベ ー ス技術 との 統合 体 と しての演 繹 デ ー タベ ー ス の役 割 と複 合的

デ ータ ベ ー ス ・シ ステ ムの 中で の位 置 づ け

③ 文書情報 の ようにご種 々のデータ表現(デ ータ項 目)か ら構成 される事象(オ ブジ

ェク ト)に 対 して の 、ハ イパ ー メ デ ィア表 現 の 必要 性 と、 オ ブ ジ ェク ト指 向型 デ ータ

ベ ー スの 考 え 方 の意 義

この 成 果 は 、 「ll.複 合 的 デー タベ ー ス ・シ ス テ ムの 全 体 像」 と して取 りま とめ た。

(2)複 合 的デ ー タベ ー ス ・シ ステ ム の シス テム 設計

本 調 査 研 究 で対 象 と して い る複 合 的 デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ムは 、 将 来 的 には 、 パ ソコ ン

ン上 で の構 築 を 目指 して い る。そ こ で、最 近 、そ の 高密 度 性 、 経 済 性 、 量産 性 か ら、パ

ソ コ ンの記 憶 媒 体 と して脚 光 を浴 び て い るCD-ROMに 注 目 し、CD--ROM用 検 索

ソ フ ト機 能 の 現 状調 査 を行 い 、そ の 調 査結=果 を踏 まえ て 、検 索 機 能 の 高 度 化 に係 る検討

を 行 った 。

この調 査検 討 の 成 果 と して 、 次の 事 項 が明 らか に な った 。

① 国 産CD-ROMに 関 す る検 索 ソ フ トの現 状 と特長

②CD-ROMに よる デ ー タベ ー ス化 の特 性

③CD-ROM検 索 機 能 の 、従 来 型 デ ー タベ ー ス検 索 機 能 に 比べ ての 優 位 性

この 成果 は 、 「皿.CD-ROM用 検 索 シス テ ム」 と して 取 りま とめ た 。
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3.複 合 的 デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム の 開 発 に あ た っ て の 留 意 点

「複 合 的 デ ータベ ース ・シ ス テ ムの構 成」 に係 る調 査 検 討 の 成果 と して得 られ た 本 シ ス

テ ム の特 化 した機 能 を踏 まえ つ つ 、 パ ソ コ ン(CD-ROM)上 で シ ス テ ム構 築 す る場合

の問 題 点 と技 術 的 課 題 に つ いて検 討 を行 った

この検 討 に おい て、次 の事 項 が 「今 後 の 課 題」 と して 明 らか に な った 。

①CD-ROMの 特性 を生 か す こ と を前提 と し、複 合 的 デ ー タベ ース ・シ ス テ ム構 成 の

中 での 、 そ の記 憶 メデ ィ アと して の 位 置 づけ

② シ ス テ ム設 計 に おい て 、 デ ー タベ ー ス をシ ス テ ムの 中心 に 位 置 づ け る、 い わ ゆ る デ ー

タ ベ ー ス的 ア プ ローチ を行 う場合 の 、 各 種 デ ー タの表 現 と 、 オ ブ ジ ェク ト指 向 型 デ ー タ

ベ ー ス採 用 の意 義

この成果 は 、 「N.今 後 の課 題」 と して 取 りま とめ た 。
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II複 合 的 デ ー タベ ース ・シス テ ム の 全体 像

異 種 デ ー タか ら構成 され るデ ー タベー スの 総 合 的処 理技 術体 系 と して の 複 合的 デ ー タベ ー

ス ・シス テ ムに お いて は、 「多種 多様 な デ ー タを デー タベ ー ス に蓄 積 し検 索す る 技術 」 及び

「デー タ ベ ー ス 中の 多様 なデ ー タを総 合 的 に利 用す る技 術 」 等 が、 重 要 な技 術 要 素 とな る こ

とは 言 うま で もない が 、 これ らの技 術 を実 現 して い くた め には、 リレー シ ョ ン型 デ ー タベ ー

ス ・モデ ル をは じめ と して、 意 味デ ー タベ ー ス、 オ ブ ジェ ク ト指 向型 デ ー タベ ー ス、 演 繹 デ

ー タベ ー ス あ るい は マ ルチ メデ ィア ・デー タベ ー ス等 の 新 た なデ ー タ ベー ス処 理 技 術 を採 用

してい く必 要 が あ ろ う。 また、 デ ー タベー ス利 用者 が 広 い層 にわ た るた め、 専 門 的 な デ ー タ

ベー ス操 作 手 順 とは 異 な ったい わ ば一 般 利 用 者の た め の 業 務指 向型(ま た は 問 題 解 決 型)の

デ ー タベ ー ス操作 手順 を備 え た よ うな マ ン マ シ ン ・イ ン ター フ ェイ スが 重要 な役 割 を果 す と

とに な る。

こ こで は、 この よう な複 合 的 デ ー タベ ー ス シ ス テ ムの 全 体像 を把 握 す る とい う観 点か ら、

① マ ン マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェイ ス

② 推論 機 能

③ ハ イパ ー メデ ィア 表 現

とい う、 従 来 の デ ー タベ ー ス ・シ ステ ムの 考 え 方 か ら特化 した要 素に つ い て 検 討 した。 こ こ

に挙 げ る要 素 は、 複合 的 デ ー タベ ー ス ・シス テ ムが 本 来 的 に 有す べ き機 能 で あ り、 実 現す べ

きコ ン ピュ ー タの 規 模 や種 類 とは 独立 した もの で ある。 したが って 、 後述 す る よ うに、 本 シ

ステ ムは 、 最 終 的に は、 パ ソ コン上 で の パ イ ロ ッ ト・シス テ ム構 築 を 目指 してい るが 、 そ の

際には 、 この 機 能 を基 本 に して 規模 をパ ソ コ ン向 きに設 計す る必 要 が あ ろ う。

1.マ ン マ シ ン ・ イ ン タ ー フ ェ イ ス

複 合 的デ ー タベ ー ス ・システ ムに お い ては、 利 用者 層 は 一 般利 用者 す な わ ち 業務 担 当 者

が、 そ れぞ れ の 業務 処理 の一 環 と して デ ー タベ ー スか ら必 要 な情 報 を取 り出 した り、 あ る

い は デー タベ ー ス に記 録 され て い る 情報 を更 新 した りす る こ とを想 定 して い る。 従 っ て、

デ ー タベ ー ス操 作 手 段 と して の イ ンタ ー フェイ ス も、 業務 指 向 型の 手 続 き で あ る こ とが 必

要 と なる。 言 い換 えれ ば、 一 般 利 用者 が、 そ れ ぞ れ の業 務 で 用 いて い る 言 語 や書 式、 あ る

い は処 理手 順 に の っ と って デー タベー ス が利 用 で き る環 境 を設 定す る こ とが、 この イ ン タ

ー フ ェイ スに 託 され た 役 割 で あ る と言 え よう
。 このた め に は、
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① デ ー タベ ー ス操 作 の 自動 化 あ るい は ロボ ッ ト化 に よる ユー ザ ・フ レ ン ドリー な シス テ

ムの 設 計

② 分散 してい る デー タベ ー ス群 の ネ ッ トワー ク化 に よる デー タベ ー ス ・ア クセ ス に対 す

る 時 間感 覚 あ る いは 距離 感覚 の 克 服

③ デー タ表 現や デー タベ ース 操 作 に対 す る標 準 化 あ るい は知 識 ベ ー ス化 に よ るデ ー タベ

ー ス利用 者 間の 格 差(人 種 、 文 化、 年齢 、 性 別 、 等)の 克 服

④ オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン化 に よ る(デ ー タベ ース構 成 を も含 む)シ ス テ ム環 境の

広 域 的普 及

等 の諸点 を 考慮 す る ことが 重 要 な課 題 と なる が、 これ らを実 現 す るた めの 技 術 的課 題 と し

て 「デ ー タ の 自動 解析技 術 」、 「情 報 表現 の 自動 変 換技 術 」 お よび 「情 報 内 容 の 自動 解析

技 術 」.があ る。

第1の 「デ ー タの 自動 解析 技 術 」は 、 主 に、 数 値 デ ー タか ら構 成 され るデ ー タベ ー ス に

対 して、 種 々の数 値 解析技 法 を用 い て デ ー タの 解析 をお こ な うもので あ り、 官 公 庁 にお け

る各 種調 査 票 の集 計や 統 計 処理 、 あ る いは 企 業 に お け る売 上 等 の 集 計や 時系 列 解析 、 多変

量 解析 な どが これ に あ た る。 この よ うに、 デ ー タベ ー ス を 中心 と した 最近 の情 報 シス テ ム

に お いて は、 従 来の ファ イル処 理 シ ス テ ム と違 って 、 デ ー タ と ソフ トウ ェア との 総 合 的 な

結合 を図 る傾 向に あ る。 言 い換 えれ ば 、 従 来 の ファ イル 処 理 シス テ ム で は、 個 々の デ ー タ

はそ れぞ れ 独 立 した形 で(デ ー タ間 の 関係 が 存 在 し ない 形 で)フ ァイル 中 に格 納 され て お

り、 デ ー タ検 索に お い ては 所 定 の デ ー タを フ ァイ ルか ら取 り出 して 利用 者 に 提供 す る とい

う形 態 を と って い た。 これ に対 して 、 情 報 シ ス テ ム設計 へ の デー タベ ー ス 的 ア ブ ・一 チ と

も呼 ば れ る方 式 で 構 築 され て い る最 近 の 情 報 シ ステ ムに お いて は、 フ ァ イル操 作 とデ ー タ

処 理 とを分 離 して 把 え るの では な く、 あ くまで も業 務 処理 体 系 を構 成 す る要 素 と して有 機

的に 結合 した 形 で構 成 す る ことに な る。 この よ うな環 境 の 中 で は、 情 報 シス テ ムの利 用 者

は、 業務 処理 の種 別 あ るい は 手 順 を表 現 す る こ とに よって、 関連 す るデ ー タ群 と ソ フ トウ

ェア 群 とが 自動 的か つ 有機 的 に組 み 合 わ され 、 所 定 の業 務 が 遂 行 され る こ とに な る。 さ ら

に は、 最近 の オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン化 に よ って 種 々の ハー ドウ ェア、 例 えば 図 形 表

示 装置、 画 像 表示 装置 、 三 次 元 デ ィ ス プ レイ装 置 な どの 入 出 力 装 置 や、 端 末装 置 用固定 デ

ィス ク、 光 デ ィス ク、 フ ロッ ピー ・デ ィ ス ク な どの 記 憶装 置 が 普 及 して 泊 り、 先 に述 べ た

.デ ー タを入 力 した り表示 ・出力 した りす る ため の 各 種 入 出 力装 置 と組 み 合 わ され る こ とに

な る。 言い 換 えれ ば、 コン ピュー タ ・シス テ ムに係 る3大 資源 で あ るハ ー ドウ ェア 、 ソ フ
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トウ ェァ お よび デ ー タベ ー ス を、 そ れぞ れ の 業務 に 遮 った 形 で 自由にか つ 有効 に 組 み 合 わ

せ る こ と を可 能に す る こ とが 、 今 後 の情 報 シス テ ム設 計 の 重 要 な 要 件 となろ う。 これ に よ

って 、例 えば 「あ る商 品 の 最 近5年 間 の 売上 げ と来年 と再 来年 の 売上 予 測 が 知 りた い 」 と

い う よ うなi業務 要求 に対 して 、 デ ー タの取 り出 し、 時 系列 解 析 、 解 析結 果 の グ ラフ表 示 と

い う3段 階 の 処理 を 独立 して行 うので は な く、 先 の 業務 要 求 「あ る 商 品の 最近 … … 売上 予

測が 知 りたい」 を、 そ の ま ま の形 で 情 報 システ ム に入 力 し、 所 定 の 編集 形式 で結果 を 得 る

た め の環 境が 整 うこ とに な ろ う。 しか し、 この よ うな環 境 が 完 全 に実 現す るには、似 下 に

述べ る よ うな 知識 ベ ー ス を 中 心 と した人 工 知能 技 術 の 発 展 に期 す る と ころ も大 きい。

第2の 「情 報表 現 の 自動変 換 技 術 」 は、 デ ー タの 入 出力 あ るい は情 報要 求 に 際 して 、 情

報 の 表 現 形態 を 自動 変 換 す る ことに よって、 使 い 勝 手 の よい 利 用 者 イ ンター フ ェイ ス を提

供 す る こ とで あ る。 と くに デ ー タベ ース の利 用 に係 る利 用 者 の イ ン ター フ ェ イスの た めの

情報 表 現 自動 変 換 手 続 に は 次 の ような ものが あ る。`

① 業務 デ ー タの シ ステ ム 内部 表 現へ の変 換

業務 で発生 した 情 報(原 票)を 基 に、 所 定 のデ ー タを デ ー タベ ース に蓄 積 した り、 あ

るい は デ ー タベ ー ス の 内 容 を 更新 した りす る場 合に 、 メニ ュー方 式 や コ三 ド化 技 法 を 用

い なが ら出 来 る だ け原 票 に近 い 形 で シス テ ムに 入 力で きる よ うな イ ン ター フェ イ スを作

成 し、 一 方 シス テ ム 内部 では 、 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム の特 性 や ソフ トウェア と の結 合

形 態 を考 慮 した シス テ ムの 内 部表 現 に入 力 デ ー タを変 換 す る。`

② 情 報 要求 言 語 の 変 換

デー タベ ース を 中心 と した 情 報 シス テ ムに対 す る情報 要求(帳 票 や 資料 の作 成 要求 等)

は、 通 常 、業 務 処 理 の 内容 に 沿っ た 形で の 日常 言語 に 近 い業 務 処理 言 語や メニ ュ ー方 式

に よって 表現 さ れ る。 この 情 報 要求 言 語 は、 情報 シス テ ムの 中 で、 デ ー タ検 索 手 続、 デ

ー タ加 工手 続
、 ソ フ トウェア 結 合 手続 と言 った よ うな 手 続言 語 に変 換 され、 コン ピュー

タ内 部 での 情 報 要 求 は 処 理 手 順 を規 定 した 手続 き型 言語 で あ る こ とが 多 く、 情 報 要求 言

語 の変 換 にお い て は 、 非 手 続 き型 言 語か ら手 続 き型 言 語 へ の変 換 とい う形 態 を と る こ と

に な る。 これ は 現 在 の コ ン ピュ ー タが ノ イマ ン型 で あ る こ とに帰 因す る宿 命 的 な デー タ

処 理 技 術 と も言 え よ う。

③ 回答 結 果 表 現 の変 換

デ ー タベ ー ス に対 す る情 報 要 求 に基 づい て 検 索 され た 情 報 は 、 情 報 の 蓄積 形 式(記 憶

構 造)そ の まま の形 で 利用 者 に提 供され る こ とのほ か に 、 情 報 の表 現 形式 を変 換 し、 利
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用 者 に とって利 用 し易い形 式 あ るい は業 務 帳票 の様 式 に 通 っ た形 式 で表 示 した り印 刷 し

た りす る こ とが あ る。 と くに 最 近 の 情 報 シス テ ムに対 す る要求 と して
、 業務 指 向 型 あ る

い は 問題 指 向型 とい っ た 体 系が 強 調 され て お り
、 後 者 の よ うな情 報 表 現 変換 機 能 が 必要

不 可 欠 とな って い る。 この 情 報表 現 自動 変換 技 術 に は、 文 字 セ ッ トの 変換 、 定 型的 デ ー

タ項 目値 の変換 、 非定 型 的 デ ー タ項 目値 の変 換 とい う よ うな い くつ か の レベ ルが あ るほ

か に・ 数 値デ ー タか らグ ラ フや 図 形 の よ うな2次 元 の表 現 形 態 に 変換 す る手 法 も含 まれ

よ う。 文字 セ ッ トの変 換技 法 は 、 例 えばJISコ ー ド体 系 を他 の コー ド体 系 に変 換 す る

と い うよ うな変 換技 法 で あ り、 通 常 、 一 文 字(1バ イ トあ るい は2バ イ ト)対 応 で の 変

換 を行 う もので ある。 ま た、 定 型 的 デ ー タ項 目値 の変 換 技 法 に は、ENCODE-DECODE

処 理 の よ うに 各種 コー ド(産i業 分 類 コー ド、 都 道 府 県 コー ド、 企 業 コー ド、 商 品 コー ド

等)を そ れぞ れ の名 称 に変 換 す るた め の技 法 、 数 値 デ ー タに 対 して 折 記 号 や正 負符 号 を

付す よ うな 編 集技 法 、YYMMDDと い う よ うな6桁 の数 値 で 表 現 されてい る年 月 日項 目

に対 して 「元 号 」、 「年 」 、 「月 」 、 「日」 を付 す よ うな 編 集 技 法 な どの変 換 技 法 が あ

る。 この レベ ル での 変 換技 法 は 、 デ ー タベ ー ス ・シ ステ ムの 記 憶 構 造(シ ス テ ム 内 での

効 率 性 に 基 づ く表現 形 態 を と って い る)と 、利 用 者 側 あ る い は 業務 に即 した情 報 の 表 現

形 態 との ギ ャ ップを埋 め るた め の 、 言 わば 形式 的 デ ー タ変 換 と言 え よ う。 この よ うに、

コ ー ドと言 う ような 一つ の情 報 単 位 の形式 や 処 理 単 位が あ らか じめ定 ま
って い る定 型 的

デー タに対 して、 化 学 構 造式 や 文 章 の よ うに 、 要 素の 組 み 合 せ 方(文 法)が 意 味 を もつ

よ うな情 報 が 非 定型 的 デ ー タ で あ る。 従 って 、 こ の よ うな タイ プの デ ー タを処 理 した り、

他 の表 現形 式 に変 換 す る よ うな場 合 には 、 情報 の処 理 単 位 は 独立 した要 素(化 学 構造 式

の 場合 に は 原子 や 基 が 、 ま た文 章 の場 合 には 単 語 が これ に 対 応 す る。)だ け で は な く、

そ れ らの 要 素 間の 構 造 を も加 味 した 情報 処 理 が 必 要 とな る。 例 え ば、 日本 語 と英 語 と言

う ような 、 自然 言 語 間 で の 自動(機 械)翻 訳 機 能 な どが この 典 型 的 な例 で あ り、 次 に述

べ る 「情 報 内容 の 自動 解 析 技 術 」 と密接 な関 連 を もつ こ とに な る。 ま た、 最 近 では 図形

や グ ラフ を表 示 す る た め の 出 力装 置(あ るい は 図 形 処理 用 端 末 ソ フ トウ ェア)が 普 及 し

て お り、 デー タベ ー スか ら取 り 出 した検 索結 果 を、 単 に数 字 で表 示 す る だけ で は な く、

棒 グ ラフや 円 グ ラフ とい う ような 各 種 の ビジネ ス ・グ ラ フを用 い た視 覚的 な 表 現に す る

こ とが 可 能 とな って い る 。

第3の 「情報 内容の 自動解析 技術 」は、先に も述べた ように第2の 技術 が 言 わば デ ー タ値 の

形 式 的 処理 であ った の に 対 して、 デ ー タ値 の意 味 内容 を も考 慮 した情 報 処 理 技 術 と言 え る
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もの で あ る。 言 い 換 え れば 、 非 定 型的 デ ー タ と して 表 現 されて い る デー タ値 の意 味 あい を

解析 した り、 あ るい は 、 デー タベ ー スに格 納 され て い る複 数 の 情報 を総合 的に 判断 した り

す る こ とが こ の技 術 の特 徴 と言 え よ う。 この よ うな情 報 処理技 術 は 、 文 章 の 意 味、 複 数 情

報か らの総 合 的 判 断 、 あ るい は情 報 間 の連 想 、 あ るい は情 報 に 基 づ く推論 、 と 言 った よ う

な人 間 の もつ 知 的活 動 に類 似 した情 報 処理 で あ り、 従 来、AI(人 工 知 能)の 分 野で 研究

が 進 め られ て きた 技 術 で あ るが、 最 近 で は、 多種 多様 な 情報 を 格 納 し、 管理 す る デ ー タベ

ース処 理 技術 と リン クす る こ とに よ り、 デ ー タベ ー ス の 利 用体 系 を 高 度 な もの に して い る。

この よ うな タイ プの デ ー タ処理 に おい ては 、 記 憶 媒体 上 に格 納 され て い る情 報(レ コー ド)

を独 立 した もの と して 扱 うだ け で な く、 業務 処理 に対 比 して レコー ド内 に 有機 的 な 関係 を

付与 し、 そ の 関係(利 用 者 ビュー)に 基 づ いて 総 合 的 な 判断 を含 む デ ー タ処理 を行 うこ と

とな る。

この よ うな複 合 的 デ ー タベ ー ス シス テ ムの マ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェ イス を システ ム構

成 モ ジ ュー ル別 に み る とつ ぎの よ うに なる。

(1)デ ー タ入 力 イ ン タ ーフ ェイ ス

デ 一 夕ペ ース 構 築 に あた っ ての第 一歩 は デー タ入 力 とい うこ とに な るが 、 先 に も述 べ

た とお り、 この デ ー タ入 力機 能 も多様 化 して い る。 と ころで、 デ ー タベ ース に 蓄 積す る

た め の デー タ入 力 機 能 を実現 す る ソー ル と して の デ ー タ入 力 イ ン ター フ ェイ スの 発 展 に

は 、 大 別 して2つ の 流れ が あ る。 一 つはOSIを 背 景 と した 業 務指 向型 の デ ー タベ ー ス

利 用 シス テ ムの一 環 と して の デ ー タ入 力 イ ン ター フ ェ イス であ る。 これ は 業 務 処 理 手 続

きの 中 で文 書 を作 成 した り、 他 の部 所へ 転 送 した り、 あ るい は文 書 を保 存 した りす る 事

務 手 続 き を、 この コ ン ピュー タを利 用 した デ ー タ入 力か イ ンター フ ェイ ス で実 現 す る も

の で あ る。従 って 、 ここで の デ ー タ入 力手 続 きは、 事 務 手続 きの 内容 に即 して い る こ と、

コ ン ピ ュー タに 関 して特別 の知 識 を有 しない 業 務担 当 者が 操 作 可 能 な こ と、 な どが 基 本

的 な要 件 とな る。 こ のた め に は、

① わか り易い 入 力 画面 の設 定

② 仮 名(ロ ー マ 字)漢 字変 換機 能

③ デ ー タ(全 部 ま たは 一 部)の コ ピー機能

④ 入 力 エ ラーの チ ェ ック ・再 入 力機 能

な どの機 能 を用 意 す る必要 が あ る。 こ こで重 要 な こ とは、 ① 、 ② 、 ③ の よ うに、・デ ー タ
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入 力 の 簡便 性 を実 現す るた め の、 言 わ ば ワー プ ・型 の機 能 のほ か に、 ④ の よ うに、 デー

タベ ー ス の整 合性 を維 持す る こ と、 す なわ ち、 デ ー タベ ー ス 中に 不正 な デ ー タが 入 り込

ん だ り、 デ ー タベ ー ス 中の デ ー タ に対 して不 正 な修 正 や更 新 が行 われ た りす る こ と も防

ぐた め の機 能 を 用 意す る こ とであ る。

デ ー タ入 力 イ ン ター フ ェイ スの 流 れ の 中で の も う一 つ は、 高 度 な デ ー タ入 力技 術 を背

景 と した もの で あ る。 これ は、 多 種 多様 な 表 現 形 態 を もつ一 次 情報 を、 正 確 か つ簡 便 な

方 法で デ ー タベ ー スに 入 力す る た め の 技 術 で あ り、 イ メー ジ ・ス キ ャ ナ ーやOCR装 置

の よ うな ハー ドウ ェアに依 存 す る方 法 と、 ダ ウン ・ローデ ィ ング(ア ッ プ ・ロー デ ィ ン

グ)や 自動索 引 の よ うな ソ フ トウェ アに 依 存 す る方法 とが あ る。 と くに 後 者 の 自動 索 引

技術 は、 情報 の 自動 分類 技 術 な ど と共 に 、 情報 の意 味 内 容 に係 る処 理 で あ り、 人工 知 能

の分 野 と も密接 な関係 を もつ こ とに な ろ う。

そ もそ もデ ー タベ ー ス処 理 技術 は 、 後 で も述 べ る よ うに、 人 工 知 能 技 術 と大 きな 関連

を もって お り、 デー タベ ー ス 中に 蓄積 され た デ ー タの意 味解 析(内 容 分 析)、 デ ー タ表

現 の 自動 翻訳 、 デー タベー ス 中 に 蓄 積 され た デ ータ群(種 々の 情 報)に 基 づ く情報 の 推

論 処 理 な どが 脚 光 を浴 び て い る。 この よ うな技 術 が 実 現す れば 、 日常 言語 に よるデ ー タ

の入 力や 問合 せ、 デ ー タベ ース(シ ス テ ム)と 会 話 を しなが ら種 々の 問題 解 決 に あた る

OAシ ステ ム な どが 現 実の もの と な ろ う。

② デ ー タ検 索 イ ン タ ーフ ェイ ス

デ ー タベ ー・ス に蓄積 され てい る大 量 か つ 多様 な デ ー タか ら、 情 報 要求 に 合致 した情 報

(デ ー タ).を 取 り出す 技 術 と して の デ ー タ検 索技 術 は、 デ ー タ入 力 技術 や デ ー タ編 集技

術 と共 に、 通 常 デ ー タベ ー ス処 理技 術 の 歴史 点発 展 の 中 で 中心 点 な 役割 を担 っ て きた と

言 って も過 言 で は ない。 通 常、 デ ー タベ ー ス処理 技 術 の発 展 段 階 は、 次 に 挙 げ る よ うな

4つ の 世代 に分 け て 把え られ て い る。 これ は コ ン ピュー タの発 展 過 程 を第 一 世代 、 第二

世代 、 第三 世代、 第 四世 代 、 そ して 現 在 研 究 中の第 五 世代 コ ン ピュ ー タ と、 そ の 中心 的

な技 術(真 空 管、 トラン ジス タ、IC、LSI)で 特 徴 づけ て 分類 して い るの と同 じ よ

うな考 え 方 に基 づいて い る。

① 第 一 世代(10CS(入 出力 制御 シ ステ ム)の 時代

利 用 者が デ ー タベ ー スか ら、 必 要 な デ ー タ(レ コー ド)を 取 り出す に あ た って、 そ

の レコー ドの 記憶媒 体 上 で の物 理 的 位 置(絶 対 ア ドレス)を 指 定す る方 法 で あ り、 そ
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の絶 対 ア ドレス に基 づ いて い る レコー ドを取 り出す ツー ルが10CSと 呼 ば れ る基本

的な デ ー タ操 作 ル ー チ ンとな ってい る。 従 って、 利用 者 はデ ー タ検 索に あ た って、 必

要 とす る個 々の レ コー ドの絶 対 ア ドレス を知 っ てい る必 要 が あ る とい うこ とに なる。

これ は 言わ ば 、 図書 館(デ ー タベ ー ス)で 読 み たい 本(情 報)を 探 す に あ た って 、 そ

の 本 の 保存 され て い る棚位 置 を知 って い る こ とが 前 提 とな る よ うなデ ー タ検 索方法 で

あ り、 棚の構 造 や 本 の 並べ 方 を知 らない 一 般利 用者 が 利 用す るに は、 多 少 難か しい方

法 と言 え よ う。

② 第 二 世代(ア ク セ ス手法 の時 代)

SAM(遂 次 ア ク セス 方法)、DAM(直 接 ア ク セ ス手法)、ISAM(索 引 付遂

次 ア ク セ ス手 法)、VSAM(仮 想 アク セ ス手 法)な どの ア ク セ ス手 法 を 用い て、 デ

ー タベ ー スか ら所 定 の レ コー ドを取 り出 す のが
、 この第 二 世 代 の デー タ検 索 技術 で あ

る。 この手 法 を 利 用す るこ とに よって、 利 用者 は 相対 的 な レコご ド位 置、 あ るい は 、

デ ー タ値に基 づ い て デ ー タ を取 り出す こ とが 可能 とな って い る。 前述 した 第 一 世 代 の

側 で言 えば 、 図 書 館 で読 み た い本 を探 す 場 合 に は、 そ の本 の タイ トルや 発行 所 を指 定

す る ことに よ って、 あ るい は、 著 者 名 を 「ア イ ウエ オ 順」 に取 り出す こ とに よって、

所 定 の 本 を 見つ け る こ とに な る。 この ア ク セス 手 法 は 現在 で も.よく使 わ れ て い るデ ー

タ検 索 手 法 で あ り、 利 用 者が 、 デ ー タベ ー ス 中で の レ コー ドの 記 憶位 置(デ ー タベ ー

スの 物 理構 造)を 知 って い る 必要 は な く、 タイ トル とか 発行 所 とか 著 者 名 とか 言 う よ

うな デー タの 属性(値)に 基 づい て デ ー タ検 索が 行 え る点 で、 あ る程度 利 用 者 向 の手

法 と言 え る。 と ζろ で、 これ ま でに述 べ:た デー タベ ー ス処 理技 術 の第一 世 代 と第二 世

代 に おい て は、 デ ー タベ ー ス に蓄 積 され て い る レ コー ドはそ れ ぞ れ 独立 した(相 互 の

関係 を もた な い)も の と看 徹 して い る。

③ 第 三 世 代(ア ク セス ・パ スの 時 代)

通 常 、 情 報 源 と して エ ンテ ィテ ィ(例 え ば 「本 」)は い くつ か の 属性(・例 えば、「本1

に対 す る 属性 と して の 「タ イ トル」 、 「発行 所 」 、 「著 名 者」 が あ る)に よっ て表 現

され そ れ ぞ れ の 属 性 に対 す る属性 値 の 列(上 の例 で 言 え ば 「デ ー タベ ー ス入 門:日 本

出版 社:日 本 太 郎 」 とな る)が レコ ー ドと呼 ばれ 、 デ ー タベ ー スに蓄 積 され る。 こ こ

で、 デ ー タベ ー ス 構 築 の対 象 とな る 情報 源(エ ンテ ィテ ィの集 合),に 対 して定 義 され

る 「属性 の 組 」 は 業務 に よって 異 な る レコー ドと関 係づ け て(一 つ の組 レ コー ドと し

て)処 理 され る こ とが あ る。 例 えば 、 「本 の発 注 」・と言 う業 務 で は、 「本 レ コー ド」

一11一



と 「発 行 所 レ ゴー ド(発 行 所 に係 る属 性か ら構 成 され る)」 とを組 と して 処 理 す る こ

とに な ろ う。 この よ うに、 デー タベ ー ス を 利 用す る業 務 を主 体 と して 考 え た 場 合 の 、

業務 処理 で 必要 とす る レコー ドに対 す る 属性 の 組、 お よび レ コー ド間の 関係 をデ ー タ

ベ ー スの 論 理構 造 と呼ん で い る。 もちろん 、 この デ ー タベ ー スの 論 理 構 造 は、 デ ー タ

ベ ース を利 用す る業務 の種 類 の数 だ け 用意 され る こ とに な る
。 言 い 換 え れ ば、 デ ー タ

ベ ース 利 用者 は、 そ れ ぞ れ の 業務 処 理に 対 応 す る論 理 構造 を選択 し、 そ の論 理 構 造 に

沿 って デ ー タ検 索 を行 うこ とに な る。 この よ うなデ ー タベ ー スの 論 理構 造 に 沿 っ た デ

ー タの ア クセス 手 段が ア クセ ス ・パ ス と呼 ば れ る もの で あ る
。 現在 、 この ア ク セ ス ・

パ スに 基 づい た第 三 世 代 の デ ー タベ ー ス処 理技 術 が 最 も普 及 して お り、 多 くの デ ー タ

ベ ース ・システ ム は この 技術(設 計思 想)に 基 づ い て 構築 され て い る
。 こ の考 え方 に

よれば 、 デ ー タベ ー ス利 用者 は、 そ れ ぞ れ の デ ー タベ ース 利 用 に あ た って 、 論 理 構 造

のみ 注 目す る こ とにな り、 そ の よ うな観 点 か らす る と、 デ ー タベ ー ス の物 理 構 造 と論

理 構造 とが独 立 した もの とな る こ と か ら、 この 世 代 は 「デ ー タ独 立 の 時 代 」 と も呼 ば

れ る。

④ 第 四 世代(リ レー シ ョンの 時代)

第 三 世代 の デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ム環 境 にお い ては 、 先 に も述 べ た とお り、 デ ー タ

ベー ス の論 理 構造 とい う概念 を導 入 す る こ とに よって 、 「デ ー タの独立 」 の 考 え 方 を

実現 して い るが 、 この論 理 構 造 は 、 デ ー タベ ー ス を利 用 す る種 々 の業 務 目的 あ るい は

業務 処 理手 続 きに 沿 った 形 で、 実 際 の デ ー タベ ー ス を利 用 す る業 務 処 理 の実 行 に 先 だ

って、 あ らか じめ定 義 して お く方 法 が と られ る。 多 くの 場 合 は、 デ ー タベ ー ス の 生 成

時に この論 理構 造 が 定義 され る。 とこ ろが、 この よ うな定 義方 法 で は、 デー タベ ース

の設 計 時 、 あ るい は デー タベ ー ス の生 成 時 に、 そ の デ ー タベ ー ス を利 用す る業 務 、 あ

るい は デ ー タベ ー スの 利 用形 態 を想 定 し設 定 しなけ れ ば な らない 。 もちろ ん 、 デ ー タ

ベ ース を利 用す る 業務が 定 常 的 で あ り処 理 内容 も定 型 的 な もので あ れば 、 この 方 法 で

充 分 で あ り、 か つ 便 利 な方法 で あ ろ う。 しか し、 あ らか じめ 作 成 さ れ て い る デ ー タベ

ース を多 目的 かつ 汎 用的 に利 用 してい くよ うな場 合 に は
、 この よ うに、 デ ー タベ ー ス

の論 理 構造 を あ らか じめ固定 した形 に設 定 す る方法 は、 必 ず し も適 して い な い こ とは

明 らか で あ る。 そ こ で、 デ ー タベ ー ス を種 々の 目的 で 、 言 わば 臨 機 応変 に利 用 で きる

よ うにす る こと を 目的 と して 提 案 され た デ ー タベ ー ス シス テ ム(モ デ ル)が 、 この第

四世代 の リレー シ ョナル ・デ ー タベ ース ・シス テ ム で あ る。 この モ デル の考 え 方 は、
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リレ ー シ ョン と呼ぶ フ え ッ トなデ ー タ構造(レ コー ドの集 合)に 対 して、 リレーツ ヨ

ン代 数 言 語 と リレー シ ョン 論 理 言 語 とい う2種 類 の デ ー タ検 索(デ ー タ操作)言 語 を

用 意 して い る。 前 者 の代数 言語 は ミ レコ ー ドの集 合 と して の リレー シ ョンに対 して 、

集 合 積 、 集 合差 な どの集 合演 算の ほ か に、 射 影処 理(プ ・ジ ェグ シ ョン)、 結 合 処 理

(ジ ョイ ン)、 制 限処 理(レ ス トリク シ ョン)、 お よび 商(デ ビジ ョン)・とい う4つ

の 代 数 演 算 を 用意 して い る。 この代 数演 算 では 、 個 々の レコー ドに 対 ず るデ ー タ検 索

処 理 のほ・か に、 複 数 の レコ ー ドを結 合 した りす る デー タ操 作 処理 が含 ま れて お り、 こ

の デ ー タ操 作 に よ って 、 デー タベ ー ス 中の レコ ー ド群 が 臨 機 応変 に 結 合 され る ことに

なる。 こ こで の デ ー タ検 索は、 これ まで の世 代 の チー タ検 索が 単 に デ ー タベ ー ス 中の

レ コー ドを取 り出す と言 う操 作 で あ っ たの に対 して 、 複数 の レコ ー ド(情 報)か ら新

た な レ コー ド(情 報)を(推 論 や 加工 を して)作 り出す とい う操 作 に な って い る。 ま

た 後 者 の論 理 言 語 は、 一階 述 語 論理 系 を構成 す る言 語で あ り、 人 工 知 能 の 分 野に お け

る言 語 処理 、 推 論 処理 、QAシ ス テ ム等 で 利用 され て い る もの で あ る。 と ころ で:こ

こで この モ デ ル に とって 大変 重 要な 点 は、 この2種 類 の 言語 系が 「意 味 的 に 同値 」 と

な って い るこ とで あ る。 言 い換 え れ ば、 リ レー シ ョン代 数 言語 を も ちいて 行 うデr.タ

検 索 処 理 に よっ て得 られ る情報 は 、 リレー シ ョン論 理 言 語 を もち い て も得 られ、 ま た

逆、も成 り立 つ とい うこ とで あ る。 この こ とに よって、 デ ー タベ ー ス,を 日常 言 語(例 え

ば 日 本 語)で 検 索 した り、 デ ー タ ベー ス 中に蓄 積 され て い る情 報 群 を 総 合 的 に 分析 ・

推論 して 、 所 定 の 情報 を得 る とい う ようなデ ー タベ ース利 用 環 境 実 現 へ の道 が 大 き く

開 け た と言 え よ う。

この ように、 リレーツ ヨン型 デー タベ ー スは、 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム の イ ンプ リメ

ンテ ー シ ョ ン とは独 立 した、 い わ ば ひ とつ の論 理 的 な デー タモ デ ル と して 体 系 をは な し

てい る 点 で、 従 来 型 の、 い わば 経 験 的 デ ー タベ ース ・システ ムに 比べ て 優 れ て い ると言

え よ う。 この よ うな 観点 か らす ると、 リレ ー シ ョ ン型 デー タモ デル は デ ー タベ ース の体

系(デ ー タ構 造 とデ ー タ操 作)に 対 す る理 論 的 基礎 を提 供 しで お り、 あ る意 味 で一 時代

を な した と言え よ う。 ところ が、 これ に 対 して、 現 実 世 界 を 自然 な形 で表 現 しよ うとい

う試 み が あ り、 そ れ には 現実 世 界 の 事 象 を デー タ構 造 とデ ー タ操作 の 組(オ ブジェク ト)

と して 記 述 し、 そ れ に 対す るデ ー タ処 理 を可 能 とす る よ うな手 続 きが 提 案 され て お 鉱

オ ブ ジ ェク ト指 向型 デー タ ベ ー ス と呼 ば れ て い る。 この ほか に、 デ ー タベ ー ス キ ーに記

述 し、 そ の記述 に従 って一 種 の推 論 をお こ な う ような意 味 デ ー タベ ー ス、 あ るい は、 惟
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論 規 則 と命 題 群 とか ら、 主 に、 一 階 の述 語 論 理 子 に沿 って デー タの 演繹 を お こな う演繹

デ ー タベ ー スな どが提 案 され て い る。 これ らの デ ー タベ ース ・モ デ ルは 、 現実 世 界 を 自

然 な形 で記 述 した り、 推論 機能 を導 入 した り して い る 点で、 そ れ ぞ れ の 長所 が あ るが 、

そ れぞ れ の 基 本 に な るモ デル(体 系)が 異 な って い る こ とか ら総 合 的 に モ デ ル化 す る こ

とは、 必 ず し も容 易 では ないが 、 オ ブ ジ ェク ト指 向型 マル チ メ デ ィ ア知 識 ペ ー ス とい う

ような試 み もあ る。 複 合 的デ ー タベ ー ス ・シス テ ムに お い て も、 順 次、 上 記 の よ うなそ

れぞ れ の モ デ ル の長 所 を取 り入 れ て い くこ とに 留 意 して い くべ きで あ ろ う。

この よ うなデ ー タベ ー ス処 理技 術 の発 展 段 階 を見 る と明 らか な よ うに、 そ の大 き な方

向は、 利 用 者 中心 型 デ ー タベ ー ス利 用環 境へ の 指 向、 言 い換 え れ ば業 務 処 理 の 一 環 と し

て の デー タベ ー ス処理 で あ り、 日常 の活 動 の 中で の(自 然 言 語 を用い た)デ ー タベ ース

処 理で あ り、 入 間 と同 じよ うな知 能 を も った デ ー タベ ー ス 処理 で あ る と言え よ う。 この

第 四世 代 の リレ ー シ ョナル ・デ ー タベ ー ス ・シ ステ ムは、 最 近 い くつ か が 実 用 化 さ れ て

きてい る とい う段階 で あ るが、 今 後 、 増 々普 及 す る こ とが 考 え られ る。

(3)デ ー タ蓄 積 イ ンタ ー フ ェイ ス

コン ピュー タ処 理 の適 用 分 野は 、 官 公 庁、 産 業 界、 研 究 機 関 、学 校 等 ば か りで は な く、

家 庭や 個人 に ま で広 が ってい る。 この 理 由 と しては 、 ハ ー ドウェア の 多様 化 や低 廉 化 、

ソ フ トウ ェア の 多様 化 、 コン ピュー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョン技 術 の 発 展 な どが挙 げ られ

る が、そ の 中 で、 情 報 の表 現 形 態 と して の デ ー タ ・タイ プの 多様 化 も見逃す こ との で き

ない要 素 で あ る。 これ に よって、 コ ン ピ ュー タ処理 の対 象 とな る種 々の 業務 分 野 で 扱 う

情 報(エ ンテ ィテ ィ)の 表 現 形 態(デ ー タ属 性)に 対 応 す る デ ー タ ・タイ プが 豊 富 に な

り、 次の よ うな ものが 処理 可 能 とな ってい る。

① 数値(固 定 小 数 点、 浮 動小 数点 、 等)

② コー ド(各 種 コー ド、 商 品 コー ド、 住 所 コー ド、 等)

③ 文字(住 所、 氏 名、 企 業 者、 文 献 名、 商 品 名 、 会議名 、 キー ワー ド、 等)

④ 文章(資 料 内容 、 法 令条 文 、 文 献 抄 録 、 会議 録 、 等)

⑤ 表(各 種 統 計表 、 日程 表 、 財 務 諸 表、 各 種 対応 表 、 税 率表 、 等)

⑥ 図(地 図、 設 計 図、 図 柄 等)

⑦ 画像(航 空 写 真 、 顕微 鏡 写真 、 等)

このほ か に、 音 声 表 現、 色彩 表 現 な ど も コ ン ピュー タ処 理 の対 象 と して 研 究 され 、 実
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用化 され つ つ あ る。 この よ うな豊 富 な デ ー タ ・タイ プ を利 用 す る ことに よって ご 統計 情

報、 文 献情 報、 企業 情 報、 人 事情 報、 不 動 産 情 報、 商 品 情 報、 等 々の 情報が 適 格 な形 で

表 現 され デ ー タベ ー ス に 蓄積 さ れ 、 利用 され る わけ で ある。 もち ろん 、 一つ の 情 報(エ

ンテ ィテ ィ)を 表現 す るため の デ ー タ属性 群 につ い て み る と、 あ る属 性 は数 値 ど して、

ま た あ る属 性 は 文章 と して、 そ して また あ る属性 は画像 と して 表現 され る と言 う よ うに、

複数 種類 の デー一夕 ・タイ プの 組合 せ に よって 表 現 され る6例 え ば、 不動 産情 報 ど して マ

ン シ ョン(エ ンテ ィテ ィ)を 例 に とる と、住 所 は文字 タイ プ、 価格 は 数 値 タイ プ、 居 住

・地 は文 章 タイ プ、 外 観 は 画像 タイ プ、 付近 地 図 は図 タイ プ と言 うよ うに表 現 さ れ よ う。

複 合的 デ ー タベ ース ・シ ステ ムで は、 この よ うなデ ー タ属 性 に 対 応す る デー タ ・タ イプ

の特 性 に応 じて 、 記 憶 媒 体 と操作 手 続 きを用 意す る こ とに な る。 この よ うな 要 求 を 満 た

した デ ー タベ ー ス体 系 と して マ ルチ メ デ ィア ・デ ー タベー スや ハ イパ ー メデ ィア ・デ ー

タベ ー スが あ る。

④ デ ータ 出 力イ ン タ ー フ ェイ ス

複 合 的デ ー タベ ー ス ・シス テ ムの 基本 的 考え 方 と して 、 業務 処理 に 密 着 しだ 利 用 者 指

向 型 とい うこ とが 挙 げ られ、 デ ー タの入 力機能 、 蓄 積機 能 、 検 索機 能 に お いて も、 この

考 え方 に 基 づ い た ツール が 用 意 され る ことは 先 に述 べ た とお りで あ るが、 デ ー タの表 示

機能 に おい て も例 外 では ない 。 この デ ー タの 表示 機 能 を 実 現す る ため の デ ー タ処 理 は 編

集 処理 と出力 処 理 とか ら構 成 され る。 複合 的 デ ー タベ ース ・シス テ ムに お い て は、 レコ

ー ド中の項 目値(た とえ ば、 人 事 レコー ドの 「社員 名」 や 「所 属 」 な ど)が 、 質 問 条件

と合 致 してい る もの を取 り 出 し表 示 す るだけ で な く、 特 定 の 関 係に ある レ コー ド群 を取

り出 した り、 場合 に よっては デ ー タベ ース 中 の レ コー ド群 が ら特 定の 命 題(質 問)を 推

論 した りしなが ら、 質 問 に 対す る 回答(情 報)を 得 る と同時 に 、 そ の 回答 を編 集 し、 適

当 な メデ ィアに数 値 、 文 字 、文 章、 表 、 図、 画 像、 音声 な どの 表 現 で 出 力す るほ か に、

中間 ファ イル を イ ン ター フ ェ イス と して 各種 の ソフ トウェア との 結 合 を可 能 とす る。

① デー タの 編 集

複 合 的 デ ー タベ ー スか ら検 索 した デ ー タ群 を、 メデ ィア表 現あ るい は ファ イ ル表 現

に 遮 った 形 で編 集 す る。 前者 の メデ ィア 表 現 のた め の編 集 は、 検 索 結果 と して 得 られ

た 汎用 形 式 の レ コー ドを デ ィス プ レイや 印 刷 装置 な どの表 示 装置 や、データ通信やFAX

転 送 な どの 通 信 装 置 の イ ン ター フェイ ス形式 に 編集す る。 こ の 場 合 この 編 集 方式 は
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これ らの装 置の イ ン テ リジェ ン ト性 能 に 負 うと ころ も大 きい 。 た とえ ば 表示 装置 では、

ホス トコ ン ピュー タで 最終 的 な 図表 表 示形式 に 編 集 を お こな う場 合 と、 ホ ス トコ ン ピ

ュ ータ では表 示 装置 に 組み 込 まれ た図表 表 示 ソフ トウ ェア に対 す る入 力 デ ー タ形 式 に

編 集す るに とどめ、 最終 的 な図 表 形 式 に は、 表示 装 置 側で 変 換 す る場 合 とが あ る。 ま

た デ ー タ通信 で は、 と くにOSI通 信 イ ンタ ー フェ イ ス を意 識 して 、 ホス ト側 でOSI

形式 変換 をお こな う場 合 と、FEP(フ ・ ン ト ・エ ン ド ・プ ロセ ッサ)な どの装 置 で

形式 変 換す る場 合 とが あ る。 ま た、 後 者 の ファ イル表 現 の た め の 編 集 は、 検 索 結 果 デ

ー タを フ ァイル 経 由で 各種 ソ フ トウェア に結 合 させ る こと を 目的 と してい る。 こ の中

間 ファ イルの 形式 と して は 、 大 別 して2つ の ものが あ る。 ひ とつ は、 利 用す る ア プ リ

ケー シ ョン ・プ ログ ラ ムの 入 力 形 式に 合 わせ た 形式 に変 換 す る方 法 で あ り、 もうひ と

つ はつ ぎの よ うな 抽 象 デ ー タ形 式

(Dス カ ラー ・デ ー タ

(iDベ ク トル ・デ ー タ

旬3次 元 デー タ

{V)4次 元 以上 の 高 次 元デ ー タ

に変 換 し、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・ プ ログ ラ ム側 で個 有 の デ ー タ形 式 に変換 す る 方法 で あ

る。

② デ ー タの 出 力

デ ー タの 出力機 能 は、 言 うまで もな く、 複 合 デー タベ ー ス か らの検 索 結果 を、 何 ら

か の 出 力媒 体(メ デ ィア)上 に 記 録 す る ことで あ る。 したが って 、 この機 能 は、 前 述

した 「デー タの 編 集 」 機 能 と も密 接 に関連 して いる。 通 常、 この 「デ ー タの 出 力」 機

能 に お いて は、 出力 対 象 とな る デ ー タの 内容 に係 る編 集は行 わず に、 出力 媒体 に 依 存

す る制 御 デ ー タを 付 与 して 、 所 定 の メデ ィア にデ ー タ を伝送 す る こ とに な る。言 い 換

えれ ば 、 複 合 デ ー タベ ー ス ・シス テ ムの検 索結果 に対 す る 「出 力 制 御 」 を行 うこ とで

ある。 こ こで 重要 な こ とは、 同一 の デ ー タ内容(「 デ ー タの 出力 」 機 能 では 関 知 しな

い)で あ って も、 この 出 力制御 処 理 に よって 、 あ る場 合 は、 数 値 が 印刷 され た り、 表

形式 に な った り、 さ らには グ ラ フ表 示 で 出力 された りす る こ とで あ る。

③CTS編 集

最 近 は、 各 種情 報 の 流 通機 能 と して の(オ ン ライ ン)デ ー タベ ー ス と印 刷物 とが 密

接に 関 連 してい る。 た とえば 、 新 聞 記事、 技 術 文 献、 特 許 情 報 、 統 計情報 な ど各 種 の
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情 報が デ ー タベ ー ス化 され て オ ン ライ ン提供 サ ー ビスの 対 象 とな って い る と同時 に 、

印 刷物 で も提供 さ れ てい る。 この こ との 背 景 に は、 コ ン ピュー タ印 刷(CTS)の 実

現 が あ る。 す なわ ち 印刷 物 を作 る際 の基 本 とな る版 下作 成 を コ ン ピュ ー タ でお こな う

こ と か ら、 この 過程 で マ シ ン ・リー ダブル な形式 で 表 現 さ れ る情報 を プ ログ ラムを も

ちい て 自動 的 に オ ン ライ ン ・デー タベ ース 化 す る と とか ら、 言わ ば 印 刷 過 程 の 副 産物

と して デ ー タベ ース が 作成 され た ことに よる。 とこ ろが 最近 では、 こ の流 れは 逆 転 し、

新 しい 情 報 を 随 時 デー タ ベ ース に入 力す る こと に よって 、 デ ー タベ ー ス を更 新 してい

き最 新 情報 を オ ン ライ ン で提供 す る こ とが 中心 とな り、 そ こで 作 成 さ れ た デ ー タベ ー

スか ら必 要 な 情 報 を取 り出 して版 下 を作成 す る とい う流 れ に な って い る
。 この過 程 で

は、 レイ ア ウ ト構 造 と呼 ば れ る印 刷 ペ ー ジ上 での文 字 の形 式、 位 置 あ る いは 改 行 な ど

に係 る情 報 を付 与 す るこ とに なる。 す なわ ち、 ワー プ ロ作 成 文 書 の よ うな レイア ウ ト

構造 を もつ 情 報 と、 「文書 名 」 や 「日付 」 な どの よ うな デー タ項 目か ら構 成 され る デ

ー タの 論 理 構 造 と変換 手 続 きを用意 す る こ とが
、 複 合 的 デー タベ ー ス とCTSと の イ

ン ター フ ェ イ スに な る。

2.推 論 機 能

デ ー タベ ー ス の高 度利 用 を 目指 す複合 的 デ ー タベ ー ス ・シス テ ムに お い ては 、 デ ー タベ

ース をひ とつ の世 界(知 識 の 集 積)と して扱 い
、 そ こか ら利 用 者 の 要 求 に遮 っ た情報(知

識)を 取 り出す こ とが 期 待 され る。 この よ うな期 待 に答 え るた め には 、 前 述 した マ ン マ シ

ン ・イ ン ター フェ イス の ほ か に、 デ ー タベー ス 操 作 の一 環 と して の推 論 機 能 の 実 現が 望 ま

れ る。 複 合 的 デ ー タベ ース ・システ ムに おけ る デー タ操作(処 理)の 一 環 と して 、 この推

論機 能 を用 意す る こ とに よって 、 デ ー タベ ー ス 利 用の 高 度 化が 飛 躍 的 に 発 展 す る ことに な

る。 す な わ ち、 従来 型 の デ ー タ検 索 機能 の よ うに、 デ ー タベ ー ス 中 の情 報(レ コー ド)を

独立 した(相 互 に 関 連 を もた ない)事 象 と して把 え、 個 々に 質 問 条 件 に 適 う レコ ー ドを

独立 に 取 り出す とい うデ ー タ操 作 に対 して 、 デ ー タベ ー ス 中の情 報(知 識)全 体 か ら、 質

問に対する回答 を連 想 、 あ るい は 推 論 して 、 適確 な表 現 で 利 用者 に提 供す る こ とに な る。

コ ン ピ ュー タに よる 推論 機 能の 実現 は、 当初、 人 工 知能 の分 野 で 研究 され、 「定理証明」 、

「ゲー ム」 、 「事 実 検 索」 、 「Q-Aシ ス テ ム」 等 と して 実 験 的 に構 築 され て きた。 この

推論 機能 に対 す る理 論 的 な基 礎 と しては 、 「解決 原理(ResolutionPrinciple)」 や

「意 味 ネ ッ トワー ク(SemanticNetwork)」 に よる ものが 中 心 であ った。 と こ ろで、
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この よ うな人 工 知能 分野 に お け る推 論 体 系 は、 対 象 とな る デ ー タの呈 す な わ ちデ ー タベ ー

ス に難 点 が あ り、 大容 量 デ ー タベ ー ス との 結合 を 模索 して い たの に対 して 、 デー タベ ー ス

の 分 野で は、 デ ー タ操作 の 一環 と して の 推論 機 能 に難 点 が あ った。 そ こ で、 これ らの人 工

知 能 分 野の技 術 と、 デ ー タベ ー ス 分 野 の技 術 とを 取 り込ん だ形 での デー タ操 作 モ デ ルが 提

案 され て きた。 この よ うな人 工 知 能 分 野(推 論)と デ ー タベ ー ス 分 野(デ ー タ検 索)の 統

合 体 の例 と して事 実 検 索 シス テ ムが あ る。

事 実検 索 シス テ ムは デ ー タベ ース 中 に 蓄 え られ た 種 々の情報 か ら必 要 な情 報 を取 り出す

とい う意 味 にお い て情 報 検 索 の一 分 野 と考 え る こ とが で きる。 事実 検 索 シス テ ムが情 報検

索 シ ステ ム の 中で 特徴 的 な こ とは そ の 推論 機 能 に あ る。 す なわ ちデ ー タベ ー ス 中に 記 憶 さ

れて い る情報 か らあ る事 実 を推論 して 質 問 に答 え るわ け で あ る。 この 推論 機 能に 注 目す る

と定 理 証 明(TheoremProving)や 問 題解 決(ProblemSolving)な どの 分

野 と深 い 関 連 を もつ こ とに な る。 実 際、 人工 知 能 の 分野 で はQAシ ステ ム(Question

andAnsweringSystem)と い う形 で推 論 機 能 を もった 情 報 検 索 シス テ ムの 研究 が

なさ れて きた。 こ れか ら述 べ る事 実 検 索 シス テ ム もQAシ ス テ ム と同 義 の 概 念 で あ る。

事 実検 索 シス テ ムは 情 報 検 索 シス テ ム の 中で 推 論 機 能 を もつ こ とに そ の 特 徴 が あるが 、

これ ま で に提 案 さ れ た事 実検 索 シス テ ム 、 あ るい はQAシ ステ ム は このほ か に 自然 言語 に

よる会 話型 の 入 出力 を指 向 して い る。

こ こで は 事実 検 索 シス テ ムに おけ る デ ー タ構 造 とデ ー タベ ー ス につ い て述 べ るに と どめ、

自然 言 語 の 扱 いにつ いて は 立 入 らな い。 もち ろん この デ ー タ構 造 あ るい は デ ー タベ ース 中

での 情 報 の 表 現形 態 が推 論 機 能 と深 い 関 連 を もつ こ とは 言 うま で もな い。 事 実検 索 シス テ

ムの概 念 図は 図1の よ うに な ろ う。

タ

ス

一

一

デ

ベ

、思

‡
析[推 論]

図1事 実 検 索 シ ス テ ム
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事実 検 索 シス テ ムは 広義 の情 報 検 索 シス テ ムに おけ る よ うに デ ー タベ ー ス 中に情 報 を記

憶 して お き、 質 問に 対 しては そ の デ ー タベ ー ス を操 作 す る こ とに よ って 回答 を得 る。 しか

し事 実 検 索 シス テ ムで は デ ー タベ ー スの操 作 が推 論 機 能 を もって お り、 操作 に よっ て得 ら

れ た 回答 が デ ー タベ ー ス 中の 情 報 に推 論 を施 して得 られ た結 果 と 同 じ効 果 を もって い る。

この 節 で は デ ー タベ ー ス 中に あ る表 現 形 態 で 記憶 されて い る情 報 とそ れ に対 す る 操 作に よ

って どの よ うな推 論 が お こな われ るか につ い て述 べ る。

デー タベ ー ス 中 の情 報 は 質 問 に 対 して の 回 答 を得 るた めの 推 論 が お こない 易い よ うな形

で記憶 さ れ てい る。 事 実 検 索 シス テ ム では一 般 的 に情 報 はい くつ か の 事象 の 間 の 関係 と し

て と らえ られ 、 推 論 は この 関係 に もとず い て お こ なわれ る。 したが って 関係 を情 報 の表 現

あ るい は 操 作で ど うあつ か うか に よってい ろい ろな 事実 検 索 シス テ ムが 特 徴 づ け られ る と

も言 え よう。

ひ とつ に は デ ー タベ ース 中に 構 造 を陽 に 導入 し、 そ の構 造 を 事実 情 報 の 中に あ らわ れ る

関係 と対 応 づ け る よ うな シス テ ムが あ る。 この 言 わば 構 造型 デ ー タベ ー スを 採 用 して い る

シス テ ム では構 造 を た ど る とい う操 作に よって 推論 が 実 現 さ れ る。 た とえば 家 族構 成 に関

す る情 報 をあつ か う場 合 、 家族 構 成 に特 有 な情 報 構 造 を用い て 情 報 を表現 して い る。 す な

わ ち図2の よ うな 情 報 構 造 が と られ てい る。

(a)

(親)

(子)

(b)

図2家 族構成の情報構造(a)とその具体値(b)

この 家族 構 成 を あ らわ す情 報構 造 の一 般 的 規則 と して、

(1)子 供 同士 は兄 弟 で あ る。

(2)夫 の 子 供は 妻 の 子 供 で あ る。

(3)夫 と妻 は 子供 の親 であ る。

を与 え て お けば
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ω 二 郎 は花 子 の 子供 で あ る。

(2)一 郎 と三 郎 は兄 弟 で あ る。

な どの 事柄 が構 造 をた どる ことに よって 導 け る。 しか し、 この よ うに情 報 構 造 を固 定 的

な もの にす る と家族構 成 な どで は 有効 で あ っ て も、 一 般 的 な 事実 情 報 を あつか うため には

必ず し も有 効 では ない?そ こで あ る事 実 情報 をそ こに 含 ま れ る 関係 に もとず い て リ.ス トを

作 る方 法 もあ る。 す なわ ち 関係 にあ る性 質(推 移性 、 対 称性 な ど)を もたせ 、 そ の性 質 を

利 用 しなが ら構 造 をた ど るこ とに よって 質 問 に対 す る 回答 を得 る。 い い か えれ ば リス トを

た どる過 程 がそ の ま ま推論 の過 程 に なっ て い る。 た とえ ば 「(aはbの)東 に あ る」 とい

う位 置 に つい て の 関係 を考 えて み よ う。

(1)東 京 は静 岡 の東 に ある。

(2)静 岡 は名 古 屋 の東 に あ る。

(3)名 古 屋は 大 阪 の東 に あ る。

(4)大 阪 は 岡 山の 東 に あ る。

とい う事 実 情報か ら図3の よ うな リス トが 構 成 で き る。

東 京 静 岡 名古屋 大 阪 岡 山

図3関 係 「東 に あ る」 の リス ト

こ こで 「東 に あ る」 とい う関係 は 推 移 性 が あ る。 す なわ ち 「xがyの 東 に あ る」をExy

であ らわ せ ば(Ez)(Exy〈Ezy)→Exyと い う推論 規 則 が成 り立 って い る。 この場 合

推 移性 に 関 す る推 論 は リス トを順 に た どっ て い くこ とに よって 実現 され る。 た とえば 「静

岡は大 阪 の 東 に あ るか?」 とい う質 問 に対 して は、 この 「東 に あ る」 とい う関係 リス トを

た ど り 「静 岡」 と 「大 阪 」 が この 順 に 出現 す れ ば 「真 」 で あ りそ うで なけ れ ば 「偽」(場

合 に よっ て は 「回答不 能 」 の こ と もあ る)と い う解 答 が 得 られ る。 ま た 「名古 屋 の東 に あ

る都 市 は?」 とい う質 問 に対 して は、 や は り 「東 にあ る」 とい う関係 の リス トをた どり「名

古屋 」 の 前 に 出現 す るノ ー ド(都 市)の 集 合{東 京 、 静 岡}を 得れば そ の集 合 が 質 問 の 回

答 とな って い る。 この よ うに構 造 型 情 報 表 現 を採 用 して い る シス テ ムで は デ ー タベ ー ス中

の 情報 構造 を た どる こ とに よって 推 論 が お こな わ れ る。

これ まで に述 べ て きた 構 造 型 の情 報 表 現 に対 して 集 合型 に よる情 報 表 現 を採 用 してい る

シス テ ムが あ る。RelationalDataFileやRelationalDa七aBaseな ど
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が これ に あ た る。 こ の集 合型 情 報 表 現 で は ひ とつ の事 実 情 報 をn-tupleで 表 現 し、 この

tupleの 集 合 と して デ ー タベ ー ス を 構成 す る。 した が って この デ ー タ ベ ー ス 中 には 陽 に

は構 造 が導 入 され て い ない 。 この よ うな デ ー タベ ー スに対 す る操 作 は 集 合 演 算 に よって な

され 、 この 集合 演 算 に よって推 論 が 実 現 され る。 しか し事実 情 報や 質 問文 は 集 合 操 作 とい

う形 で記 述 さ れ るわ け では ない。RelationalDataFileで もRelationalData

Baseで もデ ー タベ ー スの 要素 と な って い るひ とつ の 事 象 はn-tupleで あ るが 、 質 問文

は 通 常 の 一 階述 語 論 理 系 の式 に 近 い 形 で与 え られ る。 この 質 問文 は 意 味 的 に 同値 な 集合 演

算 に 変 換 さ れ るわ け で あ るが 、 この 変 換が 集 合型 シス テ ムの 大 き な問 題 点 に な っ て い る。

た とえ ば 「xはyを 持 ってい る」 を.Hxyで あ らわ し、「xはyを 欲 して い る 」・をWxyで 表

す と図4の よ うな集 合 が で き る。

H a 別 荘

H a 車

H a テレビ

H b 車

H b テレビ

H C 車

H C テレビ

H d テ レビ

W b 別 荘

W d 別 荘

W d 車

図4事 実 情報 の集合(事 実 フ ァイル)

この デ ー タベー ス に 対す る 「テ レ ビを 持 って いて別 荘 を欲 して い る者 は?」 とい う質 問

はHxテ レ ビ〈Wx別 荘 の よ うな形 で 記述 され る。 この式 の 中 でxは 自 由変 数 とな って お

り、 このxを 満たす ような個体定数の集 合が質 問の回答 となる。 この式 と意 味的に同値な

集 合操 作 は テ レ ビを 持 って い る者 の集 合{a、b、c、d}と 別 荘 を欲 して い る者 の 集 合

{b、d}と のintersectionを とる ことであ り、回 答 と しては 集 合{b、d}を 得 る。

また 「車 を持 って い る者 は テ レ ビを 持 って い るか?」 とい う質 問 は(∀X)(HX車 →HX

テレビ)と い うような形 で記 述 され る。 この式 には 自 由変 数 が含 まれてい ないの で 「真 」あるいは

「偽 」 が回 答 とな る。回 答 を 得 るに は 「車 を持 ってい る者」 の集 合 と 「テ レ ビを も ってい
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る者 」の 集 合 の 包 含関 係 を調べ る こ とに な る。 この よ う な論 理式 を意 味 的 に 同 値 な集 合 演

算 に 変換 す るに あ た って は、 通 常用 い られ る よ うな集 合演 算 子 だ け で は必 ず し も充 分 で は

ない。 集合 型情 報 表 現 を用 い て 推論 をお こな うシ ス テ ム につ い て は 後述 す る。

事 実検 索 シス テ ムは 構 造 型 デ ー タベ ー ス を持 つ に しろ集 合 型 デ ー タベ ース を持 つ に しろ

デー タベ ー ス 中 の 事実 ファイ ル だけ を用 い て 推 論 をお こな うこ と、言 い換 え れば 必要 な 事

実 情報 をす べ て 事 実 フ ァイ ル に記憶 して お くこ とは 時 と して 冗 長 であ る。 そ こで い くつ か

層
の 関係 か ら新 た な関係 を 定義 す る こと が で きる よ うに して お けば 、 質 問 文 を 作 る際 に 有効

で あ るば か りで な く事 実 フ ァ イル の容 量 の 節 約 に もな る。 た とえば 「xとyは 兄 弟 で あ る

(Bxy)」 とい う関係 と 「xはyの 親 で あ る(Pxy)」 とい う関係 を用 い て 「xはyのk・

じであ る(Uxy)」 は(Uxy)～((∋Z)(Bxz〈Pzy))の よ うに定 義 で きる。Re1-

ationalDataFileで は 事 実 ファ イ ル 中 の 関係 を用 い,て新 た に 定義 され た 関係 は 内

包 ファイ ル とで も よぶ べ き フ ァイル に登 録 して お き推 論 の際 に利 用 してい る。 上 に挙 げ た

例 ではUxyに 対 応 す る ような 事実 情 報 は 事 実 フ ァ イル に は 入れ ず 、内 包 フ ァイル 中 に定 義

式 を登録 して お く。

これ まで には 構 造 型情 報 表 現 に よ るシ ス テ ム と集 合型 情報 表 現 に よる シス テ ム につ い て

だけ述 べ て きた が、 このほ か に も定 理 証 明 で よ く用い られ る解 決 原理(Resolution

Principle)を 利 用 して 推論 を行 う シス テ ム もあ る。 この システ ムでは 事 実 情 報 は 公

理 、 質問 文 を定 理 とみ な して 推 論 を お こな う。

3.ハ イ パ ー メ デ ィ ア 表 現

これ まで に、 デ ー タベー ス の高度 利 用 を 目指 した 複 合 的 デー タベ ー ス ・シ ステ ムの、 従

来 型 デー タベ ー ス ・シス テ ム と比べ て の特 徴 と して 、 マン マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェ イス と推

論 機能 に つ い て 述べ て き たが、 も うひ とつ の重 要 な要 素 と して ハ イパ ー メ デ ィア表 現 の た

め の 機能が あ る。 この ハ イパー メデ ィア表 現 は マ ル チ メデ ィア表 現 と もい わ れ 、2つ の意

味 合い を も って い る。

ひ とつ は、 種 々の 形式 、 た とえば 数 値 デ ー タ、 文 字 デ ー タ、 文 章 デ ー タ、 図表 デ ー タ、

画像 デ ー タ、 音 声 デ ー タ とい う ような論 理 的 なデ ー タ形式 を もつ デ ー タを、 記憶 メ デ ィア

(磁 気 デ ィ スク、 光 デ ィス ク、 な ど)上 の形 式 に 変 換 して表 現(デ ー タベ ー ス化)し た り、

あ るいは、 デー タの入 出 力形 式 と して 、 種 々の 入 出力 メデ ィア上 の 形式 に 変 換 して表 現 し

た りす る こ とで あ る。 も うひ とっ は、 オ ブ ジェ ク ト指 向 的 な抱 え 方 で、 ひ とつ の 事 象(オ
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プジ ェク ト)を 表 現 す る ため の属性(デ ー タ項 目値 や 処理 ロジ ック)を ひ と ま とめ に して

馳 扱 う こ と・ い 順 え れ ば、 種 ・の表 現形 式 で 記述 され て い るデ ー タ(情 報)の 集合(オ

ブ ジ ェク ト)と して 事 象 を把 え る と同 時 に、そ れ を ク ラス と して オ ブ ジェ ク ト指 向 論 理 系

の 性質 に も とつ い て デ ー タ操 作 をお こな う もの で あ る。

.入 力 デ7タ の表 現

＼

出 力 デrタ の表 現L

/

スーペタ

)
一
現

デ

表
・
部

ア

内の

イ

タ

デ

ー

メ

デ
一
(

パイハ

図5ハ イ パ ー メ デ ィ ア 表 現
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こ こ で ある 事象 に係 る 「入 力 デ ー タの 表 現」 は、 内部表 現 に 変 換 され て デー タベ ー スに

格 納 され・ 一 方、 デー タベ ー ス 中の 「内部表 現」 は 「出力 デー タ の表 現 」 に 変 換 され て、

所定 の 出力 メデ ィア(デ ィス プレイ、 印刷装着、 グ ラフィック ・デ ィス プ レイ等)上 に 出 力 さ

れ る。 通常 、 ハ イ パ ー メデ ィア 表 現 と 言 った場 合、 デ ー タの論 理表 現(論 理 構 造:デ ー タ

項 目に関 して は 入 出力 デ ー タの 表 現 に 対応 して い る と見 る こ とが で きる。)と 、 そ の結 合

(オ ブ ジ ェク ト化)と して把 えて い るが 、 複 合 的 デー タベー ス ・シス テ ムで は、 ハ イパ ー

メ デ ィア ・デー タベ ース 中 で の デ ー タの 内 部表 現 を中心 に デ ー タ構 造 を 把 え る方 が 便利 で

あ る。 こ こで、 「デー タの 内 部表 現 」 とい の うは、 い わ ゆ るデ ー タの 記憶 構造(記 憶 メデ

ィア 上で の表 現)そ の もの で あ る必 要 は な く、 よ り論理 的 な構造 で あ っ て も よい。 また 、

この 「内部 表 現」 と 「入 出 力 デ ー タの 表 現」 との 関係 は、 デ ー タ変 換 処理 と して位 置 づけ

る。 こ こで 注意 すべ き こ とは 、 「入 力 デ ー タの 表 現 」 と 「出力 デ ー タの表 現」 とは必 ず し

も一 致 しない こ とで ある。 た とえ ば、 これ らの 表現 の 間に は、 つ ぎの よ うな 関係 が 考 え ら

れ る。

① 数 値表現 →

② 音声表現 →

③ 文章表現 →

④ 数値表現 →

⑤ 文 章表現 →

⑥ 画像表現 →

(内 部表 現)→ 文字表 現

(内 部表現)→ 文字表現

(内 部表現)→ 図 表 現

(内 部表現)→ 画像表現

(内 部表現)→ 音声表現

(内 部表現)→ 数値表現

したが って、 ハ イパ ー メデ ィア ・デ ー タベ ー スに おい て は、 基 本 的 なデ ー タ操 作 として

内部 表 現 に対 す るデ ー タ操 作 を 用意 す る こ とに な る。 この デー タ操 作 は 、 デ ー タの 内部表

現の 形式 に依 存す る こ とに な るが 、 複 合 的 デ ー タベ ース ・シ ス テ ムで 用意 す るデ ー タ形 式

と してはつ ぎの もの が考 え られ る。

(1)数 値 デ ー タ型

数 値 の入 出 力 デ ー タと して の 表 現 は 、 折 記号 、 小 数点 、 単位 な どを付 して、 ら わ ゆ る

編 集 形 式 と して 記述 され るが、 内 部 表 現 と しては 、 固定小 数 点表 示 また は 浮動 小 数 点 表

示 のい ず れか で あ り、 編 集方 法 は 当 該 デ ー タ項 目(人 口、 売 上、 雨 量、 年 令 、 な ど)の

定 義 情報 と して設 定 され る こ とに な る。 た とえば 、 あ る もの の金 額 をあ らわ す よ うな デ

ー タ項 目は、 つ ぎの よ うに定 義 され 、 表 現 され る。
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① 入 力 デ ー タの 表 現

(定 義):× ×,× × ×(円)

(表 現 値):12,345円

② 内部 表 現

(定 義)::5桁 の 固 定小 数 点 表記

(表 現 値):12345(実 際 は ビ ッ ト列)

③ 出 力 デ ー タ の表 現

(定 義):× ×(ド ル)

(表 現値):87ド ル

この 例 の数 値 デ ータ は ス カ ラ ー値 で あ るが 、 この ほ か に 時 系列 デ ー タ を表現 す るた め

の ベ ク トル 表 現 や3次 元(高 次元)マ トリ ック ス表 現 な どが あ る。 た とえ ば ベ ク トル表

現 と な ってい る数 値 デ ータは 、棒 グ ラフ表 現 して 記述 さ れ る こ と もあろ う。 こ こで重 要

な ご とは 、他 の デ ータ型 に つ い て も言 え るこ とで ある が 、 内 部表 現 の 定 義 は 、 事 象 ご と

に独特 の 意味 あい を もつ デ ー タ項 目に 依存 しな い 、抽 象 的 な デ ー タ型 で あ る とい うこ と

で あ る。'

この よ うな数 値 デ ー タ型 に対 しては 、 四則 演算 、比 較 、グラフ化、 ク ロス集計 、 時 系 列

解析 、 多変 量 解析 な どの デー タ操 作 が 対 応 す る。

(2)年 月 日デ ー タ型

文 献 情 報 に お け る発 行 年月 日、統 計情 報 に おけ る調 査 時 点 、企 業 情 報 に お け る決 算 期、

人 事 情 報 にお け る生 年 月 日、等 々 、各 種情 報 を構成 す る属 性 と して 「年 月 日項 目」 は 重

要 な役 割 を果 して い る 。 この年 月 日項 目に対 す る入 出 力 デ ータの 表 現 には 、 西歴 年 、和

歴 年(慶 応 、 明治 、 大 正 、昭和 、平 成)、 ア ラ ビア数 字 に よ る月 表 現(1月 、2月 、3

月 、4月 、5月 、6月 、・7月 、8月 、9月 、10月 、11月 、12月)、 和名 に よ る月

表 現(睦 月 、如 月 、弥 生 、卯 月 、皐 月 、水 無 月 、文 月 、 葉月 、長 月 、神 無 月 、 霜月 、師

走)、 さ らに は十 二 支 に よ る表 現 、 な ど多様 な もの が あ り、 デ ー タ の利用 環境(業 務)

に合 わ せ た形 での 表 現 を とって い る。一 方 、年 月 日デ ー タ型 の 内部 表 現 は 、 これ ら種 々

の 表 現 形 式 を もつ 年 月 日デ ー タ を抽 象 的 に表 現 し、か つ年 月 日処 理 に 必 要 なデ ー タ操 作

を可 能 に してお くこ とが要 請 され る。
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① 入 力デ ータ の表現

(定 義):和 歴 年 お よび 和 名 月 に よる漢数 字 表 記

(表 現 値):明 治 二年 如 月十 日

② 内部表 現

(定 義):「 日」 単位 の 絶 対 表 記(紀 元 元年1月1日 を基 準 とす る)

(表 現 値):682310(実 際 は ビ ッ ト列)

③ 出 力 デー タの表 現

(定 義):西 歴 年 ア ラ ビア数 字 に よる年 月 日表 記

(表 現 値):1869年2月10日

こ の例 で の 内部 表 現 は、 西歴1年1月1日 を 「整 数 の"1"」 と した、1869年2

月10日 の 日数 で あ るが 、 「時 間」 単位 の絶 対表 記 に おい て は 、 「西 暦1年1月1日 午

前0時 」 を基 準 と した経 過 時 間 に よって 表 記 す る こ とに な る。 この よ うな 内部 表 現 を も

つ年 月 日デ ータ に対 して は 、検 索 条 件 と して 、絶 対 表 記 に対 して年 月 日時 の 相 対 表 記 も

利 用 され る。た とえば 、昭 和50年10月28日 の 前後100日 間 とい う よ う な範 囲の

指 定 で あ る。 この絶 対表 記 と相 対 表 記 に 対 して の デ ー タ操 作 は 、四則 演 算 、 範 囲 の 比較、

絶 対表 記 間 の比 較 な どが 用 意 され る。

(3) 文字 デ ー タ型

文 字 デ ー タ型 の情 報 は 、 人事 情 報 に お け る 「氏 名」 、 「住 所 」 、 「所 属 」 、 「趣 味 」、

企画 情 報 にお け る 「企 業名 」 、 「住 所 」 、 「電 話番 号 」 、 「業 種 」 、 「取 扱 商 品 」 、等

々の よ うに 、語 句 や コー ドで表 現 され る デ ー タ項 目で あ り、そ れ ぞ れ の デ ー タ値 は デ ー

タ操作 に あた って の最 小 単 位 と な って い る 。 この文 字 デ ー タ型 の 情 報 に対 す る 「内部 表

現 」 と 「入 出 力 デ ー タ表 現 」 との 関 係 は 、主 々、 コー ド変換 で あ る 。 た とえ ば 、 国(ま

た は地 域)を 例 に と る と、JISの 国 コー ド(X-0304)で は 、 「英 国」 はつ ぎの

よ うに表記 されて い る。

(日 本語 に よる 国名 ・地域 名):グ レー トブ リテ ン及 び北 部 アイ ル ラ ン ド連 合 王 国

(英 語 に よ る簡 略 名 ・正 式 名):UNITEDKINGDOM

UnitedKingdomofGreatBritainand

NorthernIreland
(2文 字 コー ド)

(3文 字 コ ー ド)

(3数 字 コ ー ド)

GB

GBR

826
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複 合 的 デー タベ ー ス ・シ ステ ムにお け る国 コ.一.ドの 内部 表 現 と して は 、2文 字 コー ド

また は3文 字 コ ー ドまた は3数 字 コー ドが 適 当 で あ るが 、 ここ では 、3数 字 コー'ドを採

用 す る と入 出 力表 現 の 例 はつ ぎの よ うに な ろ う。

① 入 力 デ ー タの表 現

(定 義):国 名 の ・一 カル の略称

(表 現 値):英 国

② 内部 表 現"ぺ'"

(定'義):JISX-030-4に もとつ く国の3数 字 コー ド ・.

(表 現 値):8-2'6.'・ ・'

③ 出 力 デ ー タの 表 現

(定 義):JISX-0304に もとつ く英 語 略称

(表 現 値):UNITE・DKINGDOM

最 近 で は デ ー タ処 理 の 国際 化 が進 ん でお り、米 国 に進 出 して い る 日本 企 業 、 あ るいは

日本 に進 出 して い る米 国企 業 も多 く、そ れ ぞ れ の業 務 処 理 にお い て複 数 言 語 、た とえば

日本 語 と英 語 の 文書 を必要 とす る場合 が あ る 。 この よ.うな環 境 で の文 書 管理 手 法 の ひ と

つ と して この コー ド化 が ある 。す なわ ち、 デ ータ ベ ー ス 中で は、 デ ー タ 値 を コー ド化 し

て もち 、 入 出 力デ ー タの 表現 と して は 、 日本 語 や英 語 で表記 す る方 法 で あ る。 この よ う

な特 徴 を もつ文 字 デ ー タに対 す るデ ー タ操 作 は 、そ れぞ れ の デ ー タ値 を最 小 単 位 とす る

比 較操 作 が 中心 とな る 。・

と ころ が 、商 品 コー ド(JISX-0405)の よ うに 、 コー ド体 系 が 構 造 化 され て

い る もの が あ る6す な わ ち、 ひ とつ の コ ー ドの 中 に 、大 分 類 、 中 分類 、小 分類 、細 分類 、

細 々分類 、 の情 報 が包 含 され て い る よ うな場 合 で あ り、た とえ ば 、つ ぎの ような例 がある。

大 分 類 コー ド:3加 工 基 礎材

中分 類 コ ー ド:23化 学 薬 品

小 分 類 コ ー ド:231基 礎 無 機 薬 品

細 分 類 コー ド:2311基 礎 無 機 酸

細 々分 類 コ ー ド:23111塩 酸

この よ うな体系 を もつ コー ドの 操 作 にお い て は、 ひ とつ の コー ドを最 小単 位 とす るの

では な く、そ の 内 部構 造 、た とえば 先 頭2桁 が23(化 学薬 品 ・)の も←の を考 慮 した比 較

操 作 が 必 要 と な ろ う。 これ らの デ ー タ操 作 は 、文 献 情 報 な どに 付 与 され るキ ー ワー ドの
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比 較 につ い て も よ くお こ なわ れ る操 作 で 、 「前 方一 致 」 比 較操 作 、 「中 間 一致 」 比 較操

作 、 「後 方一 致 」 比較 操 作 と よば れ て お り、ひ とつの デ ータ値 を最小 単位 とす る よ うな

操 作 は 、 と くに、 「完 全 一 致」 比 較 操 作 と よん で い る。 一

④ 文章 デ ー タ型

各種 情 報 が デ ータ ベ ー ス化 され る 中 で、 情 報 を文 章 で表 現 す る場 合 、す なわ ち文章 情

報 が 多 く扱 れ て きてい る。 た とえ ば 、 文 献情 報 、特 許情 報 、 法令 情 報 、判例 情 報 、 な ど

をは じめ と して 、企 業 情 報 にお け る企 業概 要 、 統 計 情報 に おけ る注釈 文 、等 々多岐 にわ

た っ てい る 。 この文章 デ ータ に よ っ て表 現 され た 情報 は 、文字 列 と しての 文章 そ の もの

を入力 しデ ータ ベ ー ス化 してお き、 また文 字 列 と して 出 力す る とい う基 本 的 なデ ー タ操

作 に対 して 、 文章 の もつ意 味 内容 を解析(内 容 解析 処 理)し て 、そ の 内容 に もとつ いて

コ ミュニ ケ ー シ ョンをお こ な うとい う重要 なデ ー タ処理 が 期 待 され て い る。 これ は 、 と

くに 自然 言語 に よる文章 の もつ 本 来 的 な性 質sす なわ ち 、世 界 の種 々の 事 象 を表 現す る

には便 利(慣 れ て い る)で あ り、 あ る特定 の 事 象(意 味)に 対 して、 多 様 な表 現 が 可能

で ある とい う こ とで あ る。 した が って 、文 章 デ ー タに対 す るデ ータ操 作 に は 、つ ぎの2

つの 側面 が 必要 とされ るこ とに な る。

① 文字 列 と しての 文章 そ の もの をデ ー タ ベ ース化 して お き、 その 文 章 をひ とつ の単位

と して 処理 す る とい う側 面

② 文 章 の もつ意 味 内容 を解 析 し、 同 じ意 味 を もつ 文 章 同士(た とえ ば デ ー タベ ー ス 中

の 文章 デ ータ と質 問 文 デ ー タの 意 味 が 同 じで あ る と識 別 す る)を 認 識 す る とい う側面

① の タイ プの デ ー タ操 作 は 、 言 わ ば 、 ワー プ ロに よるデ ータ 管理 に似 た もの で あ り、

ワー プ ロで作 成 した文 書 に文 書 名(番 号)を 付 して登 録 し、一 方 で 、そ の文 書 名(番 号)

を指 定 す る こ とに よって 既存文 書 を参 照 す る とい うもの で あ る。一 方 、② の タイ プのデ

ータ操 作 は 、 コ ン ピ ュータ技術 と して必 ず しも確 立 され て い ないが 、 デ ー タベ ー ス 中 に

は 入力 デ ー タ と しての 文章 そ の もの を記 憶 して お き、 デ ー タ を処 理 す る時 点 で 内 容解析

をお こな う方 式 と、 デ ータ入 力 時 に あ らか じめ 文 章 の意 味 内 容 を解析 して 、意 味 内容 を

しめす 情 報 を 付与 、 あ るいは 、 表現 形式 を変換 して 、 内部 表 現 と して 記 憶 す る 方 式 とが

あ る。

前者 の 「意 味 内容 を しめす 情 報 を付 与」 す る方法 で は、文 ご と、 あ るい は 文 の 集合 と

しての 文章 ご とに 、意 味 コー ド(分 類 コー ド)や キ ー ワァ ドを付与 して 、 デ ー タベ ー ス
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に 登 録す る。一 方 、 デ ー タ検 索 の場 面 で は 、質問 文 中か ら意 味 コご ドあ るい は キ ー ワ ド

を抽 出 し、 デ ー タ ベ ー ス 中の コ ー ド(キ ー ワー.ド)と 照 合す る こ とに よ って 、所 定 の文

章 情 報 を表 示 す る とい う方 法 が ど られ る。 この方法 では 、文 ま た は文 章 そ の もの を加 工

して 内 部表 現 デ ー タを作成 す る こ とは しない 。 ここで 扱 う文 章 の形 態 と して は 、 つ ぎの

よ うな もの が あ ろ う。 ・'

① 通 常 の文 、.、

② 文 献 や通 知 の タイ、トル'・ ・'・ ㌦`

③ 法 令 の条 文;

④ 議 事録 の 質問 文 ま たは答 弁 文

⑤ 文 献の抄 録,,・.'

⑥ 新 聞 や雑 誌 の 記事

⑦ 文 献 中の 編 ・,章・節'…

⑧ 文 献の 全 文(フ ル 〔テキ ス ト)

この 方式 での 、入 出 力 デー タの表 現 、'お よび デー タベ ー ス 中の 内部表 現 はつ ぎの よう

に な ろ う。 この 例 で は 、文 章 と して 「ひ とつ の文 」 を扱 い 、▲キ ー ワー ドを付 与 して い る。

① 入 力 デ ー タの表 現

(定 義):日 本 語 の 文 ・ プ

(表 現 値):ωW社 はA商 品 の 開 発 に成 功 し、来 年 か ら、 販 売 をお こな う。

(1985年10月21日 、 出所 α)

(ii)X社 は 、昨 年 、B商 品 の シ ェアを20%か ら35%に 拡 大 した 。

(1986年2月1日 、出所 β)

㈹Y社 は 、 来年 か ら、B商 品の 生産 中止 を決 定 した 。

(1986年11月3日 、 出所 α)

胴W社 は 、B商 品 の 販売 分野 で 、Z社 と提 携 す る予定 で あ る。

(1987年1月10日 、 出所 β)

② 内 部表 現

(定 義):キ ー ワ ー ド付 与

(表 現値):(D◎W社 はA商 品 の 開 発 に成功 し、来年 か ら、生 産 販 売 をk・こな う。

(1985年10.月21日 、 出所 α)

●1985年10月21日:出 所 αW社 、A商 品、開発、販 売、生産
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(ii)⑱X社 は 、 昨年 、B商 品 の シ ェアを20%か ら35%に 拡大 した 。

'(
1986年2月1日 、 出所 β)

@1986年2月1日:出 所 βX社 、B商 品 、 シ ェア

(iii)⑫Y社 は 、来 年 か ら、'B商 品 の生 産 中止 を決 定 した 。

(1986年11月3日 、 出所 α)

㊨1986年11月3日:出 所 αY社 、B商 品 、生 産 中止

CV)⑫Z社 は 、B商 品 の販 売 分 野 で 、W社 と提 携 す る予定 で あ る。

(1987年1月10日 、 出所 β)

㊦1987年1月10日:出 所 βZ社 、B商 品 、販 売 、W社 、提 携

上 記 の よ うな内部 表 現に お い て 、⑫ は入 力デ ー タ と して の文 そ の もの で あ り、⑬ は、

そ れぞ れ の情 報(文)の 発 生 年 月 日と出所 、お よび 、そ れ ぞ れ の 意味 を あ らわ す キ ー ワ

ー ドであ る。 通 常 、 発生 年 月 日は 年 月 日デ ー タ と して 、 出所 は 文字 デ ー タ と して 、 また、

キ ー ワー ドは 繰 返 しの あ る文 字 デ ータ と して 定 義 され る こ とに な るが 、 この よ うに ひ と

つ の入 力 デ ー タ(こ の例 で は 「文 」 お よび 「年 月 日+出 所+キ ー ワー ド」 で構 成 さ れて

い る。)に 対 して 、複 数 の デ ー タ項 目が 対 応 す る こ とが あ る。'この よ うな例 の典 型 的 な

情 報 と して、 後述 す る文 書 情報 が あ る 。

ところで 、上 記 の よ うな 内部 表 現 を もつ4つ の 文章 デ ータ か ら構 成 され る デ ー タ ベ ー

ス に対 す る検 索結 果(出 力 デ ータ の表 現)は 、 そ れ ぞ れ の 質 問文 の内 容 に 応 じて 、つ ぎ

の ように なろ う。

③ 出力 デ ータ の表 現

(D「1985年 以 降 のW社 の動 向は?」 とい う質 問 に対 して 、 「年 月 日≧1985

年 、 キ ー ワー ド=W社 」 とい う条 件 式が 作 成 され 、 つ ぎの 回答 が得 られ る。 形 式そ

の ものは 入 力 デ ー タの表 現 と同 じで ある 。

・W社 はA商 品の 開発 に成 功 し、 来 年か ら、販 売 をお こ な う。(1985年10月

21日 、 出所 α)

・Z社 は 、B商 品 の 販 売 分野 で、W社 と提 携 す る予定 で あ る 。(1987年1月10

日、 出所 β)

(ii)「B商 品 の動 向は?」 とい う質 問 に対 して'、 「キ ー ワー ド=B商 品 」 とい う条件

式が 作成 され 、つ ぎの 回答 が 得 られ る。

・X社 は 、昨 年 、B商 品 の シ ェア を20%か ら35%に 拡 大 した。(1986年2
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月1日 、 出所 β)

・Y社 は 、来 年 か ら、B商 品 の生 産 中止 を決定 した 。(1986年1'1月3日 、出所 α)

・Z社 は 、B商 品の 販 売分 野 で、W社 と提携 す る予 定 で あ る。(1987年1月10

日、 出所 β)

また 、'この 「意 味 内 容 を しめ す情 報 を付 与 」 す る 方法 に対 して 、後 者 の 「内部 表現

に変 換 」 す る方 法 で は 、 「文 」 を 「一階 述 語 論 理 系 に お け る式(命 題)」 に よる 中間

的 な表 現 に変 換 して 、デ ータ ベ ー スに記 憶 す る。 この 中 間的 な表 現 と して は 、た とえ

ば述 語 と して 、 つ ぎの よ うな式

旦xyvw:x社 はy商 品 を ∨時 点 でw量 販 売(S')し て い る。

1xyzv:x社 とy社 はz商 品 に 関 してv時 点 で販 売 提 携(C)し てい る。

2xyvw:x社 はy商 品 をv時 点 でw量 生 産(P)し て い る。

を定 義 す る こ と に よって 、先 に 挙げ た 文章 はそ れ ぞ れ つ ぎの よ うな 内部表 現 で デ ー タ

ベ ー ス化 され る こ とに なる。

(i)W社 はA商 品 の開 発 に成功 し、来 年 か ら、販 売 をk・こ な う。

(内 部表 現)S(W)(A)(1986年)(一)

(ii)X社 は 、昨 年 、B商 品 の シ ェ アを20%か ら35%に 拡 大 した 。

(内 部 表現)S(X)(B)(1984年)(シ ェア20%)

SQO(B)(1985年)(シ ェア35%)

(iii)Y社 は 、 来 年 か ら、B商 品 の生 産 中止 を決 定 した 。(一 は否 定 を しめ す 。)

(内 部 表 現)rS(Y)(B)(1987年)(一)

lV)Z社 は 、B商 品の 販売 分 野 で 、W社 と提携 す る予 定 で ある 。

(内 部 表 現)C(Z)(W)(B)(将 来)

このほ か に 、述 語 式 中に変 数 を含 む こと も可 能 で あ り、た とえば 全 称 記号(∀x:

「す べ て の変 数xに つ い て」 と読 む 。)を導 入 す る こ とに よ って 、 「M商 品は生 産 者 の

みが 販 売 を許 可 され る。(M商 品 を販 売 してい るすべ ての 会 社(x)は 、M商 品 を生 産

して い る 。)」 とい う文 は 、つ ぎの よ うな 中 間形 式 で表 現 され る。(「A→B」 は 「A

な らばB」 と読 む 。)

(内 部 表 現)∀x(SxM→PxM)

この よ うな表 現 形 式 で文 を記 述 しデ ー タ ベ そ ス化 す る メ リッ トと して は つ ぎの よ う

な点 が挙 げ られ る。
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① 自然言 語 表 現 に よる文 の意 味 を 、比 較 的保 存 した 形 で 、表 現 す る こ とが 可 能 で あ る。

② 解 決 原理(ResolutionPrinciple)な ど、 コン ピ ュー タに よる推論(演 繹)処

理 の 応 用 に適 して い る 。

③ リレ ーシ ョン型 デ ー タベ ース ・モ デル の論 理 型 デ ータ操 作 言語(Relationa1Cal-

culus)と も類 似 してk・ り、集 合 型 デ ー タ操 作 言 語(RelationalAlgebra)を 介

して 、通 常 のデ ータ ベ ー ス操 作手 順 と リンク す る こ とが で きる。

④ 機械 翻 訳 の テク ニ ック と して 、 この 一 階述 語 論 理 系 の 内部 表 現 を介 して 、 多 くの言

語(日 本語 、英語 、露 語 、仏 語 、 中国語 、等 々)に 変換 可 能 とな る こ とが期 待 で きる。

この よ うに 、一 階述 語 論 理系 の 式 と して文 章 情報 を表 現す る こ との メ リッ トは 多 いが 、

そ の全体 像 を図 示 す る と図6の よ うに な る。

部
現
内
表

入 力データの表 現 ・出力 デ ー タの 表 現

亘一ロー

論理型
データ操作言語

集合型
データ操作言語

理治べニ
リ

デ

一一ー

リレー シ ョン型 デー タ ・モ デル

図6述 語 論 理 系 に よる文 章 の 表現

一32一



(5)画 像 デ ー タ型

資源 衛 星 や気 象衛 星 に よる デ ィジ タル 画像 、 医療 分 野 での 各 種撮 影 写 真 、物 体 認 識 ロ

ボ ッ トに よる物 体 画像 、等 々の 分 野 にお け る画像 処 理 技術 は 、 コン ピ ュータ に よ るデ ー

タ処 理 技 術 の一 環 と して 、最 近 大 き く発 展 して い る分 野 で あ る。 したが って 処理 技 術

も日進 月歩 で あ リデ 一 夕構 造 も模 索 中(研 究 中)の 部 分 も多 い 。 この よ うな分野 で のデ

ー タベ ースの 構 造 につ い て は 、 デ ー タ.ベー ス に係 る一 般 的 な考 え 方 、 あ るい は シス テ ム

開 発 場 面 での デ ー タ ベ ース 的 ア ブ ・一 チ とで も言 うべ き考 え 方 を適 用 す るの も一 方 法 で

あ る 。

古 典 的 な フ ァイ ル設 計 技術 は 、 デ ー タ処 理 手 法(業 務 処 理 プ ログ ラ ム)に 沿 っ て フ ァ

イル 構 造 も設 定 して い く方法 が と られ て いた が 、最 近 のデ ー タベ ース は 、設 計 時 にお い

て 必 ず し もそ の利 用 形 態 が 確定 してい る とは限 らない 。 した が って 、 デ ー タベ ー ス構 造

は 、 で き るだ け利 用 場面(プ ロ グラ ム)を 拘 束 しない よ うな形 に して お くの が得 策 であ

る。 リレ ーシ ョン型 デ ー タ ・モ デ ル もこの よ うな動機 に よる とこ ろが 大 きい 。 この よ う

に、 利 用手 法 が 必 ず し も確 定 してい ない よ うな デー タベ ー ス分 野 で は 、 デ ー タ ベ ー ス ・

シ ス テ ムの 中にそ れ ぞれ の(画 像)処 理 ル ー チ ンを組 み込 む こ と も困 難 で あ るた め 、言

わ ゆ るOPEN型(利 用 者 出 口ル ーチ ン型)の イ ン ター フ ェイ ス を用意 し、適 当 な利 用

者 プ ログ ラム と随 時 結合 可 能 な状態 に して お くとい う方法 が と られ る。そ の た め に は 、

画 像 デ ー タの 内 部 表 現 は 、原 情 報(一 次 情 報)に 忠 実 な形式 に して お くこ とが 、へ た な

加工 をす る よ りも、 適 当 であ る と言え る。 したが って 、 この画 像 デ ー タ型 に は 、 これ ま

で の デ ー タ型 の よ うに比較 、照 合 とい うよ うな対 応 す るデ ー タ操 作 を用意 す る こ とはせ

ず 、 い わ ば、 無 定 義(不 定 型)デ ー タ と して 、直 接 的 にデ ー タ の 内 容 に関 与 す る こ とは

しない もの と して 定 義 して お くこ とに な る。 この よ うな タ イ プの デ ー タは 、将 来 の技 術

発 展 を 考慮 して、 言 い換 えれ ば シス テ ムの 拡張 性 を重視 して 、 とに か くデー タ ベ ー ス化

してk・ くとい うこ と に意 味 が あ る と考 え られ 、そ の よ うな立 場 か らOPEN型 デ ータ構

造 が得 策 と思 わ れ る。

(6)図 表 デ ー タ型

図 表 デ ー タ は 、主 に 、数値 デ ー タ を テー ブル 状 に表 現 した り、 グ ラ フ化(棒 グ ラフや

円 グ ラ フ)し た り して表 現 され る。 したが って 図表 デ ー タは 、基本 的 には 、 「図表 名 」、

「表 頭 」 、 「表 側 」 、 「定数 」 とい うよ うなデ ー タ項 目の 集 ま りと して表 現 す る こ とが
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で き る。 ここで 「図 表 名」 、 「表 頭 」 、 「表 側」 とい う よ うなデ ー タ項 目は 、文 章 デー

タ型 と して定 義 され 、 「定数 」 は 数 値 デ ー タ型 と して定 義 され る。 図表 デ ー タ を この よ

うな形態 で 内部表 現 して お く こ とに よ って 、表 作 成ルーチ ン、あ るいはグ ラ7作 成 ル ーチ

ンを介 して、 出力 デ ータ と して表 や グ ラ フで表 現 す る こ とが 可 能 に な る。 一 方 、原 情 報

(一 次 情 報)が 図 表 の 形 式 で表 現 され て い る よ うな場 合 は 、そ の ま ま直 接 的 に、 図表 デ

ータ型 に変換 してデ ータ ベ ース化 す る こ とは難 か しい 。そ こで 、通 常 は 、デ ー タ入 力の

時点 で 、上 記 の よ うなデ ー タ項 目に 分 解 して 、位 置 情 報(ペ ー ジ上 での レイ ア ウ トを決

め るた めの情 報)と 共 に 、入 力 す る 方 式 を と って い る 。

この図 表 デ ー タは 、後 述 す るイ メー ジ ・デ ー タ(FAX伝 送 用 デ ー タ と同 様 の表 現 を

もつ 。)と して記 憶す る こ と も可 能 で あ るが 、つ ぎの よ うな点 にお い て、 図表 デ ー タ表現

の 方が 優 れ てい る と言 え る。

① 「図 表名 」 、 「表頭 」 、 「表 側 」 を文 字 デ ー タ と して デ ー タ操 作 の 対 象 とす る こ と

が で き、そ のデ ー タ操 作 に よって 、 所定 の図 表 デ ー タ を検 索 す る こ とが で き る。

②2次 元(あ るい は高 次元 デ ー タ 、た とえ ば 企 業 情 報vafoけ る 「地 域別 ・規 模 別 」 や

「業 種別 ・規模 別 ・商 品別 」)の デ ー タ を ク ロス集 計 して 、 この 図表 デ ータ型 表 現 に

変換 す る こ とが で きる 。(通 常 、 この タ イ プの デ ータ処 理 は 、調査 票 デ ータ の 集計 業

務 とそ の結 果 の表 出 力 とか グ ラ フ出 力 とい うよ うに 、非 常 に よ く利 用 され てい る。)

③ ひ とつ の図表 デ ー タ型 を もつ デ ー タか ら、 所定 の 表形 式 デ ー タ を作 成 した り、各 種

グ ラ フ を作 成 した りす るこ とが で きる 。

この 図表 デ ー タの よ うに 、複 合 的 デ ータベ ー スの 内 部表 現 と して 、 い くつか の デ ー タ

型 を もつデ ー タ項 目に分 解 され る とい う考 え 方 は 、 オ ブ ジ ェク ト指 向型 デ ー タ ベ ースに

お け る オ ブジ ェ ク ト(ク ラス)の 概 念 を構 成 して い る。 この ク ラ ス概 念 は 、 オ ブ ジ ェク

トを階層 的 に構成 す る こと を可 能 に す る手 法 で あ り、複 合 的 デ ータ ベ ース ・シ ス テ ムに

お いて も重 要 な考 え 方に な ってい る 。

(7)イ メ ー ジ ・デ ー タ型

イメ ー ジ ・デー タ型 の デ ー タ は 、文 章 、図 、表 、 グ ラフ、 等 々の デ ー タ をイ メ ー ジ と

して把 え た表 記 法で あ る。 この イ メ ー ジ ・デ ータ は い わばFAX伝 送 用 の デL-一夕 ・イ メ

ー ジで あ り、紙面 上 の記 録(文 章 で あ った り、 図 で あ った りす る。)を、紙 面 を細 分 化(G

3規 格 で ミ リ当 り3.85本 ま たは7.7本)し 、 白点 また は 黒 点 の 列 と して表 現 す る。 し
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た が って 、A4サ イズ の 紙面 を イ メ ー ジ表 現す るの に 、多 少 の 圧縮 技 法 を利用 しで も、

数 十 キ ロ ・バ イ トが必 要 と なる こ とが ある 。・さ らに 、そ の デ ー タ・は 、 ビ ッ ト列 と して扱

わ れ 、 内容 に立 ち入 る こ とは しない 。す なわ ち、紙 面(イ メー ジ ・デ ー タ)は 、変 換機

に よ って ビッ ト列 に変 換 され 、 デー タ名(光 デ ィス ク ア ドレス な ど)と 共 に内部 表 現 と

して記 憶 され る 。一 方 、 出力デ ー タの 表 現 と して は 、記 憶 され て い る ビ ッ ト列 を、 紙 面

上 の 白点 と黒 点 と して表 記 す る こ と に な.る。通 常 、 この よ うなデ ー タは 、CD-ROM

(読 み 込 み の み 可能)や 光 デ ィスク(一 回だ け 書 き込 み 可 能)と い う よ うな高 密 度 の媒

体 に記 憶 され 、検 索 用 の書誌 デ ータ(磁 気 デ ィス クの よ うな読 み書 き可 能 な媒 体 に記録

され る。)と リンク され る。 た とえ ば判 例 デ ータ を例 に と る と、磁 気 デ ィス ク と光 デ ィス

ク とに 格 納 され るデ ー タ項 目はつ ぎの よ うに なろ う。

① 磁 気 デ ィス ク に格 納 され る デ ー タ項 目

・事 件名 と事 件 番 号

・原 告 と被 告

・裁 判 所

・判 決 年 月 日

・主 文

・判例 要 旨

・光 デ ィ スク ・ア ドレス(本 文)

② 光 デ ィス ク に格 納 され るデ ータ項 目

・本 文

従 来 、 この よ うな イ メー ジ ・デ ー タは 、 入 力 デ ータ表 現 と出力 デ ー タ表 現 とが 一致 し

て い る もの であ っ たが 、最 近 はQcR機 器 やcoM(computeroutputmicrofil-

ming:コ ン ピュ ー タで処 理 した大 量 の文 字 図 形 を 直接 マイ ク ロフ ィル ムに高 密 度 に出

力す る装 置)機 器 の 発 達 に よって 、種 々 の デ ータ表 現 の変換 が 可 能 に な って い る。

① 文 書 をOCRで 読 み込 む こ とに よ って 、文字 デ ー タ と して認 識(内 部 表 現)す る。

文書 中 に文 章 と図 が 混在 す る よ うな場 合 には 、文 章 の 部分(デ ー タ変 換 対 象範 囲)を

デ ィ ス プ レイ上 で 囲む こ とに よって 、部 分 的 に文 字 デー タ と して 記 録 され た り、 イ メ

ージ ・デ ー タ と して 記 録 され た りす る こ とが可 能 で ある
。

② デ ータ ベ ー スか らの検 索結 果 を加 工 ・編 集 し(文 章 デ ー タや 表 デ ー タ と して表 現 さ

れ てい る。)、.それ をイ メ ー ジ ・デ ー タに変 換 して 、FAX伝 送 す る。
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⑧ 文書 デ ー タ型

これ ま では 、 デ ー タベ ース に対 す る デ ー タ操 作 に あた って、(図 表 デ ー タ は 多少性 質

を異 に して い た が)基 本 的 な単 位 とな る よ うなデ ー タ型 を扱 っ て きた が 、 こ こで 扱 う文

書 デー タ型 は 、種 々の デ ータ型 を もつ デ ー タ項 目の 集 りと して 事 象(文 書)を 表 現 す る

た めの もの で あ る 。文書 デ ー タ.型の オ ブ ジ ェク トは 、通 常 、 つ ぎの よ うな デ ー タ構 造(デ

ータ項 目の 集 ま り)と して定 義 さ れ る
。 この文 書 デ ータ型 の オ ブ ジ ェク トの 例 と して会

議 情報 が 挙 げ られ よ う。 こ こで は、 会 議 情 報 は、 「開催 通知 オ ブ ジ ェク ト 」と 「議 事録

オ ブ ジェ ク ト 」とか ら構 成 され て い る もの とす る と、 「開催 通 知 オ ブ ジ ェ ク ト」はつ ぎ

の よ うな デ ー タ構 造 と して定 義 す る こ とが で き よ う。

① 会 議 名(文 字 デ ー タ型)

② 主 催 者(文 字 デ ータ型)

③ 開 催 日時(年 月 日デ ー タ型)

④ 参 加 人 員(数 値 デ ー タ型)

⑤ 会場(文 字 デ ー タ型)

⑥ プ ログ ラ ム(文 章 デ ー タ型)

⑦ 参 加要 領(文 章 デ ー タ型)

⑧ 会場 地図(イ メ ー ジ ・デ ー タ型)

この例 か ら も明 らか な よ うに、 当概 事象 は複 数 の デ ー タ項 目か ら構 成 され て お り、 こ

の デ ータ構 造 が 、言 わ ば 、開 催通 知 オ ブ ジ ェク トの 内部 表 現 に な ってい る。従 来 は 、 こ

の よ うなデ ー タ構 造 に則 して、 デ ー タ を入 力す る 方法 が と られ て きた 。 と ころ が 、最 近

.は 、 ワー プ ロの 普 及が い ち じる し く、 この よ うな文 書 は ワー プ ロで作 成 され る のが 常 識

に な って お り、 データベース への データ入 力 の原 資料は、 この ワー プ ロ文 書 で あ る こ とが

多い。 これ は 、言 わ ば 、文 書 作成 とデ ー タベ ー ス化 とい う2つ の場 合 で 、同 一 の 内容 を

もつ デ ー タ を2度 入 力 してい る こ とに な る。

この よ うな ワー プ ロ入 力文書 は 、 開催 通知 オ ブ ジ ェク トに 限 らず 、論 文 、規 格 、特徴 、

各種 報 告 、等 々 多岐 にわ た ってい る。 また 、 コン ピュー タ印刷 技術( .CTS)に お い て

も、版下 を コ ン ピュ ータ を も ちい て作 成 して お り、そ の際 のデ ー タ(文 章)入 力 も、 コ

ン ピュー タの端 末 を介 して お こな われ てい る。 そ こで 、(オ ン ライ ン)デ ー タ提 供 サ ー

ビスの た め の デ ータベ ー ス化 、お よび、文 書 化(印 刷)の ため の デ ータ作 成 、 とい う2

つ の 場 面 で利 用 す る デ ー タ を一 括 して管理 して い くとい う考 え が 出 現 し、最近 は 多 くの
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場 面 で 、 この 体系 が利 用 され る よ うに な ってい る。 この 体系 の概 略 は 図7の よ うに な る。

ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ

ワー クス テ ー シ ョ ン

W/S

文 書 作 成

↓

(フ ァイル転送)

受信 ファイル

↓

LD変 換'

デ ー タ ベ ー ス

＼
＼

検 索 サ ー ビス

LD変 換:レ イ ア ウ ト構 造 か らデ ー タ構 造 へ の 変 換

DL変 換:デ ー タ構 造 か らレイ ア ウ ト構 造 へ の 変換

CTSシ ス テ ム

-
◎＼、、

＼
、
、

ー

＼

製 本

図7文 書 デ ー タ 型 の 処 理 体 系

この シ ス テ ム にお い て は 、 業務 処 理 の一 環 として作 成 した ワー プ ロ文 書 を配 布 す るほ

か に、 デ ー タ提 供 サ ー ビス用 の デ ー タベ ースに 蓄積 し、 サ ー ビス に供 す る。一 方 、 デ ー

タベ ースに 蓄 積 され てい る デ ータ につ い て 、定 期 的 あ るい は随 時 、デ ー タ抽 出処理 をお

こないCTSシ ス テ ムを利 用 して版 下作 成 を お こ な うとい う処 理 の 流れ に な って い る。

従 来 は 、CTSは デ ー一夕提 供 用 デ ー タベ ー ス(シ ス テ ム)と は独 立 して 開 発 され た とい

う経 緯 もあ って 、CTSシ ス テ ムの 中で独 自にデ ー タ入 力 をお こ ない 、 この 入 力 デ ー タ

(CTSデ ー タ)フ ァイル を変換 して、 デ ー タ提 供 用 デ ー タベ ース にデ ー タ を投 入 して

一37一



い た(図7の 点線)が 、 最 近 では 、デ ー タ提 供用 デ ー タベ ース をマ ス タ ・デ ータ と して

位 置 づけ る よ うに な って い る。

こ こで 問題 と なる の は 、文 書(版 下)の 構 造(レ イ ア ウ ト構 造)と デ ー タベ ー スの構

造(デ ー タ構 造)が 異 な る とい う点 で あ る。 す なわ ち、 前 者 の レイ ア ウ ト構 造 は紙面(ペ

ージ)上 で の文字 の配置 に 係 る情報 が 中心 に なるの に 対 して
、後 者 の デ ータ構 造 は構 成

要 素 と して のデ ータ項 目との対 応 情 報 が 中心 に な って い るか らであ る。 ま た 、 デ ー タ構

造 が、 デ ー タベ ース ・シス デ ムの デ ー タ定 義言 語 を もち い て定 義 され るの に対 して 、 レ

イ ア ウ ト構 造 は 、SGML(ISO規 格)と い う よ うな組 版 指 示 言 語 に よって 規定 され

るが 、 通常 、 この レイア ウ ト構造 の 文書 デ ー タか ら、先 に挙 げ た よ うなデ ー タ項 目 を抽

出 して、 デ ータ構 造 に変換 す る こ とは 困難 で あ る。そ こ で 、 ワー プ ロ文 書 は 、ホ ス ト側

で(人 手 を介 して)デ ー タ構 造 に係 る情 報(文 書 デ ー タ 中 で デ ー タ項 目を識 別 す るため

の 記号)を 付 す こ とに よって 、 当概 事 象の デ ー タ構 造 と対 応 づ け 、 デ ータ ベ ー スに格納

す る こ とに な る。 一 方 、CTSシ ス テ ム側 では 、デ ー タ構 造 に沿 って 表現 され て い る文

書 デ ータ に対 してSGMLの よ う な組 版用 記号 を付 す こ とに よって 、組 版 上 で の配 置(レ

イ ア ウ ト)を 指示 しなが ら版 下 を作 成 す る こ とに な る。 最 近 は 、 この2つ の構 造 の デー

タ変換 を コ ン ピュータ に よ る 自動 処理 で実 現 し よ うとい う試 み が あ る。
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皿CD-ROM用 検 索 シ ス テ ム

本 調 査 研 究 は 、 将来 的 に は、 複 合 的 デ ー タベ ー ス ・シス テ ムの パ ソ コ.ン上 で の 構 築 を 目指

して い るが 、 前 章 で も述 べ た よ うに、 種 々の デ ー タ表 現形 式 を もつ情 報 を統 一 的 な デ ー タベ

ー ス と して 管 理 す る こ とが 必要 と なる
。 と くに 、 最近 では 、 パ ソ コ ン用の 大 容 量 記 憶 媒体 と

してCD-ROM装 置 が販 売 され て お り、 比 較 的 手軽 に 導 入 で、きる よ うな環 境 に な って い る。

そ こで、 本 シス テ ムの パ ソ コ ン上 での パ イ ロ ッ ト ・シス テ ム構 築に あ た っては 、 このCD-

ROMを 大 巾に 採 用 して い くことが得策 と思 われ る。 こ こで は 、CD-ROM採 用 に あ た っ

ての 基 本 調査 と して 、

①CD-ROM検 索 ソ フ トの機 能 調 査

②CD-ROM用 検 索 シス テ ム機 能の 高 度 化

に つ い て、 調査 検 討 をお こな った 。

1.CD-ROM検 索 ソ フ ト の 機 能 調 査

(1)NECの 電 子 広 辞 苑

(岩 波 書 店 、 日本電 気 ホー ムエ レク トロニ クス:定 価60,000円(税 別))

総項 目数20万 、 挿 絵2,000に 付 録 を 加 え、 信頼 で きる国 語+百 科 の辞 典 と して親

しまれ て い るの が 「広 辞苑 」 で あ る。 『電子 広 辞苑 』は、 「広 辞 苑 」 の デー タをす べ て

収 め 、CD-ROMの 特性 を活か した 様 々 な検 索 を可 能 に して い る。 探 した い語 句 をそ

の まま 入 力 す る 入 力語 検 索 、 画面 上 の 語 句 を カー ソル で指 定 す る 画面 語 検 索 、 また 、 語

句 の前 方 また は 後方 部 分 か らの検 索 の ほ か、 複 数 の キー ワー ドか ら項 目を探 した い 時 な

ど、 電 子 辞 書特 有 の検 索 が で きる。 検 索結 果 を、 図版 を含 め て プ リン トア ウ トで き、 フ

ロ ッ ピー デ ィス クへ の保 存 も可能 で あ る。 さ らに、234種 類 の 色見 本 表 示 、60種 の

鳥 の 鳴 き声 を表 現 す る な どの機 能 も充 実 してい る。

本文 デー タ

索 引 情 報

352Mバ イ ト/

+19分33秒

30Mパ イ

18Mバ イ

図 版 デ タ

外 字 フ ォ ン ト

色 デ 多

色

193Mバ イ

.5Mパ イ

.5Mパ イ

音19分33秒
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① 特 色

ア.図 版 表 示

「広辞 苑 」 に含 まれ て い る約2,000枚 の 図 版 を説 明 文 と と もに表 示 す る。

イ.色 見 本 表 示

234種 類 の 色 を説 明 文 と一 緒 に 表 示 す る。 「今様(い ま よう)色 」 な ど文 字 を

見た だけ で はわ か らな い色 を デ ィス プ レイ上 で 見 る こ とが で きる。

ウ.音 表 現

「アホ ウ ドリ」 「ホ ト トギ ス」 な ど60種 の 烏の 鳴 き声 を説明 文 を 読 み なが ら聞

くこ とが で きる。

エ.マ ル チ ウ イン ドウ

画面 上 に最大5つ ま で ウ ィン ドウ を開 くこ とが で きるの で、 画面 を切 り替 え る こ

と な く複 数 の検 索結 果 を並 べ る こ とが で きる。 ウ ィ ン ドウの拡 大 、 縮 少 、移 動 も 自

由に切 り替 え られ る。

オ.ヘ ル プ 機 能

操作 途 中に 困 った と きは、 ヘ ル プ画面 に切 り替 え て ガイ ドメ ッセー ジ を 見 る こ と

が で きる。

カ.簡 単 な 操 作

キー入 力以 外 はす べ て マ ウス を使 って 簡 単 に 操 作 で きる。

キ.複 写 ・図 形 複 写機 能

検 索結 果 を プ リン トア ウ ト、 また フ ロ ッ ピー デ ィス クに 保存 で きる の で 、 ユー ザ

ー独 自の情 報 フ ァイル が作 成 で きる
。、

② 検 索 機 能

ア,入 力 語 検 索

・見 出 し語(か な)検 索

普通 に辞 書 を 引 く よ うに 「ひ らが な」 「カ タ カ ナ」 で 見 出 し語 を入 力 して検 索 す

る。

・表 記 形(漢 字 ・ア ル フ ァベ ッ ト)検 索

見 出 し語 の 「漢字 」 「ア ル フ ァベ ン ト」 を入 力 して 検 索す る。

〈 例 〉 「適宜 」 「identity」
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・前方 ・後方一 致検索

語 句の語頭あ るいは語尾の部分だけ を入 力するこ とで、それ を構成要 素 とす る語 を

すべて検索で きる。検索結果(項 目一 覧)表 示後 は、 キー入 力の必要が ないので連

続的に検索す る ことがで きる。

せ い しん 一ぶ ん か

せ ん 一 じ ょう もん 一ぶ ん ガ・ 』

せ ん ど き一 しん せ っ き一ぶん か

せ ん ど き一ぶ ん か

… ク ワ 【精神 文 化 】

… ク ワ 【先 縄 文 文化 】

… セ キ… ク ワ 【先 土器 新 石 器

… ク ワ ・【先 土器 文化 】

イ.画 面 語 検 索

画面 上 に さ らに検 索 した い語 句が ある と きは、 そ の語 句 を カー ソル で 指定 す る だけ

で検 索 で きる。 キー 入 力の 必 要 が ない の で連続 的 に 検 索 す る こ とが で きる。

た い よ う一れ き'… ヤ ウ… 【太 陽 暦 】

地 球 が 太 陽の 周 囲 を一 公転 す る時 間 を一年 とす る 暦 す なわ ち

の 単 位 とす る暦 。 代表 的 な もの は グ レゴ リウス 暦 で 、三 六 五 日

ウ.条 件 検 索

い くつか の キ ー ワー ドを入 力す る と、 その 語 句 を解 説 文 中に含 む 見出 し語 を検 索す

る こ とが で き る。 キ ー ワー ドは、AND条 件 で最大5個 、 さ らにAND条 件1個 に つ

き各3個 ま でのOR条 件 を入 力す る こ とが で きる。

〈 例 〉 検 索 語

① ドイ ソ、 イ タ リア ② 作 曲家 ③ 歌 劇 ⇒ プ ッチ 一 二・'ベー トヴ ェ ン・ モ ー ソ

アル ト、 ロ ソシー 二、 ワ グナ ー な ど
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検索語①

検索語②

検索語③

ドイツ

作 曲者

歌劇

エ.履 歴 情 報(ヒ ス ト リー)検 索

過去 に検 索 した 項 目(最 新 の 項 目か ら32個 前 まで)の 一 覧表 示 か らカー ソル で指

定 す る だ け で再度 検 索す る こ とが で きる。

オ.付 録 検 索

付 録 に あ る 「分 野別 図 版 一 覧 」、 「色 の 見本 一 覧 」 や 「鳥 の鳴 き声 一 覧」 な どの 項

目を カー ソルで 指 定す れ ば 、 図版 、 色 見本 、 鳥 の 鳴 き声 だ け を連 続 的 に 見る、 あ るい

は 聞 くことが で きる。

(2)CD-ROMonCO-ROM

(日 本電 気 ホ ー ム エ レ ク トロニ ク ス:定 価48,000円(税 別))

美 しい映 像 や 音 楽 に、 文字 ・画像 デー タを組 み合 わ せ て 、1枚 のCDに 「CD-ROM

の 基 礎 か ら製 造 まで 」の す べ て を収 録。

(3)CD-WORD

(三 修 社:定 価100,000円(税 別))

① 概 要

世 界7か 国 の 出版 社 の 協 力の も とに 、 各社 か ら提 供 され た対 象 言語8か 国 語(日 本 語
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/フ ラ ンズ語/^ド イ ツ語/ス ペ イ ン語/イ タ リア語/オ ラ ンダ語/中 国語)、 収録 辞 書

数13種 類17冊 、 収 録 語数500万 語 も の デ ー タ を1枚 のCD-ROMに 収 録 し、

専 用 の検 索 プ ログ ラム で辞 書 の よ うに 引 け る よ うに した もの で あ る。

検 索 の た め の 入 力言 語 ・出力 言 語 は 、8か 国語 すべ ての 任意 の 組 み 合 わせ が 可 能 で 、

そ の 対 応 関 係 は56と お りに も及 び、 さ らに類 義語 検 索、 主 ・副 見 出 し語検 索、 文 例 検

索、 逆 引検 索、複 合 語検 索 な どCD-ROM特 有 の デ ー タ検 索 が 可 能 で あ る。

ま た非 常 に 簡単 機能 として、スク リーンエ デ ィタが 組 み込 まれ て お り、 文 章 を構 成 しな

が らの検 索 、検 索 結 果 の整 理 な どが行 え る。 作 成 した テキ ス トはMS-DOSの テ キ ス

ト形 式 で セ ー ブで きるの で、 高 機 能 エ デ ィ.タや ワー プ ロに 吸 い上 げ て 活 用す る こ とが で

きる。

② 操 作

検 索 ソ フ トが 入 っ てい る フ ロ ッピ ィ と辞 書CD-ROMをFMTOWNS(富 士 通)

に 挿 入 して 、 リセ ッ トス タ ー トす る と、 簡単 な起動 画 面 が 表 示 さ れ る。 こ こで フ ァイル

名の 入 力 を求 め て きた ときに 、 キ ー イ ンす る と簡 易 エ デ ィタが起 動 さ れ る。 この 簡 易 エ

デ ィ タが 基 本 画面 に な って い て 、 テ キス トの 入 力 な どを行 い なが ら、 必 要 に応 じてPF

キー を押 して検 索 モ ー ドに移 って 辞 書 を 引 き、検 索結 果 を整 理 して は 次 の 言葉 を検 索 す

る、 とい うこ と を繰 り返 す よ うに して利 用す る。 なk・、 これ らの 操 作 はFMTOWNS

OSな どの よ うに マ ウス で行 う もの では な く、 すべ て キー・ボー ドで行 う よ うに な って い

る。

検 索 は[亘 コ キー で検 索 システ ムの メニ ュー を呼 び 出 して 行 う。検 索 モ ー ドは 、

3種 の 参 照 形式 、4種 の 範囲 指 定 、8か 国語 指 定 、13種 の 辞 書 指 定 の 組 み合 わせ で か

な り多様 な もの に な って い る。

ア.辞 書 検 索 モ ー ド

参 照形 式 の1つ 、 辞 書検 索 モ ー ド(LookDictionary)で は 、13種 の 辞 書 か ら1つ

辞 書 を選 び、 そ の辞 書 に 対 す る検 索 を行 う。

イ.対 訳語 検 索 モ ー ド

対 訳 語 検 索 モ ー ド(DisplayTranslation)は 、8か 国語 の 対 訳 を行 うモ ー ドで、 こ

の モ ー ドでは 辞書 の 指 定 を 省 略 す る ことが で きる。 た とえば 、 入 力語 を英 語 に指 定 し、

対 訳対 象 を 日本 語 に 指 定 す る と、13種 の うち 「英 → 日」 で検 索 可 能 な辞 書 をすべ て

検 索 し表 示 す る の で、 そ の 中か ら適 当 な もの を選 べ ば よい こ とに な る。
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また この モ ー ドで は、 対 象 と な る言語 間 に 直接 相 当す る辞 書 が ない場 合 で も対 訳 が

可能 に なる。 た とえ ば スペ イ ン語 か ら中国 語 へ の 翻 訳 な どは、 英 語 を経 由 して 翻 訳 を

す る。 さ らに 対 訳 語 の 言語 種 指 定 は 省略 で きる。 こ うす る と残 りの7か 国語 す べ て に

対 す る対 訳 が 可 能 に なる。 しか し入 力言 語 種 の 指 定 まで は省 略 で きない。 単語 の ス ペ

ルはわ か って い るが 、 ど この 言 葉か わ か らない 、 な ど とい うと きに は、 手 当 りしだ い

に 検 索す る しか ない。

ウ.同 義 語検 索 モ ー ド

同義 語検 索 モ ー ド(DisplaySynonym)は 入 力語 と同 じよ うな意 味 を も つ 単 語 を表

示 す る モー ドで あ る。 出力 言語 種 、対 象辞 書 、 範 囲指 定 はす べ て意 味 を もた な くな る

の で、 指定 で きな い。英 文 な どで は で きる だけ 同 義 語 を ち りば めた ほ うが よい 文章 と

み な され るの で、 英 語 で 文 章 を 書 くと きには 同義 語 検 索 モ ー ドは重 宝 す る。

(4)CD-Ward8

(三 修社:定 価168,000円(税 別))

『CD-Word8欧 文 ワー ドプ ロ セ ッサ 』は 、 世 界8ケ 国 ・500万 語 の 単 語 を1枚 の

CD-ROMに 収 録 した 電子 辞 書 『CD-WORD』 を 利 用 した 、 マル チ言 語 対 応欧 文 ワ

ー ドプロセ ッサ で あ る。

6ケ 国語 に よ る入 力 ・表 示 ・印刷 ・単 語 の 翻訳 機能 を持 ち、文 書 編 集 作成 中に この 『CD

-Word』 の辞 書 を随 時 に検 索
、 また 検索 参 照 した もの を取 り込 む こ とや 、 日本 語 の ロー

マ字 入 力に より7ケ 国 間 の対 話 検 索 を可 能 に した、 ま った く新 しい タイ プの 欧文 ワー ドプ

ロセ ッサ であ る。

① 特 長

ア.多 国 語 フ ォ ン トを サ ポ ー ト

「英 」 、 「独」 、 「仏 」 、 「スペ イ ン」 とい った 各 国 語 フ ォ ン トを、 ソ フ ト的 に サ

ポー ト。通 常 の タ イ プ ライ タの 場 合 の よ うに、 タイ プボー ル(あ るい は デ イ ジー ホ イ

ー ル)等 を取 り換 え る こ と な く
、 マル チ ・リンガ ル な タ イ プ ライ タと して も使 用 で き

る。

イ.各 国語 対 応 の キ ー ボ ー ドをサ ポ ー ト

IBM/PCが 各 国 向 けに対 応 モ デ ル を揃 え て い る各 種 キ ー 配 列 キ ー ボ ー ドを 、

PC-9801(日 本 電 気)の キ ーボ ー ドで ソ フ ト的 に 対応 。 慣 れ て い る好 み の キー
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配列 キー ボー ドを 指定 す れ ば 、 ブラ イ ン ド入 力 もで き る。

ウ.CD-ROM収 録 の辞 書 検 索機 能

通 常 の 欧 文 ワー プ ロの 使 用以 外 に 「CD-ROM」 に 収 録 され た12種 類 ・16冊

の辞 書 か ら、 瞬時 に、 目的 用語 の 検 索 をす る とい った こ と も可 能。 対 訳 、 同義 語 、 辞

書 内容参 照 とい った こ とを 自由 に行 え、 編 集 中の 文 書 へ の 取 り込 み もで きる。

エ.マ ル チ ウイ ン ドウに よる操 作

マルチ ウ イン ドウ、 プル ダ ウ ン メニ ュー、 ダイ ア ログ ウ ィン ドウ とい った 最先 端の

ユ ーザ ー イ ン タ フ ェー ス を実 現 。

オ.=豊 富 な ワー プ ロ機 能 を装 備.

自動 イ ンデ ン ト、 タ ブ機能 、 文字 か ざ り、 ワー ドラ ッ プ、 ソフ ト ・ハ イ フン、 検 索

・置換 、 ス ペ ル チ ェ ック 機 能 、 罫線 とい った 豊 富 な機 能 を用 意 し、 表 現 力に 優れ た 文

書 を作 成 す る こ とが で き る。

カ.1カ 国 語 に 対 して7カ 国語 の検 索 ・

収 録 され てい る7カ 国語 の どの言 語か らで も、 他 の 言語 の 対 訳語 を検 索す る こ とが

で きる。 例 えば ス ペ イ ン語 か らイ タ リア語 の検 索 も、 ドイ ツ語 か ら英 語 の検 索 も可 能

で あ る。 ま た検 索 は双 方 向か ら可 能 なの で合 計42通 りの 組 み 合 わ せ で行 え る。

② 機 能

ア.多 機 能 検 索

・辞 書 内容 表 示 機能 【LookUp】

・同i義語 検 索 機 能 【Synonym】

・対 訳 語 検 索 機 能 【Translation】

・主 見 出検 索機 能 【Headword】

・副 見 出検 索 機 能 【Sub-Headword】

・逆 引 き検 索機 能 【Reverse】

・複 合 語 下 成 分 検 索機 能 【Last-Compound】 ・

イ.多 国 語 検 索

・対 象 言語

日本 語 、 ス ペ イ ン語 、英 語 、 イ タ リア語、 フ ラ ンス 語 、 オ ラ ンダ語、 ドイ ソ語

ム.収 録 辞 書

・Harrap'sShorter(英H仏)
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'Harrap'sScience(英 ⇔ 仏)

・Harrap'sDateProcessing(英H仏)

'Harrap'sBusiness

,(英 ⇔ 独)

'Brandstetter'sScience&Technology(英e独)

・GroupeAnaya's(英 ⇔ 西)

・NicolaZanichelli's(英 ⇔ 伊)

・NicolaZanichelli's(英 ・仏 ・ 伊 ・西)

・Wolter'sNoordhoff's(英 ⇔ 蘭)

・Sansyusya'sScience&Technology(英 ・ 独 ・和)

●Sansyusya'§(英o末 口)

エ.入 力 方 式

・6種 類5カ 国 対 象 キ ー ボ ー ド

UNIVERSALFRENCH

ENGI、ISHSPANISH

GERMANITALIAN

オ.多 国 語 フ ォ ン ト(ソ フ ト ウ ェ ア 対 応)

日 本 語(検 索 表 示 の み)

ム ノ
フ ラ ン ス 語(aec) '

ドイ ツ語(aou)

ス ペ イ ン語(n)

カ.字 体

・サ ブ ス ク リ プ ト【Subscript】

・ス 一一パ ー ス ク リプ ト【Superscript】

キ.文 字 修 飾

・ア ン ダ ー ラ イ ン 【Underon/off】

・強 調 【Boldon/off】

・右 寄 せ 【Right】

・左 寄 せ 【Left】

・中 央 揃 え 【Centered】
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ク.コ マ ン ド選 択

●プ ル ダ ウ ン メ ニ ュー 方 式

・シ ョ ー ト ・カ ッ ト ・コ マ ン ド

ケ.編 集 機 能

・新 規 文書 作 成 【New】

・既 存 文 書 の 読 込 み 【Load】

・ フ ァ イ ル 一 覧 〔 日付/名 前/サ イ ズ/昇 順/降 順 〕

・デ ィ レ ク ト リ指 定

・ 自動 イ ン デ ン ト … 自 動 機 能

・強 制 イ ン デ ン ト 【Indent】

・他 フ ァ イ ル へ の 書 出 し 【Write】

・他 フ ァ イ ル か らの 読 込 み 【Insert】

・書 式 の 設 定 【PageSetup】

・カ ッ ト 【Cut】

・ペ ー ス ト 【Paste】

・複 写 【Copy】

・単 語 の 削 除 【DeleteWord】

・行 の 削 除 【DeleteLine】

・罫 線/枠 の 描 画 、 削 除 【DrawBox,EraseBox】

一改 ペ ー ジ 【PagcBreak】

・ ソ フ ト ・ハ イ フ ン 【Hyphenon/off】

・ ワー ド ラ ッ プ … 自動 機 能

・タ ブ の セ ッ テ ィ ン グ 【TabSetting】

コ.編 集 付 加 機 能

・検 索/置 換 機 能'【Seach】/【Chan・geTo】

・カ ー ソ ル移 動 機 能

サ.ウ ィ ン ド ウ

・プ ル ダ ウ ン ・ メ ニ ュ ー ・ウ イ ン ド ウ

・辞 書 検 索 ウ ィ ン ド ウ 〔検 索 語 入 力/辞 書 選 択/多 機 能 設 定/検 索 語 内 容 表 示 〕
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シ,印 刷

・ペ ー ジ番 号設 定

・行 端 揃 え 印刷 【Justify】

・印刷 部数 の 設 定

・プ リン タの 設定 〔機種 設 定/文 字 間 ピ ッチ/用 紙 サ イ ズ/カ
ッ トシ ー トフ ィー ダの

設 定 〕

ス.シ ス テ ム セ ッ トア ップ機 能

・文書 ドライ ブ

・CD-DRIVE指 定

・辞 書 設 定(12種 類)

・入 力 言語 設 定(7カ 国語)

・多 機 能検 索設 定(8種 類)

㈲ 模 範 六 法

(三 省 堂:定 価120,000円(税 別))

① 多採 な検 索機 能

・フ リー キー ワー ド検 索

・事 項 索 引か らの 検 索

・判 例 ・先 例 の 検 索

・法 令 の改 正 年 ・法 律 番号 に よる条 文 か らの検 索

・被 参照 条 文 の 検 索

② 簡 単 な 操 作 法

キ ー操 作 は ↑ ↓← → な どの キー と、1 ,2,な どの テ ン キー(数 字 キ ー)の 操 作 の み

でで きる よ うに 、特 段 の 工 夫 を凝 ら して ある。 文字 キ ー の操 作 は 、 キ ー ワー ドの 入 力等

だ け に限 定。 「か な」 「ロー マ字か な」 「ロー マ字 カナ」 「英 数 字」 の4通 りの 方式 が

可 能 で、 どん な言 葉 で もス ピー デ ィに 入 力 で きる。 ま た、 漢字 に変 換 す る辞 書 も充実 。

これ まで コ ン ピ ュー タを利 用 した こ とが な い人 で も短期 間に 利 用法 を マ ス ター で きる。

③ 見や す い 縦書 き表 示

パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タの 画面 表 示 はほ とん ど横 書 き表 示 で あ るが
、 この 「模 範 六法

CD-ROM版 では 、 文字 表 示 技 術 を駆 使 し、 条 文 ・判 例 等 は す べ て 見や す い縦 書 き表
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示 と し、 画面 をス ク ロー ル(連 続移 動)す る場合 も、 縦書 きの ま ま左 右 に ス ク ロー ルす

る。 さ らに 、法 令 等 が表 示 され て い る 画面 は 、本 の ペ ー ジを繰 る よ うに 画面1ペ ー ジ単

位 で も移 動 で きる よ う工夫 され て い る。

④3通 り選 べ る画面 表 示

条 文 だけ に 目を通 したい と きは条 文 の み を、 それ に 参 照条 文の 表 示 を加 え た い と きは

条 文+参 照 条 文 の 表 示 を、 判 例 まで を 見た い ときは さ らに そ の表 示 を加 え る ことが で き、

その 時 の 使用 目的 に 応 じて コ ン ピ ュ一 夕 ライ クに 画面 表 示 を 選択 す る こ とが で きる。

⑤ 画 面 分 割 表 示

あ る条 文 に参 照 す べ き条文 が 示 され て い る場合 、 画面 を2分 割 し、 もとの条 文 を右 に、

参照 条 文 を左 に示 し、 同 一画 面 上 で両 者 を読 む こ とが で きる。 ま た 、 この2つ の 画面 を

それ ぞ れ左 右 に ス ク ロー ル(連 続 移動)す る こと もで きる。

⑥ 充 実 した シ ソー ラス(類 義 語)検 索

フ リー キー ワー ド検 索 をす る場 合 、 「損 害 賠償」 と入 力 して も 「損 害 の 賠償 」 と入 力

して も、 双方 を類 義 語 と判断 す る シ ソー ラス 機能 を も ってMる の で 、 この二 者 の どち ら

か 一 つ を含 む条 文や 判例 をす べ て リス トア ップす る。 ま た、 「預 け 入 れ 」 「預 入れ 」 な

ど違 った 送 り仮 名 で 入 力 され る 用語 に つ い て も、前 記 と同様 に ど ち らか を含 む 条 文 ・判

例 をす べ て出 力 で きる。 この ほ か、 言 葉 と しては ま った く違 う2つ 以 上 の 用 語 で 、法 律

上 類 似 性 の 強 い もの(建 物 一家 屋 一建 造物 一建 築物 な ど)に つ い て も同様 で あ る。 ま た、

この 機 能 は 、 同義 ・近類 似 した法 律用 語 を学 習す るの に も役立 つ 。

⑦ 収 録 内容(法 令 ・判 例 ・参 照条 文 を 全て 収 録)

ア.憲 法 ・民法 ・商法 ・民 事 訴 訟法 ・形法 ・刑事 訴 訟 法 ・労 働 基 準 法 等379件 の 法令

イ,関 連 す る条 文 を示 した参 照 条 文

ウ.民 法 ・形法 ・商 法 等主 要 法 例31件 の 条 文 ご との 判 例要 旨。

⑧ プ リ ン ト機 能

パ ソコ ンに プ リン タを接 続 す る こ とに よ って、検 索 した 結 果 や 、 条 文 と参 照 条 文、 被

参 照 条 文 と も との 条 文 な ど、 画面 に表 示 さ れた 全部 、ーまた は 範 囲 を 限 定 し た 一 部 を

COPYボ タ ンを 押す だけ で 印刷 で きる。

⑨ 多 彩 な検 索項 目

ア.法 令 名 ・条数 か らの 検 索 〔分 野別 ・五 十 音別 〕

・ 「分 野 別 法 令 名 一 覧 」 に ↑ ↓← → で カー ソル を合 わせ て呼 び 出 す 方法 。
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・ 「五十 音 順 一 覧 」選 択 画面 を呼 び 出 し、 ↑ ↓← → キー で法 令 名 の 最初 の一 音 を選

択 して呼 び 出 す 方法 。

・法 令名 を直接 入 力 して呼 び 出 す 方法 。

イ.キ ー ワー ドに よる検 索

法 律 用 語 、法 律 関連 用 語 だ け で な く、 自由 な キ ー ワー ドを入 力 し、 条 文や 判 例 要 旨

を検 索で きる。

ウ,事 項 索 引か らの 検 索

「模 範 六法 」 の 巻末 に ある 「総 合 事 項 索 引」 を収 録 して あ り、 ス ピー デ ィに 利 用 で

きる。

エ.判 例 ・先 例 の検 索

裁 判 所 ・年 月 日 ・出典 か らの 検 索 と事 件 名か らの検 索が で きる。

オ.法 令 の 改 正 年 ・法 律 番 号 に よる条 文 か らの 検 索

「法 令 名 一 覧表 」 で法 令 を特 定 し、 改 正 年 月 日を入 力 し、 そ の 法 令 の どの 条 文 が 指

定 した期 間 または 年 月 日に 改 正 され たの か の 一 覧 を素 早 く リス トア ップ し、 順 次 目を

通せ る。

カ.被 参 照条 文の 検 索

あ る条 文 が 、他 の どの 条 文 の 参 照条 文 に な ってい るか を検 索 で きる。 これ も人 間 に

は ほ とん ど不 可 能 な 、 コン ピュー タな らで はの 機 能 で あ る。 参 照 す る よ う示 してい る

条文 に遡 って、そ れ らを通 覧 す る こ とに よ り、 条 文 同 士の 関係 を効 率 よ く理 解 で きる。

㈲ オ ックス ホ ー ドの英 語 大 辞典

(紀 伊國 屋書 店、 日本電 気 ホー ムエ レク トロニクス;定 価250,000円(税 別))

OED初 版 の 本 巻 全12巻 を1枚 のCD-ROM盤 に収 め て い る。 冊 子 体 では 不 可能 だ

っ た幾 多の 検 索方 法 が 、eD-ROMを 利 用す る こ とに より可 能 とな り、OEDの 利 用範

囲 の拡大 が 期 待 で きる。

① 用 途

ア.古 語 ・外 来 語 の 逆 引 き検 索

イ.同 義 語検 索

ウ.用 例 文 の典 拠 資料 の 出版 年 次、 作 者 、 作 品 名 か らの検 索

エ.引 用 例 文 中 の単 語 の網 羅 的 な検 索
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オ.分 野 ・地理 区 分 の 一 覧 と、 そ れ に よ検 索 ・限定

(7)バ イ ブ ル ズCD-HlASK

(紀 伊 國 屋書店 、 口外 ア ソシ ェー ッ:定 価85年 版100,000円/86年 版100,000

円/87年 版120,000円/88年 版120,000円(税 別))

朝 日新 聞の 全文 記 事 デ ー タベ ー ス で あ る。 毎年1年 分(1月1日 ～12月31日)が デ

ィス ク1枚 に収録 さ れ て い る。 検 索 も一 つ の記 事 を、 主 題 別 、 記 事 別 、 国 別、 年 月 日な ど、

い ろ い ろ な角 度 か ら捜す こ とが で き る。

(8)バ イ ブ ル ズCD-BOOK

(紀 伊國 屋 書店 、'口 外 ア ソ シ ェー ツ:定 価500,000円(税 別))

本 の 内容 が ひ と 目で わ か るCD-ROMで あ る。 昭和61年1月 よ り刊行 の 一 般 流通 本

の ほ か 、 頒布 可 能 な 非 流通 本 も収 録 して い る。 本 の 目次、 要 旨 も収 録 し、新 刊 図 書情 報 と

して は 国 内 唯一 の もの であ る。

(9)バ イ ブル ズ人 物情 報

(紀 伊 國 屋書 店 、 員外 ア ソシ ェー ッ:定 価80,000円(税 別))

科 学 技 術、 医学 、 技 術評 論 家 か ら政 治 、財 界、芸 術 、 マス コ ミ、 作 家の ほ か、 各分 野 の

専 門家 、 実 務 家 な ど約26,000人 を 収録 し、略 歴、 昭 和50年 ～61年 ま での主 要 著作 、

研 究論 文 、 本 人に 関 連 す る紹 介 ・人 物 研 究記 事 約35万 件 を デ ィス ク1枚 に 収 め て い る。

出 身地 、 生 年 月 日、 出 身校 、 職 業 、 受賞 名、 さ らに は専 用 分 野 、 研 究 主題 等 か らの 多採 な

検 索 が行 え る。

(10)バ イブ ル ズ世 界 各 国 情報

(紀 伊 國 屋書 店 、'口外 ア ソ シ ェー ソ:定 価70,000円(税 別))

世 界100ケ 国 の 統 計 を 中心 と して 、1ケ 国 に つ き70～130項 目(経 済、 貿 易、 投

資 情 報 等)の マ ク ロ指 標 、 政 治 、 文 化 な どの プ ロフ ィー ル を 収 録 す る 日本 貿 易 振 興 会 の

"JETROACE"と
、 機 械 振 興協 会 経 済 研 究所 が 昭和34年 か ら作 成 して い る海 外

の 産 業 ・企 業情 報 の"KSKSCANNER"の2デ ー タベ ー ス をCD-ROMデ ィス ク

1枚 に収 録 した もの で あ る。
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(11)パ イ プル ズ新 聞 ・雑 誌 記 事情 報

(紀 伊國 屋書 店 、 口外 ア ソ シ ェー ル:定 価60,000円(税 別))

JOINT(経 済 文 献 研 究会)、KSKSCANNER(機 械 振 興 協 会 経 済 研 究 所) 、

ComputerWorldJapan(コ ン ピ ュー タ ・ワ ー ル ド ・ジ ャ パ ン)、Techgram

(日 商岩 井)、 マス コ ミ(口 外 ア ソ シ ェー ソ)の5デ ー タベ ー ス をCD-ROMデ ィス ク1

枚 に収 録 した もの で あ る。 特 定 企 業 や 産業 動 向、 新 製 品、 新 技 術 情 報 な どが5種 の ソー ス

か ら横 断 的 に得 られ るほ か 、 逆 に 各 ソ ース ご との 検 索 が 可 能 なた め 、 コ ン ピュー タ製 品 だ

け に絞 り込 みた い 場 合 は、ComputerWorldだ け を検 索 して 、 必要 の ない情 報 ・デ ー

タ を最 初 か ら除 く 一 な どの 利用 も可 能 で あ る。

(12)CD-ROM版 有 価証 券 報告 書 〈1部 ・2部 ・地方 上 場 会社 〉財 務 デ ー タ

(大 蔵 省印刷 局:定 価515,000(本 体500,000円 ・税15,000)

① 約2,000社 に 及 ぶ 報 告書 の 財 務 デー タを1枚 の デ ィ ス クに コー ド入 力

証 券 取 引法 第24条 に 基 づ い て大 蔵省 に 提 出され た、 第1部 ・第2部 及 び地 方 単 独 の

有価 証 券 報告 書 の 内 、1988年12月 期 ～1989年11月 期 に 決 算 の 行 わ れ た約

2,000社 の 財 務 デ ー タ をGD-ROM化 して い る。

収録 内容 一 会 社 の 紹介 、 会 社 の 沿革 、 貸借 対 象表 、 損益 計 算 書 、 各種 明細 書 、 利益

金処 分 計算 書 、重 要 な会 計 方 針 、 表 示 方 法の 変 更、 注 記事 項 、1株 当た り情 報 、重 要 な

後 発 事項 。

② 対 話形 式 に よる簡 単検 索

会 社及 び 報告 書 の 内容 選 択 は、 対 話 形 式 で メニ ュー 画面 に よ り簡 単 に検 索 で きる。 会

社 名 の選 択 は、 証 券 コー ド、 大 蔵 コー ドに よる検 索 お よび メニ ュー 画 面 の会 社 名 一 覧

(五 十 音順)、 業 種 別 、 条 件 等 に よる検 索 に よ り行 なわ れ る。

③ ハ ー ド環 境は 、 ハ イ シ ェ ラ(HighSierra)フ ォ ー マ ッ ト対 応機 種 。

対 応 パ ソコ ンは 、 日電PC-9801VM以 降 の各 機種 及 びIBMPS/55シ リー ズ。

ハ イ シ ェ ラ ・フォ ー マ ッ トの 採 用 に よ り、MS-DOSCD-ROMExtensionsを 使

え る全 ての ドライ ブが 使 用 で き る。

④LOTUS1-2-3やMS-MULTIpLANで ユ ーザ ーが 独 自に財 務 デ ー タを分

析 ・グ ラ フ化 で きる機 能 。

全 ての デ ー タをSYLK形 式 で入 力 して い るの で 、 表計 算 ソフ ト等 に よ りユ ー ザ ーが
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自在 に デー タ分析 や グ ラ フ化 が で きる。

(13)平 成 元年 版 〈1989>全 官公 庁 の機 構 と人 事 ・職 員録

(大 蔵 省 印刷 局:定 価/CD-ROMデ ィス ク盤80,000円/CD-ROMデ ィス ク 盤+

検 索 ソフ ト200,000円/CD-ROMデ ィスク盤+宛 名 印刷 機 能付検索 ソフ ト500,000円)

①50万 人 に及 ぶ 全 官 公庁 の 職 員 名鑑

ア.「 職 員録(上 ・下 巻)」 に 掲 載 され て い る約50万 人 の職 員 デ ー タを収 録 。

イ.国 及 び地 方 公 共 団 体等 の 係 長(同 等 職 を含む)以 上 の職 位 と氏 名 を、 また 課 長 以上

の 職 員 は 原 則 と して住 所 と電 話番 号 も収 録 してい る。

ウ.収 録 され て い る 内 容 は、 昭 和63年7月1日 現 在 の もの で あ る。

エ.編 集

中 央 官 庁 ・

特 殊 法 人

立 法 ・行 政 、 司法 の 国 の 機 関 、 特殊 法 人 の 職 員。

官署 の 所 在 地 、電 話 番 号 等。

都 道 府 県 ・

市 町 村

都道府県、市町村の職員。

官署の所在地、電話番号等。

オ.書 籍 版 職 員 録 に は 、 上 記 の 他 に 、 国 の 各 機 関 の 掌 握 業 務 を 簡 記 した 機 構 図 と所 掌 事

務 要 覧 、 定 員 表 等 を掲 載 して い る。

② ハ イ シ ェ ラ(HighSierra)フ ォ ー マ ッ トの 採 用vaよ リ 八 一 ドの 選 択 を 不 用 化 。

フ ァ イ ル 形 式 に は 統 一 規 格 で あ る ハ イ シ ェ ラ ・フ ォ ー マ ッ トを 採 用 して い る 。 日電 、

東 芝 な ど ハ イ シ ェ ラ ・フ ォ ー マ ッ ト対 応 のCD-ROMド ラ イ ブ が 使 用 で き る 。

③ 必 要 な 機 器

ア.パ ソ コ ン は 、 日電PC-9801、VM、VX、RAの 各 機 種

イ.CD-ROMド ラ イ ブ

ウ.CD-ROM盤

エ.CD-ROM検 索 ソ フ ト

オ.そ の 他MS-DOS(Ver3.1以 上PRODUCTOO1以 降)の シ ス テ ム ・デ ィ

ス ク 、MS-DOSExtensionsお よ びCD-ROMド ラ イ バ ー ル ー チ ンの 各 ソ
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フ トウェ ア

④ 検 索 機 能

ア.完 全一 致 ・前 方一 致 に よる 氏 名 の キ ー ワー ド検 索

原 則 と して 漢字 に よ り入 力す るが 、 デー タに読み方が付 されて い る場 合 は カ ナ入 力 も

可能 で あ る。

イ.コ ー ド入 力に よる検 索。

所 属 コー ドを指 示 す る こ とに よ り、 該 当す る職員 の 一 覧 を表 示 す る。 ま た、 組 織 ・

個人 別 の住 所 コ ー ドを指 示 す る こ とに よ り必 要 な職 員 の デ ー タが 検 索 で きる。

ウ.メ ニ ューに よる検 索

コー ドがわ か らな くて も メニ ュー方 式 で検 索が で きる。 中 央 官 庁 ・地 方 公 共 団体 別

の 分 離 方式 で、 所 属先 か ら必 要 な職 員 の デ ー タを検 索 で きる。 更 に 、組 織 ・個 人 別の

.住 所 は 一 覧表 で都 道 府県 を選 択 す る こ とに よ り検 索で きる。

⑤ 利 用 方 法

CD-ROM盤 、検 索 用 ソフ ト(FD)を そ れ ぞれ セ ッ トし、 パ ソ コ ンの デ ィス プ レ

イ(画 面)に 示 され る ガイ ドに従 って 操 作 す る と、 自動 的 に検 索 結 果が 表 示 され る。

(14)判 例MASTER

(新 日本法 規 出版 株 式会 社:定 価1,170,000円(税 別))

①41,000判 例 をCD-ROMに 収 録

判 例MASTERは 、 国内 の 主要 法 律 雑 誌 を網 羅。 民 事 判例 約41,000件 の 要 約 と、 詳

細 な書 誌情 報 を1枚 の コンパ ク トデ ィス クに 収 録。 行 政事 件 ・労 働 事 件 ・無 体財 産 権 関

係 も充 実 してい る。

② 検 索 が 簡単 、22,000を キ ー ワー ド設 定

必 要 な情 報 をス ピー デ ィーに 的 確 に 引 出す た めにv検 索 キー ワー ドを22,000語 用意

してい る。

③ シソー ラス機 能 で 正 確に 自動 検 索

入 力 キー ワー ドの 同意 語 ・類 似 語 ・関 連語 や 上位 概 念 ・下 位 概 念 を 自動 的 に 検 索対 象

とす る、 シ ソー ラス 機能 が 付 加 され てい る。
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④ 高 速処 理 機 能

世 界最 遠 のCDド ライ ブ(東 芝XMシ リー ズ)を 活 用。 判 例MASTERは 、 指定 の

条 件 に 対 し瞬時 に 反応 す る。

⑤ 検 索 結 果 を ダ ウ ン ・一 ド可 能

標 準 の 印 刷 機 能 の 他、 検 索 結 果 を フ ロ ッ ピーデ ィス クな どに 書 き込 む こ とが で きる。

ワー プ ロな どを使 え ば、 希望 の 書式 に変 え る こと も、 文書 を加 工 す る こ と もで きる。

⑥ 年2回 情 報 更 新

最 新 の 判 例 を加 え 、 年2回 更 新 版 を発行 。

⑦ 検 索 方 法

ア.AND条 件 入 力

キー ワー ドを タテに 並べ る と、AND条 件入 力 とな り、 例 え ば 「交 通 事 故 」 「交 差

点 」 「自転車 」 とすれ ば 、数 多 い交 通 事 故 関係 の 判 例の 中か ら、交 差 点 で 自転 車 が 関

係 す る もの を 自動 的 に絞 り込 む こ とが で きる。

イ.OR条 件 入 力

キ ー ワー ドを ヨ コに 並べ る と、OR条 件 入 力 とな り、 「原 付 自転 車 」 「自動 二 輪車 」

とす れ ば 、 原 付 自転 車 又 は 自動 二 輪 車 に 関す るす べ て の 判例 が 検 索 で きる。

ウ.NOT条 件 入 力

建 物 の無 断増 改 築 に関す る判例 の 中 で借 地上 の 自己所 有 建物 につ いて は 不 要 の 場合 、

NOT条 件 と して 「借 地 」 を指 定す れ ば 、 除外 して検 索が で きる。

(15)J-BISC

(㈱ 日本 図書 館協 会1定 価142,200円(税 込 み))

」-BISC(JapanBiblioDisk)は 図書 館業 務 の効 率 化 をめ ざして 開発 され た。 簡

単 な操 作 で効 率 よ く、 しか も マイ ペ ース で 図書 の検 索が で きる。

① 概 要

国 立 国会 図 書 館 作成 の 国 内刊 行 図書 の書 誌 情 報 をCD-ROM化 した もので あ る。1

枚 のCD-ROMに は 、 約10年 分、50万 件 の書 誌 デ ー タを記 憶 させ る こ とが で き、

高 速 度 の ア ク セス も可 能 で あ る。

② 検 索

書 名 、著 者 、 出 版者 、 分 類 、 件名 、 刊行 年 、JPナ ンバ ー、ISBN、 官公 庁 コー ド
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な どか らも検 索 で きる。 また 、 検 索 項 目を 組 み合 せ て 、 きめ細 か な検 索 もで きる。

③ デ ー タ の 追 加

TAG表 示 画面 の ユ ー ザ エ リア を利 用 し、そ れ ぞ れ の 図 書 館 の請 求 番 号 、 登 録 番 号 の

入 力が で きる。 フ ロ ッ ピーデ ィス ク に ダ ウ ン ロー ドして、 デ ー タ を必 要 に 応 じて追 加 ・

加 工す る こ と もで きる。

(16)現 代 用語 の基 礎 知識

(自 由国 民 社:定 価30,000円(税 別))

① 特 色

ア.マ ルチ'ウ ィン ドウ機能

画面 上 に最 大5つ ま で ウ ィ ン ドウを開 くこ とが で き、 画面 を切 り替 え る こ と な く複

数 の検 索結 果 を並 べ る こ とが で き る。

ウィ ン ドウの拡 大 、 縮 小 、 移 動 も自由 に で きる。

イ.ヘ ル プ 機 能

操作 途 中に 因 った と きは 、 ヘ ル プ画面 に切 替 え て ガイ ドメ ッセー ジを 見 る こ とが で

きる。

ウ.簡 単 な 操 作

キ ー入 力以外 は す べ て マ ウス を使 って 簡単 に操 作 で きる。

エ.複 写

検 索 結 果 を プ リン トア ウ ト、 ま た フ ロ ッピー デ ィス クに 保 存 で き、 ユー ザ 独 自の情

報 フ ァイ ルが 作成 で きる。

オ.キ ー ワー ドセ レク ト機能

キ ー ワー ド検 索の レデ ィー メ イ ド版 で あ り、 新 しい 角 度か らなが め た現 代社 会 の縮

尺 図 と して活用 で きる。'

カ.複 合 語 検 索

新語 に は 多 くの 複 合 語 が 含 まれ て い る。 このCD-ROMで は複 合 語 に 含 まれ る 単

語 単位 を キー ワー ドと して 抽 出、 条件 検 索 を利 用 して 中間 一 致検 索が で きる。
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② 検 索 機 能

ア.入 力 語 検 索

(1)見 出 し 語 検 索

普 通 に辞 書 を 引 くよ うに 「ひ らが な」 「カ タ カ ナ」 で 見出 し語 を入力 して検索す る。

(2)表 記 形(漢 字 ・アル フ ァベ ッ ト)検 索

見 出 し語 の 「漢 字 」 「アル フ ァベ ッ爪 」 を入 力 して 検 索。

〈 例 〉 「電子 出版 」 「AI」 「レ トロ」 「AIDS」 … …

(3)前 方 ・.後 方 一 致検 索

語 句 の語 頭 あ るい は語 尾の部 分 だけ を入力 す る こ とで、 そ れ を構 成要 素 とす る語

をす べ て 検 索 で き る。 検 索 結 果(項 目二 覧)表 示後 は、 キ ー入 力の 必要 が な いの で

連 続 的 に検 索 す る こ とが で きる。.

イ.画 面 語 検 索

画面 上 に さ らに 検 索 した い 語 句 が あ る と きは 、 そ の 語 句 を カー ソル で 指 定 す る だけ

で検 索 で き る。 キ ー入 力の 必 要 が な いの で連 続 的 に 検 索 す る こ とが で き る。

ウ.条 件 検 索

い くつ か の キ ー ワー ドを入 力 す る と、 そ の語 句 を解 説 文 中 に 含む 見出 し語 を検 索す

る ことが で きる。 キー ワー ドは 、AND条 件 で最 大5個 、 さ らにAND条 件1個 に つ

き各3個 ま でのOR条 件 を入 力 す る ことが で きる。

エ.履 歴 情 報(ヒ ス トリー)検 索

過去 に検 索 した 項 目(最 新の 項 弓か ら32個 前 ま で)の 一 覧 表示p・ らカ ー ソル で 指

定す るだけで再度検索する ことがで きる。

オ.分 野 別 検 索

書籍版 と同様に、各分野か ら用語を検索する ことがで きる。 ある分野の全貌 を眺め

たい時 に便 利である。

(17)最 新 医学 大辞 典

(医 歯薬 出版 株式 会 社 、 定 価:60,000円(税 別))

臨床 ・基 礎 ・社会 医 学 系 をは じめ 歯 学 ・薬 学 等 に 関 す る 「最 新 医 学 大 辞 典 」の 全 項 目

をOD-ROMに 収録 。 医 療 ス タ ッ フの 業務 ・研 究 用、 また 医学 生 の学 習 用 と して利 用 で

きる。

一57一



〈収録内容〉

医歯薬出版 「最新医学大辞典」の 全項 目 本文 約40,000語

凡例 ・出筆者一覧 ・医療関係組織住所録 ・挿絵 も含む

(18)角 川類 語 新辞 典

(角 川 書店 、 定 価:30,000円(税 別))

「角川 類語 新 辞典 」は 、 言 葉 の ニ ュア ンス の確 認 や 適 切 な単 語 選 択 が で きる よ う、 日本

語 を意 味 別 に分 類 ・体 系 化 した辞 典 で あ りそ の全 項 目がCD-ROMに 収録 さ れ て い る。

〈 収録 内容〉

㈱ 角 川 書店 「角 川類 語 新 辞 典 」 の 全 項 目

本 文 約50,000語;凡 例 ・略語 ・分 類 メニ ュー も含む

(19)ニ ューセ ンチ ュ リー英 和辞 典 ・新 クラ ウ ン和 英 辞典

(三 省 堂、 定 価24,00円(税 別))

「ニ ュ・一セ ンチ ュ リー 英和 辞 典 」と、 「新 ク ラ ウン和 英 辞 典 」の2冊 の 内容 を、 一枚 の

CD-ROMに 収 録 して い る。

〈 収録 内容 〉

㈱ 三 省 堂 「ニ ュー セ ンチ ュ リー英 和 辞 典」 の 約30,000語

英 文 法の ま とめ も含む

㈱ 三 省 堂 「新 ク ラ ウ ン和 英辞 典 」 の 約40,000語 慣 用語 も含む
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2.CD-ROM用 検索 システム

ー 検 索 機 能 を中 心 に

CD-ROMは 、

機能の高度化

現 時 点 に於 いて 、.最 も高 密 度 な、 しか も軽量 ・小 型 な情 報 蓄積 媒 体 で

あ る。 そ の た め に 、 前 章 の 調査 結 果 に於 いて示 され てい る よ うに、 大 量 流 通 ・個人 使 用 の

利 便性 か ら、 フル ・デ ー タの提 供 媒 体 と して、 多 くの デ ー タベ ー ス(以 下 、 この 章 で は

CD-ROM-DBと 記 す)の 提 供 に利 用 され 出 して い る。

CD-ROM-DBの 提 供形 態 は 、 現時 点 で は 、 デ ー タベ ースそ の もの をCD-ROM

に 、そ の 為 の検 索 ソ フ トウエ ア(検 索 シス テ ム)を フ ロ ッピ ー ・デ ィス クに 収録 し、 この

2つ をセ ッ トに して 提 供 して い る。 この こ とは 、 メイ ン ・フ レー ム と しての パー ソナル ・

コ ン ピュー タ とCD-ROMド ライ バー を用 意 す れば 、 そ の 時 点 で、 必 要 な情 報検 索 が で

き、 しか もフ ル ・デー タを得 られ る便 利 さ を提 供す る。'

'さ らに
、 最 近 で は 、 メイ ン ・フ レー ム と して の パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タとそ れ にCD

-ROMド ライバ ー を一 体 化 した コン ピューータ(AVマ シ ン)の 出現 に よ り、CD-ROM

-DBに デ ー タベ ー ス と共 に検 索 ソフ トウエ ア を組 み込 み一 体化 した 形 式 のCD－1型

『CD-ROM-DBが 出現 し出 して きてk・ り
、 より多様 な利 用 が 可 能に な って きてい る。

また 、最 近 の コ ン ビ ュー は 、例 えば 、音 声、 色 彩等 に よる 多様 な デー タの 処 理 が可 能 に

な って きて い る。 同様 に、CD-ROMに も、例えば、音 響 、 写 真 等の デ ー タの 蓄 積 が 可 能

に な って きてお り、 また 多様 な 形 態の デー タ形 式 に よる情 報の 提 供 が可 能 に な って き てい

る こ とか ら、 よ り高 度 な検 索 シス テ ム機 能 の検 討 が求 め られ て きて い る。

そ こ で、 この 章 では 、CD-ROM-DBの 特性 に つ い て検 討 し、従 来 の デ ー タベ ー ス

に 比べCD-ROM-DBを 対 象 とす る検索 シス テ ム機 能め 高 度 化 機 能 に つい て 検 討 す る。

2.1CD-ROM-DBの 特・性

2.1.1検 索 結 果 と して得 られ る情 報 形 態'

人 間の五 感 は、 情 報受 容器 官 で あ る。故 に、 人 間 は 、5種 類 の 情 報 表 現(視 覚 に対 し

文 字 ・図形 ・色彩 に よる情 報 表 現、 聴 覚 に対 し音 声 に よ、る情 報 表 現 、 触 角 に対 し熱 に よ

る情 報 表現 、 味 覚 に対 し味 に よる情 報 表 現、 臭 覚に 対 し匂 い に よる情 報 表 現)を 持 つ。

マ ル チ ・デ ー タベ ー ス と して 、 現時 点のCD-R,OM-DBは 、そ の 内 の2種 類の 情 報

の 蓄 積 を苛 能 に して い る。 故 に、CD-ROM-DBか らは、 文 字 表 現 、'図形 表 現 、 色

彩 表 現 お よび音 声 表現 に よる情 報 を検 索結 果 と して 得 る こ とが 可能 で あ る。 この こ とは ・

一59一



文 字 表 現 だ け の デ ー タ ベ ース に比 べ 、情 報 入 手 の 目的 か ら、.以下 の 様 な メ リッ トが 認

め られ る 。 す な わ ち 、 文字 情 報(文 章情 報)で は表 現 し きれ な い、 も しくは文 字 情 報

では 理解 しきれ な い情 報 につ い て 、 図 形表 現 、 色 彩表 現 お よび 音 声 表 現 に よ り、 い わ ゆ

る"説 明 を しな くて も分 か る 袖情 報 の 提 供 が で きる とい うメ リ ッ トが あ る。 例 え ば、

① 『 リン ゴの形 は?』 とい う検 索要 求 に 対 して、 『丸 い形 』 と出 力 して もイ メー ジは

様 々に 別れ る。 この こ とに 対 して、 リン ゴの"絵 袖も し くは"写 真"を 出力 で きれ ば

一 目瞭然 で あ る … … … 図 形 情 報 に よる 出力
。

② 『紫 は どん な色?』 とい う検 索要 求 に対 して 、 これ は 説 明 しに くい 。 『輝 度 何 度 』

と出 力 して も何 に もな らな い。 この こ とに対 し.て、"紫 色 勘を直 接 出 力 で きれ ば 一 目

瞭 然 であ る … … … 色彩 情 報 に よ る出 力。

③ 『ウグ イスの 鳴 き声 は?』 とい う検 索要 求 に対 して、 これ も説 明 しに くい。 『ホ ー

ホ ケキ ョ 』と出力 して も何 に もな らなし玲 この こ とに対 して、"鳴 き声"を 直接 出 力

で きれば 一 目瞭然 で あ る … … … 音 声 情 報 に よる 出力。

さ らに、

④ 『コ マの 回る様 子 は?』 とい う検 索要 求 に対 して、 これ も説 明 しに くい。 『回転 す

る 』と 出力 して も何 に もな らない 。 この こ とに対 して、"回 る様子"を 動 画像 と して

直接 出 力 で きれ ば 一 目瞭然 で あ る … …… 動 画像 に よる 出 力。

この様 に、CD-ROM-DBは 、 情 報提 供 の 幅 を広げ た こ とに な る。

しか し、 前述 の よ うに 、 人 間 に は 残 る触 覚、 味 覚 、臭 覚 に よ る情 報 認 識感 覚 が あ るが、

現 在 のCD-ROM-DBで は 、 とい う よ りも現 行 の コ ン ピ ュー タで は、 触 覚、 味 覚 、

臭 覚 に訴 え る情 報 、 す なわ ち、"熱"、"味"、"匂 い 膓あを直 接 出力 は で きな い。

例 えば 、 『快 適 な温 度 は?』 、 『 リン ゴの 味 は?』 、 『サ ン マの焼 く匂い は?』 とい

う検 索要 求 に対 して 、"熱u、"味"、"匂 いuを 現 行 のCD-ROM-DBか ら直接

出力 は で きな い。 この3つ の情 報 提 供 が可 能 に な れ ば、 デ ー タベ ー ス は、 よ り多様 に 利

用 され る よ うに な る。

一方 、 原 情報 は 、 文 字、 図 形 、 音 声、 色 彩 に よ り表 現 され る マル チ、 デ ー タとい え る。

そ こで、 原 情報 の フ ル ・デ ー タ を蓄 積 で きるCD-ROM-DBの 検 索 結 果 出 力に 於 い

て 、文 章 に よる説 明 的 なデ ー タを 出 力す る よ りも図形 、 音 声、 色 彩 に よ り出 力す るほ う

が 直観 的 に 理解 しや す い情 報 に つ い ては 、 図 形 、 音声 、 色 彩 に よ り出 力す るほ うが 効 果

的 で あ る こ とか ら、 蓄積 す る原 情 報 の特 性 を良 くと らえ 、 類別 し蓄積 す る ことが 重要 と
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な る。 また 、 これ らの 図形 、 音声 、 色彩 表 現 の デ ー タ出 力 に は、最 近 の コ ン ピ ュー タで

は、 さ らに、AV型 コ ン ピ ュー タの 出現 に よ り処 理が 可 能 とな って きて い る。 そ こ で、

マル チ.デ ー タベ ー ス と して のCD-ROM-DBの 特 性 を よ り効 果 的 に生 か し、 多様

な情 報 検 索結 果が 得 られ る よ う原情 報 の デ ー タベ ー ス化 と、そ の 特 性 を生 か す 検 索 シス

テ ムの機 能 化 を計 る必 要が あ る。 特 に、 文 字 表 現 、図 形 表 現 、 色 彩表 現 お よび 音 声表 現

に よ る情 報 を扱 え る こ とが可 能 と な った以 上 、CD-ROM-DBを 対 象 とす る検 索機

能 は、 これ ら特性 を充 分生 か し、 高度 化 を計 る必要 が あ る とい え る。

2.1.2高 度 デ ー タの 検 索 の可 能性

高 密 度 情 報 蓄積 媒体 で あるCD-ROMは 、 フル ・デ ー タを対 象 とす る デ ー タベ ー ス

の提 供 に 利 用 され だ してい る。 す なわ ち、CD-ROM-DBに 、 原 情 報(一 次情 報)

その もの の 内容 全 て を収 録 す る ことに よ り、 多様 な情 報提 供 を可 能 に して い る。 そ こで 、

フル ・デ ー タそ の ま まの提 供 に 限 らず 、 フル ・デ ー タの 内 容解 析 処 理 を可 能 に す れ ば 、

原情 報か らフ ァク ト ・デー タ、 さ らに は知 識 デー タを抽 出 し、 提 供す る こ と も可 能 に な

る。

例 え ば 、 文 例 と して、 下 記 の フル'・デ ー タ ・

「 日本 語 の 速 記 タ イ プ ライ タの発 明者 で あ る川上 は、 か な鍵 盤 を用 い て 日本 文 の 各文

字 を2ス トロー ク で コー ド化 す る ライ ン プ ッ ト方 式 を提 案 した。 」

に 対 して 、 下 記 の レベ ルの デ ー タ(情 報)の 抽 出 を可 能 とす れ ば 、 フル ・デ ー タの 蓄積

を可 能 とす るCD-ROM-DBの 高 度 利 用が 図 れ る。

① 索 引 デー タ(内 容 索 引)

シ ソー ラス 用語 … … 『仮 名 漢字 変 換 シス テ ム、(ラ イ ン プ ッ ト)方 式 』

自然 語 キー 「日本 語 、 速 記 タ イプ ラ イ タ、 発 明 者 、 川上 、 か な 鍵 盤、

日本 文 、 文 字 、2ス トロー ク、 ラ イ ン プ ッ ト方 式 』

② フ ァク ト ・デ ー タ

『仮 名 漢 字 変 換 方 式 の 中 の一 方 式 で あ る ラ イ ンプ ッ ト方 式 は 、 川上 が 提 案 した。 』

フ ァク ト・デ ー タの形 式 例 … …{(提 案 した){(川 上)、(仮 名 漢 字変 換 方

式(ラ イ ンプ ッ ト方 式))}}
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③ 知 識 デ ー タ

⑤ 『川上 は、 ライ ン プ ッ ト方 式 を提 案 した。 』

知識 デ ー タの形 式 例 … …{(提 案 した){(川 上)、(ラ イ ンプ ッ ト方式)}}

⑤ 『川 上 は 、2ス トロー クで行 った 。 』

知 識 デー タの形 式 例 …{(行 った){(川 上)、(2ス トロー クで)}}

◎ 『川 上 は 、 日本 語 速 記 タイ プ ラ イ タの 発 明者 で あ る。 』

知 識 デ ー タの 形 式 例 …{(で ある){(川 上、発明者)、 日本 語 速 記 タ イ プ

ラ イ タ)}}

④ 『川 上 は 、 か な鍵 盤 を用 い た 。 』

知 識 デ ー タの 形 式 例 …{(用 い た){(川 上)、(か な鍵 盤)}}

◎ 『2ス トロー クは 、 各文 字 を コー ド変 換 す る もの であ る。 』

知 識 デ ー タの 形 式例 …{(も の で あ る){(2ス トロー ク)、

(各 文 字 、 コー ド変 換)}}

2.2デ ー タベ ー ス化 お よび 検 索 シス テ ム機 能 の 現 行 シス テ ム の 問題 点

デ ー タベー ス に よる情報 提 供 の 一 連 の シス テ ムは、 検 索機 能 と関連 し、 原 情 報に 対 し

てい か な るデ ー タを生 成す るか 、 ま たそ の デ ー タ生 成 に 必要 な機 能 を ど うす るか とい う

3点 の 観 点 に つ いて の 検討 を必 要 とす る。

理 想 的 な一 連 の シス テ ムは 、 原 情 報の み を フル ・デ ー タ と して 自動 的 に デ ー タベ ー ス

化 で き、 検 索 要求 内容 を文章 形 式 で受 け 付 け 、 デ ー タベ ース 内 の フル ・デ ー タ内容 を 自

動的 に解 析 ・検 索 し、 検 索結 果 を検 索者 が最 も理 解 しや す い形 式 で 出 力す る機 能 で あ る。

それ に は、 文 脈解 析 、 文意 抽 出等 の 情 報 内 容 の 自動 解 析 を行 う必 要 が あ る。 しか し、 現

時点 では 、 技 術 的に 実 現 不可 能 で あ る。

そ こで、 現 時 点 で は、検 索要 求 内 容 を代表 す る検 索 キ ー を利 用者 に 指示 させ 、 それ に

よ り検 索 を行 う方式 が 採 られ てい る。 そ の た め に 、 デ ー タベ ー ス化 す る際 に、 個 々の 情

報 に対 して、 事 前 に情 報 内 容 を 分析 し、 内容 を代 表 す る 索 引 キ ー を付 与(イ ンデ ク シ ン

グ)し て い る。 す な わ ち、情 報 フ ァイ ル と個 々の 情報 に対 し与 え た 索 引 キ ーの フ ァイル

(イ ンデ ック ス ・フ ァイ ル)を 作 成 し、 検 索 ユ ーザ に よ って指 示 され た検 索 キー を基 に

イ ン デ ックス ・ファ イル に対 して 照 合 処 理 を行 ない 、 対応 す る情 報 を情報 フ ァイ ルか ら

出力 す る機 能 に な って い る。
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そ の 為 に 、現 行 の 一 連 の シス テ ムに は 、以 下 の様 な問 題 点 が あ る。

2.2.1デ ー タベ ー ス構 築 上 の問 題 点

1)索 引 デ ー タ生 成作 業 効 率上 の 問題 点

索引 デ ー タの生 成 は、 人 手 で行 な わ ざる を得 ず 、 デ ー タベ ー ス化 の 対 象 情 報量 に

対 し、 イ ンデ ク シ ン グ作業 の 遅れ が 発生 しvデ ー タベ ー ス に よる情 報提 供 のTime

lag(遅 れ)お よび デ ー タベ ー ス化経 費 ア ップが生 じて い る。Timelagの 問 題

は、 速 や か な る情 報 流通 の 妨 げ に な り、 経 費 ア ップは 、 情 報入 手 の経 費 高 に 直 結 し

て い る。

2)索 引 デ ー タの 最 適 性 に対 す る問 題 点

索引 デ ー タの 付 与 に は 、情 報 内容 の 解析 を必要 とす る。 そ の 結 果 と して情 報 内容

を表 示 す る索 引 デ ー タを付与 しな けれ ば な らない 。 この こ とに対 して 、入 手 に よる

こ とか ら、例 え ば、 対 象 情 報 内 容 の専 門 的 な理 解 、記 述 言語 読 解 、 索 引 キ ー付 与 の

深 度 の 一 定化 等 に 対 し難 易性 が あ り、 最 適 な 索 引 デ ー タの 付与 、 平 準 化 とい った こ

とに対 して 、"揺 れ"が 生 じ、 そ の結 果 と して"検 索 洩 れ ㍉"ご み 出 し 鳩を生 じ

させ、 検 索 結 果 精度 に影 響 を及 ぼ して い る。

また、 検 索 キ ー と索 引 キ ー との 照合 処 理 に お い て、 両 者 の 形 態上 の一 致性 を補 償

す るた め に、 検 索 キ ー と索 引 デ ー タの 決定 に シ ソー ラス 内の 用 語 を用 い るが 、 対 象

とな る情報 の 逐 次性 に対 しシ ソー ラスの メン テ ナ ンスの 逐 次性(更 新)に 難 易性 が

あ り、 遅 れ が生 じ、 検 索 要求 内容 お よび 原情 報 の 内容 に 対 して最 適 な検 索 キ ー と索

引 キーの 設 定 が で きな い とい う問 題 が生 じ、 最 適 な検 索 キ ー と索 引 キ ーの 判 明 が で

き ない とい う現 象 が しば しば 生 じる。

2.2.2検 索 キ ー と索 引 キーの 照 合(検 索処 理)機 能 の問 題 点

1)検 索要 求 内容 の 表 現 上 の 問題 点

検 索 要求 内容 の表 現 に 、現 行 の シス テ ムでは 、 まず、 検 索要 求 内容 を代 表す るキ

ー ワー ドを選 択 し、 そ の キー ワー ドを基 に、 検 索要 求 内容 の 文 脈に 照 ら し、 配 列す

る こ とに よ り表 現 す る方 式 が 採 られ てい る。 配 列 の 方 式 は 、 論 理演 算 式 表 記 を用 い

る。

例 え ば、

『CD-ROM-DBの 情報 検 索 方式 につ い て 、 日本 語 ま た は英 語 で 記述 され て

い る技 術 論 文 に つ いて 、 最 新 の もの を知 りた い 』とい う検 索 要 求 内容 に 対 して、
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キー ワー ドと して 『CD-ROM-DB、 情 報 検 索 方 式、 日本語 、 英 語 、 最 新 の

技 術語 文 』が選 択 され 、

論 理 演 算式 と して 『CD-ROM-DB× 情 報検 索 ×方 式 ×(日 本 語+英 語)×

論 文 』が設 定 され る。

た だ し、 選 択 され た キ ー ワー ドは 、 論理 演 算 式 に設 定 す る と きに、 検 索 キー との

形 態 的一 致性 を計 るた めに シ ソー ラス 内 の用 語 を 用 い、 意 味 的類似 性 か ら選 択 し、

用 い る。

上記 プ ロセ スに於 い て 、 下 記 の 問題 点 が 指 摘 で きる。

① 常 に 上記 プ ロセ ス を経 なけ れ ば な らず 、 検 索 行 為 に繁 雑 さが認 め られ る。

② 最適 な キ ー ワー ドの設 定 に 困難 さが 認 め られ る。

例 え ば、 上 記 例 に 於 い て、 『最 新 』とい う要 求 内容 につ い て、 具 体 的 に ど う表 現

す るのが 最 適 で あ るのか 、 要 求 内容 の 具体 性 と合 わせ 問 題 と なる。 この場 合 、 『最

新 』の 内容 を、 例 え ば 『発 表 年 』で 指 定す るの が一 般 的 で あ る。

③ 選 択 した キ ー ワー ドに 対 して、 シ ソー ラス 用語 を確 認 す る際に 、意 味 的類 似 性

か ら検 索 キ ー を選択 す る こ とに なるが 、 シ ソー ラス内 の用 語 との 間 に意 味 理 解 に

不一 致性 が生 じ、 検 索精 度 に 影 響 を与 え る。

例 え ば 、 上記 例 に於 い て 、 『技 術論 文 』は 『論 文 』の 下 位 範 疇 に な り、 広 く検 索

され る こ とに な り、要 するに"ご み出 し(利 用者要求に対す るノイズ)袖 を生 じさせ る。

2)形 態 不一ーー一致 上 の問 題 点

検 索 キー と索 引 キ ーの照 合 処 理 は、 現行 の シス テ ムでは 、 キーの 表 記上 の 形態 一

致 に よ り行 ってい る。 この 方 式 には 、 下記 に 示 す幾 つ か の 問 題点 を生 じさせ る。

① 同 義異 表 記 キー は照 合 され ず 、"検 索 洩れ 」'を起 こす。

例 え ば、

短縮 系表 記 キ ーの場 合 … 『電子 計 算 機 』に対 して 『電 算 機 』、 『計 算 機 』は

照 合 され な い。

カナ 表 記 キ ー の 場 合 … 『コ ン ピ ュー タ 』に対 して 『コ ン ピュー ター 』等 、

多 表記 キ ーは 照 合 され な い。

②EBCDICコ ー ド表 記 キ ーの 使用 に 於 いて 、 同 音異 義 語 キーは 検 索 され て し

ま い、"ご み だ し"を 起 こす 。

例 えば、

『記 者 』に 対 し 『汽 車 』は 照合 され て しまい 、"ご み 出 し"を 起 こす 。
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③ 複 合 キ ー 内の部 分組 み合 わせ 検 索(ト ランケ ー シ ・ン検 索)の 場 合 、"検 索洩

れ 袖"ご み 出 し`'を 起 こす 。

例 え ば、

『図書 館業 務処 理 シス テ ムに つ い て知 りた い 』 とい う場 合 、 『図書 館業 務 シス

テ ム 』と い う複 合 語 索 引 キ ーが シ ソー ラス用 語 に無 い場 合 には、 現 行 の システ ム

では、 例 え ば 、 『図書 館 × シス テム(× はand条 件 を表 す 。)』 とい う指 示 に よ

り検 索 を行 う こ とに な り、 この場 合 、 『図書 館 』お よび 『シ ステ ム 』の キ ーが 付

く全 て の検 索 キーに 対 して 、 前 方一 致 照合 、 後 方 一致 照 合 、 中 間 一 致照 合 処 理 を

行 い 、検 索 結 果 を得 る。 この結 果、 例 えば、 『図書 館の 組 織 』に 関 す る 検索 結 果

が 得 られ 、"ご み 出 し"が 生 じる。

3)意 味 的 不 一 致 上の 問題 点

索 引 キー と検 索 キーの 表 記 上 の 形 態 一致 処 理に よる こ とか ら、 下 記 に示 す キ ーの

意 味的 な照 合 処 理 が 出来 ず 、 幾 つ か の 問題 点 が生 じる。

① 類 義 語 キ ー検 索が で きな い。 この 結 果、"曖 昧 な検 索要 求"(関 連 す る情 報 の

検 索)に 対 処 で きず 、"検 索洩 れ δ"を起 こす。

例 え ば 、

『電 子 計 算 機 』に対 して 『コ ン ピ ュー タ 』は 照合 さ れ な い 。

これ ら、 現 行 の 検 索 シス テ ム機 能 の 利 用に於 い て、 検 索 シ ス テ ム利用 者 は 、 こ

の 現 象 が発 生 す る こ と を知 って い て検 索す る必要 が あ り、 例 え ば、 短 縮 系 表 記 キ

ー、 カナ表 記 キ ーの 全 て を、 す なわ ち、 可能 性 の あ る検 索 キ ーの 全 て を 、論 理 和

の 形 式 で 指 示す る とか 、 検 索 結 果の"ご み"は 、検 索結 果 を 見て 取 り除 くこ とを

しなけれ ば な らない 。-

2.2.3検 索 結 果 の 出力上 の 問 題 点

デー タ ベー ス 検 索 シス テ ムへ の 利 用者 の期 待 は、 情 報 の網 羅性 と検 索結 果(情 報)

の 直接 的 利 用 に あ る。網 羅 性 は、 そ の デ ー タベ ー スの 利 用 に よ って、 情 報 入 手の 充 足

性 を補 償 す る もの で なけれ ばな らず 、 ま た、 情報 の 即 時 性 を補償 す る もの で なけ れ ば

な らな い。 検 索 結 果 の 直接 利 用 を可 能 にす るた め に は、 フル ・デ ー タを提 供 で きる デ

ー タベ ー ス で な けれ ば な らない 。

この こ とに 関 して、現 行 の 多 くの デ ー タベ ー スに 以下 の よ うな 問題 点が あ る。
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1)情 報の網 羅性 と即時性についての問題 点

情報 の網羅性 については、 世の中に存在す る大容量 の情報 に対 して、 必要 となる

情報 をいかに選択 し、収録す るのが最適で あるのか とい った難ずか しい問題が ある

が・即時性 については、現行の データベース構築の プロセ スの多 くが人 手で行われ

てい る こ とか ら、 多 くの デ ー タベ ース に於 い て 問題 とな って 吟 る。 最 大 の ネ ックは、

索 引キ ー の入 手 に よる付 与 プ ロセス に あ る。

2)フ ル ・デ ー タの 提 供 の 問題 点

フル ・デー タの 提 供 に つ い て は、CD-ROMの 出現 に よ り、 解 消 され つつ あ る

といえ る。 しか し、 フル ・デ ー タ の収 集 お よびCD三ROM化 に大 変 な経 費 が か か

る問題 は あ る。

CD-ROM-DBは 、 大 量 の フル ・データをコンパ ク トに 提 供す る こ とを可 能 に

し、 同 時 に2.2で 述 べ た よ うに、 文字 表 現 、 図 形 表 現 、 色彩 表 現 、 音 声 表現 に よる

情 報 の 同時 提 供 を可 能 に して い る の で、 最 適 な形 態 で の 検 索結 果 出力 表示 が可 能 で

あ る。

この こ とに 対 して 、現 行 の デ ー タベー ス は 、 原 情 報の 紹 介 を 目的 に二 次 デ ー タの

提 供 を 目的 とす る ものが 多 く、 これ ら多様 な情 報提 供 に対 応 で き ない現 状 に あ る。

2.3高 度 化 機 能

2.3.1デ ■・・一夕ベ ー ス構 築機 能 の高 度 化

個 々の 情 報 の認 識 に は 、 情報 そ の もの(情 報 内容)と そ の情 報 の属性 デ ー タ、 す な

わ ち索 引 デ ー タ(例 え ば 、 表現 言 語種 別等 の デ ー タ)が 必要 で あ る。 そ の証 拠 に、 情

報 検 索 に於 い て、 検 索 結 果 の情 報 利 用 を意 図 し、 情 報 そ の もの と、 情 報 の属 性 を制 限

す る指示 が成 され る。

例え ば、"『本 語 で 記述 され て い る情 報" ,とい う要 求 は、 情報 の 属性 を制 限 してい る

こ とに な る。 そ こで、 デ ー タベ ー スの 構 築 に は 、 この2点 の 、 す なわ ち、 情 報 内 容 そ

の もの と情 報 の 属性 デ ー タを セ ッ トし効率 良 く蓄積 す る機 能 化が 必要 に な る。

デ ー タベ ー ス の構 築 に於 い て、 対 象 とな る情 報 の 全 て(い わ ゆ る、 フル ・デー タ)

を入 力 す る こ とが理 想 で あ る。 この場 合 、 大 容量 の 情 報 入 力の 効率 化 お よび 正 確 な属

性 デ ー タの生 成 の 効 率 化 が 問題 に な る。 特 に、CD-ROM-DBの 構 築 に於 い て は、

そ の 蓄積 容量 か ら、 大 容量 の フル ・デ ー タの デ ー タベ ー ス 化 が 可能 で あ る こ とか ら、
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原 情報 の 蓄積 が 可 能 で あ り、 効 率性 とい う側 面 か ら、 原 情 報 の 自動的 ダ イ レク ト入 力

機 能 お よび 属性 デ ー タの 自動生 成 機 能 が必 要 に な る。 原 情 報 の 自動 的 ダ イ レク ト入 力

方 式 と して は、 例 え ば 、 ドキ ュメ ン トを対 象 とす る場 合 には 、 イ メー ジ ・セ ンサ ーに

よ り入 力 す る こ とを、 属性 デ ー タの 自動 生 成 に は、 イ メー ジ ・セ ンサ ー で取 り込 ん だ

フ'ル ・デ ー タの 内容 を 自動 的 に解 析 し、 各 デ ー タ項 目を 自動 的 に 識別 し、 そ の 内容 を

自動 的に 判 別 処 理 す る シス テ ムの機 能 が必 要 に な る。

この こ とに 対 して、最 近 では、 原 情報 の ダィ.レク ト入 力 と してOCRが 利 用 で きる

様 に なって きて い る。 残 る問題 と して、 情報 内 容の 自動 解 析 機 能 が あ る。 しか し、 情

報 内容 の 自動解 析 機 能 は 、 未 だ研 究 開発 の 途 上 に あ り、 実 現 には筒 時 間 が か か る。 そ

こで、 この こ とに 対 して 、 最 近、 コン ピ ュー タの性 能 の向 上 お よび 自然 語 処 理 技 術 の

成 果 を生 か し、 索 引 キー生 成k・ よび 検 索機 能の 高 度化 シス テ ム と して、 下 記2つ の 機

能 の シス テ ムが実 現 し、 実 用 化 され て きてい る。

2.3.2索 引 キー生 成 機 能k・ よび検 索 機 能の 高度 化

1)人 手 に よ る索 引 キー と シ ソー ラス を用 い 自然語 キ ー を 自動 的 に 抽 出 ・設 定 し、 両

者 を併 用 す る方 式

索 引 キー の欠 落 回避 お よび最 新 の語 に対応 す る索 引 キ ーの 付与 を保 証 す るた め に 、

人 手 に よ る索 引 キ ー(こ の 場合 シソー ラス 用語 に よ り設 定 され る)と 共 に 、 シ ソー

ラス 内の 用語 を基 に デ ー タベ ース 化 され た 情報 の タイ トル も し くは抄 録 を対 象 に 形

態 素解 析(単 語 切 り)を 行 い、 人 手 に よる索 引 キ ー以 外 の 語 を索 引 キ ー と して 自動

抽 出 し、 イ ンデ ックス ・フ ァイル を生 成 し、 自然 語 キ ー に よる検 索 を も可 能 に した

シ ス ァ ムo

シス テ ム事 例 と しては、 例 えば、JICSTの デ ー タベ ー ス構 築 に於 い て運 用 さ

れ てお り、 また ㈱ 平 和 情 報 セ ン ターか ら 「HAPYNESS」 が 、㈱ エ ム ・シー ・ワ

t-一一ドセ ンタ ーか ら 「FreeBase」 とい った シス テ ムが 市販 され て い る。

2)シ ソー ラス を用 い 自動 抽 出 ・設 定 し、 人 手 に よ る索 引 キ ー付与 をk・こ な わ ない 方

式

シス テ ム 内に シ ソー ラ ス を維持 し、 この シ ソ ー ラス 内 の 用語 を基 に デ ー タベー ス

化 され た情 報 を対 象 に 形 態 素解 析(単 語 切 り)を 行 い、 ツ ソー ラス 内の 用語 と形 態

的 に一 致 した語 を索 引 キ ー と して 自動 抽 出 し、 一 致 した シ ソー ラス内 の 用語 の 下 に

配列 し、 対 象 とな った カ テ ゴ リ内の 用語 の セ ッ ト全 て を索 引 キ ー と して、 対 象 の 精
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報 に対 し位 置 付 け 、 検 索 キ ー を シ ソー ラス用語 を用 い ず 指 定 させ 、 検 索す る シス テ

ム。 当 シス テ ムは 、最 近 で は 、 フル ・テ キ ス ト ・デ ー タを対 象 とす るCD-ROM

-DBの 多 くの検 索 シス テ ムに 用 い られ て きてい る
。

シス テ ム事例 と しては 、 例 え ば、Thunderstone/EPIInc .か ら 「METAM-

ORPH」 が、AdovancedProjectsInternatinalInc.か ら 「DARS」 と

い った シス テ ム が市 販 さ れ だ して い る。

特に 、2)の システム機 能 を、 最 近 で は、 デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム(DBMS)

に組 み 込む こ との 開 発 も な され て い る。

しか し、

1)の システムは、 シ ソー ラス 用語 の メ ンテ ナ ンス の 遅れ に対 処 、お よび 索 引深 度

の 保証 を図 り、 検 索 精 度 の 向上 を狙 った シス テ ム とい え る。 しか し、 検 索 漏れ を 防

ぐた め に基本 的 な索 引 キー は人 手に よ り付与 して お くこ とに な り、 課 題 を残 して い

る。

2)の シス テ ム は 、人 手 に よ る検 索 キー の付 与 、k・よび類 語 キ ー検 索 機能 の 保証 を

図 り、 検 索漏 れ を防 ぐこ と を狙 った シス テ ム とい え る。 しか し、 抽 出 され るキ ーが 、

形 態的 に 抽 出 され設 定 され る こ とか ら、 あ くま で も表 層 的 な処 理 結 果 の キ ーで あ り、

情 報 の意 味 内 容 を捕 らえ 設 定 され るか とい う保 証 は な く、 課 題 は 残 してい る。

また、 両 者 と も、 検 索要 求 内容 に対 して の適 用 は 、 現 時 点 で は させ てい ない。

そ こで、 特 に、 フル ・デ ー タの 提 供 を可 能 とす るCD-ROM-DBへ の適 用 か

ら、2)の システムについ て 、 以 下 の 機 能が 必要 に な る と考 え られ る。

(1)検 索要 求 内要 に対 す る適 用

いず れ に して も、 検 索 時 に検 索式(論 理式)を 作成 す る必 要 が あ り、依 然 煩 わ し

さが 存在す る。 そ こで 、 検 索 要 求 内 容 を文 章 で 表現 させ(理 想 的 な方式 で あ る)、

検 索 内容 に つ い て、 カテ ゴ リ構 造 を生成 し、 一 度、 検 索者 が その 内容 に 対 して 検 索

キ ーの 更 新 を行 い 、 そ の 後 に 、 シス テム に送 り、 検 索 を実 行 させ る よ う機能化 す る

こ とが 考 え られ る。 この 方 式 に よれ ば、 検 索 キ ー の洩 れ も カバ ー で き、 検索 洩 れ の

改善 に結 び 付 く。

例 え ば 、下 記 の よ うな カテ ゴ リが生 成 され た とす る。

「KW:電 子 計 算 機
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RT

NT

コ ン ピ ュー タ

電 算機 、 計 算 機

'
パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ

大 形 電 子 計 算 機 』

(た だ し、KW… 主 キー、

RT… 主 キ ー と同義 語 キ ー、'

NT… 主 キ ーに 対 す る下 位概 念 語 キ ー を表 わす 。)

この よ うな カ テ ゴ リーに 対 して、検 索実 行 前 に 、

の 様 な検 索 キ ー を除 き、'の 様在 検 索 キー を更 新 し、検 索 を実 行

で き る 。

この 場 合 の 検 索 キ ー は 、 つ ぎの よ う な もの に な る 。

『KW:電 子 計 算 機

RT:コ ン ピ ュ ー タ、 コ ン ピ ュ ー タ ー 、 電 算 機～
NT:パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー ター 、PC』

(2)シ ソ ー ラス の 増 殖 機 能 化

常 に シス テ ムが 締 す る シ ・一 ラス 桂 本 的 に使 用す る の で は な く∴ 上 記 ・)

に よ 。硬 新 され た カテ 到 一 を シ ソー ラス内 に馳 込 み 利 用 で きる よ 旅 す る・

た だ し、 フル.デ ー タか ら更新 され た もの は取 り込 ま なら 。 何 故 な らば 、 いわ ゆ る

・ごみ キ _・ の 発生 が起 るか らで、 あ くまで も検 索 利 用者 に よる更 新 カテ ゴ リを利

用 す る。 この こ とた よ り、 よ り最 新 の 、 か づ充 実 した シ ソー ラス を維 持、 利用 で き、

検 索効 果 に寄 与 す る こ とに な る。

i」)ノレ.デ ー タを蓄 積可 能 とす るCD-ROM-DBの 検 索 シス テ ム と して、2)の

シス テ ムに 上記 機 能 を付 加 し利 用す る こ とが、 現時 点 にお い て 最 も最 高 な レベル の

シス テ ム機 能 とな ろ う。
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IV今 後 の課 題

本 調 査研 究は 、 昨 年度 か らの3年 計 画 で実 施 してk・ り、最 終的 に は複 合 的 デ ー タベ ー ス ・

シス テ ムの パ イ ロ ッ ト ・シ ステ ム を パ ソ コ ン上 に構 築 す る こ とを 目指 して い る。 そ こ では、

最 近 脚 光 を あび て い るーCD-ROMの 採 用 を考 慮 す る必 要 が あ ろ うと思 われ る。 す なわ ち、

本パ イ ロッ ト ・シス テ ムの 構 築 に あ た っては 、 「複 合 的 デ ー タベ ー ス ・シス テ ムの 全 体 像 」

を基 本 にお きなが ら、 「CD-ROM用 検 索 シ ステ ム 」の構 成 を踏 ま え て、 そ の 設 計 をお こ

な うこ とが 必 要 と なろ う。

そ こで、 今 年 度 の調 査 研 究 に おけ る 「今 後 の 課 題 」と して、

① 複 合 的 デ ー タベ ー ス のCD-ROM上 での 実 現 に むけ て

② デー タベ ー ス的 ア プ ロー チ に よる シス テ ム構 築 の 問題 点

の2点 につ い て 問題 を提 起 す る こ とに よって、 今 後 の調 査 研 究 の指 針 と した い。

1.複 合 的 デ ー タ ベ ー ス のCD-ROM上 で の 実 現 に む け て

現在 、 パ ソ コ ン上 で稼動 す る外 部 記憶 媒 体 で、 比較 的 安 易 に利 用 で き る もの と して、

① ハ.一 ド ・デ ィス ク(10～100Mバ イ ト)

② フ ロ ッピー ・デ ィス ク(1Mバ イ ト程 度)

③CD-RO,M(500～600Mバ イ ト)

が あ るが 、 この 中 で、CD-ROMは そ の 高 密度 性、 量 産 性 、経 済 性 とい う観 点 か ら、 大

容 量 デー タの 記録 に適 して い る と言 え よ う。 従 来、CD-ROMは 、 あ らか じめ記 録 され

て い るデ ー タの 読 み 込 み のみ が 可 能(書 き込 み は不 可)で あ ったが 、 最 近 で は、 そ の発 展

形 と して、 追 記 形 光 デ ィス クや 書 換 形 光 デ ィス ク も登 場 して い る。(CD-ROMも 広 い

意 味 では 光 デ ィス クで あ るが 、 通 常、 書 換 え(追 記)可 能 な もの を光 デ ィス ク と よび、 書

換 え(追 記)不 可 の もの をCD-ROMと よん で い る。)

パ ソコ ン上 に、 複 合 的 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム を構 築 す るに あた って は 、 このCD-R

OMの もつ特 長、 と くに 大容 量 性 を利 用 す る こ とが得 策 で あ ろ う。 す な わ ち、 複 合 的 デ ー

タベ ース ・シス テ ムに おい ては 、 数 値 デ ー タや 文字 デ ー タの ように 比 較 的 少 ない 容量 で記

録 で きるデ ー タ型 ば か りでな く、 フル ・テ キ ス トを前提 と した文 書 デ ー タ、 さ らに は イ メ

ー ジ'デ ー タや音 声 デ ー タの よ うに
、 そ の 記 録 と多 くの 容 量 を必 要 とす る デー タ型 に い た

る ま で、 多 種類 の デ ー タ を総 合 的 に管 理 す る こ とが 必須 の条 件 とな っ てい る こ とか らも、
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当 面の 大 容 量 記憶 装置 と してCD-ROMの 採用 が考 慮 され るべ き であ ろ う。 と ころ で、

このCD--ROMとCD-ROMド ライ ブは 、 国 内で も多 くの企 業 で販 売 して い るが 、 従

来 は ハ イ シ ェ ラ形 式 とい う多 少 共通 的 な形 式 は あ る もの、CD-ROMの 標 準 形 式 が存 在

しなか った た め に、CD-ROMご とに ソフ トウ ェア が 用 意 され て お り、 現 在 もこの こ と

は尾 を引 い て い る。 しか し、1988年 にCD-ROMの フ ァイル 形 式 と してISO96

60が 制 定 され 、 この 標 準 形式 に よるCD-ROMやCDLROMド ラ イ ブが 普 及 しつ つ

あ り、 今 後 は 、"ハ ・iシェ ラ形 式 とISO9660形 式 とが主 流 に な る もの と思 わ れ る。 こ

の ような標 準 化 の 動 き と相侯 って、 国 内 にお い て も、 このISO9660形 式 に対 応 して、

日本語 対 応CD-ROM標 準 デ ー タベ ー スの 構 築が 虻 勧 れ てら るが ・CD-ROMの

標 準 化 とい う観点 か らす る と、 単 に フ ァイル 構 造の 標 準 化 だ け では な く、 文 書 デ ー タ型 、

図表 デー 魁 画 像 ヂ 醐 音 声 デ ー 煙 な ど各 種 の デ ー タ型 繭 応 した表 現 形 式 の 標

準 化 は 、 現 時点 で定 ま った もの は な く、 実験 の 段 階 に あ る と言 え よ う。 い ずれ に して も、

CD_二ROM上 での 各 種 デー タ型 の 表 現 た依 る論理 構 造(ア プ リケ ー シ ョン ・レベ ル で の

フ ァ イ 、レ形 式)は 、 麟 化 さ れ て い く こ とvaな る と,肋 れ るが 、CD-ROMの 普

及 とCD-ROM処 理 技 術 の 発 展 を 考 え た 場 合 、 そ の 標 準 化(規 格 化)を 待 つ の で

は な く、 積 極 的 に 独 自 の 手 法 で シ ス テ ム を 構 築 して い くの'が 得 策 と考 え られ る。 こ

こ で 、 注 意 が 必 要 な こ とは、CD-ROMの デ ー タ操 作 に あ た って の デ ー タ表 現 を、 で

き るだけ 論 理 的 な(ア プ リケー シ ョン ・'サイ ドの)形 式 と して定 義 して お くこ とで あ る。

これ に よ って、 言 わ ば 、CD-ROM(装 置)の 種 類 とは 独 立 した形 での ア プ リケ ー シ ョ

ン.シ ス テ ムが構 築 で き渓 機 へ の移 植 も比 較 的容 易 陣 と競 る こ とが 期 待 で き るか ら

で あ る。

と ころ で、 わ が 国 性 け るCD-ROM組 びCD-ROMド ライ ブの 普及 は ・ 当初 の

期 待 に 反 して伸 び 悩 ん でし(る状 況 に あ る。そ の理 由 は、 海外 製CD-ROMの 普 及 を 困難

に して い る と考 え られ るつ ぎの 問 題 に よって い る とい う指 摘が あ る。(平 成 元 年3月 「C

D-ROM調 査 研 究報 告 書 」助 デ ー タベ ー ス振興 セ ン ター)

①CD-ROMソ フ トを積 極 的 に使 用 し よ う とい う市 場 環 境 が 整 って い ない。

② ① の大 きな要 因 となるが 、 エ ン ドユ ー ザが 強 く要 望 す る魅 力 あ る ソフ トが、 わが 国 に

は 乏 しい。

③ 海 樽CD-ROMは 、 ほ とん ど・・一 ド的 には 、IBM-PC(ま た は ・ ンパ チ 機)

対 応 で作 られ て い るが、 躰 では ・BM-PCパ ソbン は2～3万 台 と普 及 数 が 少 ない ・
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④IBM・-PC(APPLE製 で も同 様)用 のCD-ROM検 索 プ ログ ラムの 日本 製P

Cへ の プ ログ ラム変 換 は 、 ソ フ ト所 有 権 が ソ一一ス ・コー ドを開 示 しない
、 仮 に開 示 して

も開発 費が 高 額 であ る、 な どの 理 由 で製 品化 が 難 しい。

しか しなが ら、 これ らの 理 由はCD-ROMに 係 る、 言 わ ば、 外 的環 境 の 不 備 に帰 因 し

て い る もの であ り、CD-ROMの 複合 的 デ ーー一夕ベ ー スへ の 適 用 に 関 しては
、 何 ら障 害 に

な る もの では な い。 しいて 、 複合 的 デ ー タベ ース ・シス テ ムへ のCD-ROMの 採 用 に あ

た って、 多 少、 障 害 に な る とす れ ば、 そ れは② の 魅 力 あ る ソ フ トの不 足 を挙 げ る ことが で

き よ うが、 この こ とは、 利 用 者の デ ー タ利 用 に対 す る 目的意 識 に も よるの では ない か と思

わ れ る。 よ く、 デ ー タベ ー ス の高 度 利 用 は、 デ ー タ処 理 や デ ー タベ ー ス操 作 に係 る高度 な

技 術 的背 景の 必 要 性 もさ る こ となが ら、 利 用者 の 目的(問 題)意 識、 言 いか え れ ば、 利 用

者 の デー タベ ース の把 え 方 に よって 、 利 用 者 の 問 題解 決 に最 適 な情 報が 獲得(デ ー タベ ー

ス を 高度 に利 用)で きた り、 うま くいか なか った りす る と言 わ れ て い る。 本 調査 研 究 に お

け る複 合 的 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム も、 デ ー タベ ー スの 高度 利 用 をは か る こ とをそ の主 目

的 と して い る こ とか らす れば 、 個 々のCD-ROMソ フ トに 拘 わ る こ とな く、 ハ ー ドデ ィ

ス ク や フ ロ ッ ピニ ・デ ィス ク上 の 情 報 等 と も広 く関 連 を もた せ 得 る よ うな体 系 を用 意 す る

こ とが 重要 な点 となる よ うに思 わ れ る。 この よ うな体 系(複 合 的 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム)

に沿 って、 利 用 者 が 問題 の 解 決 にあ た る と言 う こ とは 、 「○○ 辞 書CD-ROMか ら ××

・単 語 を引 く囲 」 とい う意 識 では な く、 た とえ ば 、 先 に 述 べ 敏 章 デ ー タ検 索 の例 の よ う

に、 「B商 品 の 最 近の 市 場 動 向は?」 とい う よ うな問 題意 識 を も って、 各 種 デ ー タベ ー ス

操 作 の一 環 と して ひ とつ のCD-ROMを 参 照 す る こと(デ ー タベ ー ス ・ナ ビゲ ー シ ョン

の 一 環 と してCD-ROMデ ー タ を参 照 す る)、 また は そ れ を可 能 に して お くこ とが 重 要

で あ り、 この よ うな体 系 の 中 で各種CD-ROMソ フ トの需 要 も喚 起 され るの で は ない か

と思 わ れ る。

囲 デ ー タベ ー ス利 用 者 の 中に は、 まさ に、 「○○ 辞書 か ら単 語 を引 く 」こ とを 目的 と

してい る業 務 も考 え られ る が、 そ の よ うな利 用 者 に と っては 、 ○ ○ 辞 書CD-ROM

利 用に 対 す る需 要 は 大 きい であ ろ う。

2.デ ーータ ベ ー ス 的 ア プ ロ ー チ に よ る シ ス テ ム 構 築 の 問 題 点

シス テ ム設 計 に おけ る デ ー タベ ー ス 的 アプ ロー チ とは、 シス テ ム構 成 の 中心 に デー タベ

ー ス を配 置 し、 そ れ を管 理 す るデ ー タベ ース ・シス テ ム(具 体 的 には、 そ の デ ー タペ ー ス
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に対 して当 該 デ ー タベ ー ス シ ステ ムの デ ー タ定 義言 語 を もちい て設 定 した デー タベ ー ス構

造)を イ ン タ ー フ ェイ ス と して 、 各 種 の デ ー タ処 理 プ ログ ラ ム を結 合 して い く手法 で あ る。

と くに、 最 近 の よ うに、 デ ー タベ ー ス の 利用形 態 も定 型 的 な業 務処 理 だ け でな く、 随 時発

生 す る非 定型 的 な処 理 に臨 機 応 変 に 対応 してい くこ とが 必 要 とな ってい る。 この ため には 、

デ ー タベ ー ス 構 築の 時点 では 、 必 ず し もそ の処 理 形 態が 定 ま らな い よ うな業 務 に対 して も、

デ ー タ操 作 が お こなえ る よ うな状 況 に してお く必要 が あ る。 本調 査 研 究 での 対 象 とな って

い る複 合 的 デ ー タベ ース シス テ ム も、 この こ とは 当 初か らの シス テ ム 目的 とな って い る。

ここ で一 番 問題 に な る点 は、 デ ー タベ ース と、 業務 処 理 プ ログ ラム との イ ンタ ー フ ェイ

ス と な るデ ー タベ ー ス 構 造(基 本 的 なデ ー タ操 作 も含む)で あ る6リ レー シ ョン型 デ ー タ

ベ ース ・モ デ ルは、 この よ うな デ ー タベ ー ス に対す る(あ らか じめ デ ー タの ア ク セ ス ・パ

ス を設定 で きな い よ うな)多 目的利 用 に 対 す る有 力 なモ デ ル を提 供 して い る ことは よ く知

られ て い る。 言 い 換 え れ ば 、 リレー シ ョ ン型 デ ー タベ ー ス ・モデ ル は 、 シス テ ム設 計 にお

け るデ ー タベ ー ス的 ア プ ロー チ の基 本的 な考 え方 に な って い る と も言 え る。 とこ ろが 、 こ

の モ デ ルは 、 事 象 をデ ー タ項 目の列 で表 現(リ レー シ ョン)す る点 では 明解 であ り、 そ れ

に もとつ くデ ー タ操 作(集 合型 デ ー タ操 作 と論 理型 デー タ操 作)も 論 理 的 かつ 意 味 的 に明

解 であ るが 、 個 々の デ ー タ項 目の表 現に 関 して は無 関 心 で あ る。 す なわ ち、 複 合 的 デ ー タ

ベ ー ス ・シス テ ムで は 、 デ ー タ型 と して、

① 数 値 デ ー タ型

② 文 字 デ ー タ型

③ 年 月 日デー タ型

④ 文 章 デ ー タ型

⑤ 図表 デ ー タ型

⑥ イ メー ジ ・デ ー タ型

⑦ 画像 デ ー タ型

⑧ 音 声 デ ー タ型

⑨ 文 書 デ ー タ型

な ど、豊 富 な デ ー タ型 と、 そ れ ぞ れ に特 有 の デ ー タ操 作 を用 意 して い るた め、 リレー シ ョ

型 デ ー タベ ー ス ・モデ ル の体 系 を前提 と しなが ら、 上 記 の よ うなデ ー タ属 性 を追 加 す る必

要 が あ る。 この2つ の 要 素 を統合 的 に あつ か うための 手 法 と して、 オ ブ ジ ェク ト指 向 デ ー

タベ ー ス の考 え 方 を導 入 して い くこ とが 有 力 で あ る。 す な わ ち上 位 の オ ブ ジェク ト(ク ラ
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ス)と して リレー シ ョン型 の デ ー タ構 造 を設定 し、 つ ぎに 複 合 デー タ型 を配 置 し、 最 下 位

のオ フシェク トと して基 本 的 な デ ー タ型 か ら構 成 さ れ るデー タ項 目を位 置 づ け る とい う方法

で あ る。 この よ うな体 系 を設 定 す る こ とに よって、 リレー シ ョ ン型 デ ー タ ベ ース ・モ デル

の 特 長、 オ ブ ジ ェク ト指 向 デ ー タ ベ ース の特 長、 さ らには 、 上 に挙 げ た よ うな各種 デ ー タ

型(デ ー タ操作)の 特 長 をそ れ ぞ れ 利用 しなが ら、=複合 的 デ ー タベ ー ス に対 す るデ ー タ操

作 を実現 す る こ とが可 能 に な る こ とが 期 待 さ れ る。 しか しなが ら、 現実 の 複 合 的 デ ー タベ

ー ス ・シス テ ム と して 実 現 させ る た めに は
、 そ れぞ れ の モ デ ル に沿 った 論 理 構造 の設 定 や 、

多 種 類の 記憶 媒 体(ハ ー ド ・デ ィス ク、 フロ ッピー ・デ ィス ク、CD-ROMな ど)間 の

結 合 を意識 した記 憶構 造 の設 定 な ど、 残 され た 問題 も多 い 。
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